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工
場
能
率
の

改
善
と
増
進

マ
ツ
タ
時
間
計
は
機

械
の
一
貫
動
時
間
と
空

柏
村
時
聞
を
測
定
し
て

使
用
率
在
算
出
し
得

工
場
能
率
増
進
の
銭

め
仁
御
使
用
在
。

【臨
服
用
例
M

一
、
定
速
生
産
量
の
推
量

一
、
電
機
器
の
使
用
時
間
測
定
起
に
露
命
訊
験

一
、
同
種
機
械
の
均
一
時
間
の
運
鱒
測
定
等

ハ
カ
タ
ロ
グ
曇
上
〉



マ

ツ

ダ

新

報

新

照

明

皐

校

競

ラ

ヂ

ォ

普

及

上

よ

り

見

穴

る

農

村

配

電

線

路

改

善

の
念

務

に

就

て

(上
)

湘

南

地

方

観

光

躍

と

高

座

水

銀

燈

新

撃

校

日月~I "、、

明

新

照

明

皐

校

の

建

築

新

照

明

皐

校

の

電

気

設

備

マ

ツ

ダ

講

堂

の

舞

蔓

照

明

仁

就

て

新
照
明
皐
校
一
か
出
来
る
ま
で

少

年

少

女

書

方

園

霊

の

嘗

選

展

を

見

る

二工

?、

生

活

の

宿

題

編

輯

千麦

記

(
第
一
一
十
四
巻
第
十
一

3
目

次

/
昭
和
十
二
年
十
一
月
切
¥
-

エL

等主

制川

東

京

鍛

造

問

電

気

部

電

力

課

マ
ツ
ダ
照
明
事
校

東
京
電
気

・
照
明
課 二上

イfr乗開守荻角福岡関編編日

月号き同

重

屋野取島崎

輯輯

士口

丈
三13
 

保政一猛徳公重早

"" 

正

(

入

〉

!蓑

(

一
(
)

)

雄

(

一一一一

〉

雄司男男

ハ

一
七

)

(

一
一
=

)

庚

(

=
一
回

)

音日

(

三

大

〉

音R

(

=
一
八

)

-H-
田

(

間

四

)

(

回

入

〉
¥、ノ



フ

曲ヂ
震す

村主主

聖Z
~ト

線王
路リ

霊長
gz 
務

就
て

務純母よ主主主将務官
r.~1忽~~B~~絵な~{~~1

F議Eフフ

一
、
緒

一言

只
今
御
紹
介
に
奥
り
ま
し
た
伊
藤
で
あ
り
ま
す
。
ラ
ヂ
オ
普
及
上
よ
り
見
た

我
園
の
農
村
配
電
線
路
改
善
の
念
務
、
卸
ち
今
後
我
園
の
ラ
ヂ
オ
の
普
及
登
達

や
計
る
に
は
ラ
ヂ
オ
開
設
上
か
ら
見
て
、
今
日
迄
未
開
愛
の
佳
残
さ
れ
て
ゐ
る

と
云
ふ
て
も
過
言
で
な
い
農
山
漁
村
に
封
し
て
、
之
れ
が
主
力
を
注
が
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
農
山
漁
村
全
区
域
の
隅
々
ま
で
行
き
亘

一
日
も
早
く
重
夜
間
配
電
線
に
改
善
整
備

っ
て
ゐ
る
現
在
の
夜
間
配
電
線
を
、

す
る
こ
と
が
、
何
よ
り
も
大
切
な
先
決
問
題
で
あ
ふ
と
云
ふ
こ
と
に
就
き
ま
し

て
、
之
れ
か
ら
御
話
申
上
け
る
こ
と
に
致
じ
ま
す
。

御
子
許
に
差
上
け
ま
し
た
謄
案
版
の
内
容
目
吠
の
順
序
に
従
っ
て
御
話
在
進

め
る
こ
と
に
致
じ
ま
す
が
、
其
の
謄
{
烏
版
に
印
刷
し
て
あ
り
ま
す
表
や
固
面
を

御
参
照
に
な
っ
て
裁
き
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。

(

上

)
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我
園
現
在
農
山
漁
村
に
於
け
ふ
ラ
ヂ
オ
普
及
航
態
や
.
都
市
の
そ
れ
と
比
較

す
る
と
き
に
其
の
懸
隔
の
あ
ま
り
に
も
甚
に
し
い
の
に
驚
く
ば
か
り
で
あ
る
。

従
っ
て
我
園
が
将
来
-
フ
ヂ
オ
在
容
易
に
開
拓
し
得
る
方
面
は
農
山
漁
村
で
あ
-
O

か
ら
、
今
後
此
の
方
面
に
向
っ
て
主
力
在
住
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
弦

に
説
明
す
る
迄
も
な
い
3

勿
論
従
来
と
て
も
相
蛍
農
村
方
面
に
ラ
ヂ
オ
普
及
の

努
力
が
梯
は
れ
た
に
も
拘
は
ら
歩
、
其
の
貫
績
が
殆
奉
っ
て
ゐ
な
い
の
は
何
故

で
あ
ふ
か
、
其
原
因
は
種
々
あ
る
も
根
本
的
原
因
と
見
る
べ
き
は
、
我
園
の
農

山
漁
村
に
は
電
燈
の
夜
間
線
は
隅
々
迄
非
常
に
よ
く
行
き
渡
っ
て
ゐ
る
の
に
反

し
、
ラ
ヂ
オ
在
聴
く
に
必
要
侠
く
可
か
ら
ざ
目
。
童
夜
間
線
が
農
村
に
殆
ど
行
き

渡
っ
て
ゐ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
卸
ち
農
山
漁
村
の

-
フ
ヂ
オ
普
及
を
計
る
仁
は
、

第
一
仁
電
気
供
給
曾
祉
が
従
来
の
夜
間
配
電
吾
輩
夜
間
配
電
仁
改
善
す
る
こ
と

が
先
決
問
題
で
あ
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
一ら
ば
今
日
迄
供
電
曾
枇
は
何
故

に
此
の
方
面
に
重
夜
間
線
の
施
設
を
怠
っ
て
ゐ
た
か
と
云
へ
ば

2 



(ー)

従
来
農
山
漁
村
方
面
仁
於
け
る
電
気
の
需
要
は
主
と
し
て
電
燈
の
み
に

限
ら
れ
、
そ
れ
も
夜
間
定
額
電
燈
の
み
で
あ
っ
た
が
た
め
、
供
電
命
日
一
位

は
夜
間
配
電
線
の
普
及
に
専
心
し
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
。

(二)

現
在
に
あ
っ
て
は
ラ
ヂ
オ
負
荷
は
供
電
曾
祉
仁
と
り
て
非
常
に
有
利
で

あ
ふ
と
の
認
識
を
持
つ
ゃ
う
仁
な
っ
て
ゐ
る
が
、
数
年
前
迄
は
ラ
ヂ
オ

負
荷
仁
封
す
る
正
し
い
認
識
な
持
た
宇
、

ラ
ヂ
オ
の
普
及
に
無
関
心
な

り
し
た
め
農
山
漁
村
じ
封
じ
重
夜
間
配
電
の
普
及
仁
努
力
を
挽
は
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

(三)

供
電
曾
祉
と
し
て
は
農
村
に
封
じ
、
現
在
採
算
を
無
視
し
て
も
、
将
来

ラ
ヂ
ォ
負
荷
の
増
加
を
見
越
じ
て
董
夜
間
配
電
を
施
設
せ
ば
、
必
や
J

敷

年
後
に
は
採
算
の
引
合
ふ
地
域
に
あ
っ
て
さ
え
も
、
之
れ
が
計
霊
を
鴎

踏
し
、
新
ら
じ
き
ラ
ヂ
オ
加
入
申
込
者
あ
り
し
揚
合
に
は
霊
夜
間
線
を

僅
カ、

っ
ス
パ
ン

し
乃
至
二
一l
ス
パ
ン
L
程
度
の
延
長
に
よ
っ
て
供
給
し

得
る
場
合
じ
限
り
無
料
に
て
之
れ
に
臆
じ
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
て
.
何
等

積
極
的
ラ
ヂ
オ
普
及
の
意
志
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

警察

右
の
次
第
な
れ
ば
従
来
一
般
に
供
電
命
日
一
祉
は
、
農
山
漁
村
仁
謝
し
て
出
来
得

て言、

る
限
り
経
済
的
な
る
霊
夜
間
配
電
の
装
置
に
つ
い
て
深
き
調
査
研
究
在
試
み

な
い
で
、
奮
式
な
不
経
済
な
方
法
に
て
農
村
に
重
夜
間
線
の
延
長
を
行
っ
て

ゐ
た
憾
み
が
あ
っ
た
た
め
に
、
今
日
の
如
く
同
方
面
に
於
て
は
ラ
ヂ
ォ
普
及

つ

率
が
都
市
方
面
に
比
し
て
、
非
常
な
懸
隔
在
生
じ
た
も
の
と
言
は
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

融専

二
、
我
園
都
市
l
t
農
村
に
於
け
る
ラ
ヂ
オ
普
及
率
に
就
て

昭
和
十
二
年
三
月
末
日
現
在
調
査
に
よ
る
我
園
市
部
と
郡
部
と
に
於
け
る
ラ

ヂ
オ
聴
取
加
入
者
数
は
第
一
表
に
示
す
が
如
く
で
あ
っ
て
、
ラ
ヂ
ォ
普
及
率
を

世
帯
敢
に
て
市
部
と
郡
部
と
比
較
し
て
み
る
と
突
の
如
く
で
あ
る
。

市

音日

四
二
・
一
%

市
部
に
比
し
郡
部
の
ラ
ヂ
オ
普
及
率
は
僅
か
に
四
分
の
一
に
過
ぎ
な
い
と
云

君E

一
0
・
四
%

ふ
極
め
て
貧
弱
な
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
、
卸
も
賂
来
-
フ
ヂ
オ
の
関
委
仁

主
力
を
注
ぐ
べ
き
方
面
が
郡
部
仁
あ
る
こ
と
は
以
'止
の
比
較
じ
よ
っ
て
も
一
目

昔日

第一表聴取加入者調

(昭和十二年三月三十一 日現在〉

昔点別
総加入者数 百世帯首

管内計|市部|郡部

世帯数

市部|郡部

直轄 1，196，284 931，020 265，264 3，952，252 53.2 12.1 

大阪 804.904 586，745 218，159 2，829，351 43.3 14.8 

名古屋 337、608 189，260 148，348 1，647，611 38.5 12.8 

康鳥 159，627 79，782 79、845 1，366，284 25.1 6.6 

熊本 221，782 117，084 104.698 1，988.477 24.3 6.9 

仙蓋 106，365 42，040 64，325 ，1，170，118 24.8 6.4 

札幌 78.253 40，867 37，386 610，932 26.8 8.2 

計 2，904，823 1，986，798 918，025 13，565，025 42.1 10.4 

瞭
然
で
何
等
説
明
の
要
が
無

い
。
況
や
我
園
農
村
文
化
向

上
の
観
黙
か
ら
す
る
も
郡
部

じ
於
け
る
ラ
ヂ
ォ
普
及
の
緊

念
な
る
こ
と
は
勿
論
で
あ

る
。
今
日
市
部
と
郡
部
と
の

ラ
ヂ
ォ
普
及
率
に
多
大
の
差

遣
を
生
じ
た
最
大
原
因
は
前

一
一
辿
せ
る
如
く
市
部
に
は
-
フ
ヂ

ォ
を
諒
取
す
る
に
必
要
な
童

夜
間
配
線
が
あ
ま
ね
く
普
及

せ
る
に
反
し
、
郡
部
に
は
重

夜
間
配
線
が
殆
ど
普
及
し
て

ゐ
な
い
た
め
と
見
る
べ
き
で

現
に
昭
和
十
年
二
月
東
京
遁
信
局
が
同
管
内

一
府
八
牒
に
亘
る
農
村
に
於
け

る
ラ
ヂ
オ
未
加
入
者
調
査
を
行
っ
た
際
の
結
果
に
よ
れ
ば
.
同
遁
信
局
か
ら
護

あ
る
。
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せ
ら
れ
た

っ垂直
一
間
電
気
が
つ
け
ば
ラ
ヂ
オ
を
お
付
け
に
な
り
ま
す
か
L

の
質
問

に
封
し
て

つ
章
一間
電
気
が
つ
け
ば
ラ
ヂ
オ
を
付
け
ま
す
し
と
云
ふ
問
答
.
的
ち

重
夜
間
配
電
と
な
れ
ば
ラ
ヂ
ォ
聴
取
を
し
た
い
と
の
希
望
者
は
査
問
答
者
六

警護

一
、

O
九
六
名
中
貫
仁

三
七
、
三
八
三
名
に
達
し
て
ゐ
た
、
卸
ち
金
問
答
者
の

六
一
%
は
現
在
董
夜
間
配
電
が
無
い
か
ら
ラ
ヂ
オ
を
聴
い
て
ゐ
な
い
の
で
あ
っ

?、

た。

此
の
東
京
遁
信
局
の
調
査
に
よ
ゐ
も
.
農
村
に
於
け
る
ラ
ヂ
オ
普
及
率
の

もフ

極
め
て
少
き
は
現
在
霊
夜
間
配
電
の
行
渡
っ
て
ゐ
な
い
詮
擦
で
あ
る
と
云
ひ
得

る
の
で
あ
る
。

現
に
此

の
東
京
遁
信
局
の
調
査
報
告
に
基
づ
い
て
東
京
電
燈
株
式
命
日
枇
川
越

支
祉
及
び
前
橋
支
庖
に
於
て
ラ
ヂ
才
諒
取
者
勧
誘
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
非
常
仁

良
好
な
る
勧
誘
成
績
在
得
、
突

の
如
く
護
表
し
て
ゐ
る
。

↓

東

京
返
信
局
の
調
査
報
告
に
依

っ
て
.
聾
夜
間
線
が
普
及
せ
ざ
る
た
め

に
、
未
開
登
の
佳
残
さ
れ
て
ゐ
る
農
村
一
フ
ヂ
オ
未
加
入
者
の
意
向
。
管
制

然
と
統
計
的
に
分
類
し
て
認
識
す
る
こ
と
が
出
来
て
、

ラ
ヂ
オ
開
護
計

(二)

重
上
貴
重
な
る
参
考
と
な

っ
た。

ラ
ヂ
オ
新
需
要
開
拓
仁
嘗
り
従
来
の
方
針
に
て
霊
夜
間
配
電
線
路
を
延

長
し
て
は
採
算
が
得
ら
れ
な
い
匝
域
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
た
も
の
が
、
此

の
統
計
に
よ
っ
て
配
電
線
路
を
延
長
し
て
も
充
分
採
算
在
得
る
見
込
み

が
つ

き、

直
ち
に
開
登
に
着
手
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

(三)

宝
且
夜
間
線
延
長
工
事
在
計
差
す
る
仁
嘗
り
、
比
較
的
有
利
仁
多
数
の
器

取
者
や
獲
得
せ
ら
る
る
匿
域
を
第
一
に
諜
知
す
る
こ
と
が
出
来
た
口

之
れ
を
見
て
も
明
か
な
ふ
如
く
、
従
来
供
電
命
日
祉
が
農
村
仁
重
夜
間
配
電
線

路
延
長
工
事
の
計
霊
在
す
る
揚
合
に
は
将
来
諒
取
者
が
増
加
す
る
こ
と
在
諌
想

せ
宇
、
ラ
ヂ
オ
聴
取
申
込
者
の
現
在
教
の
み
か
ら
、
果
し
て
採
算
が
取
れ
ふ
か

否
か
を
判
断
し
て
ゐ
た
か
ら
し
て
、

農
村
に
霊
夜
間
配
線
の
普
及
が
緊
要
な
こ

と
を
知
り
な
が
ら
，

遅
々
と
し
て
進
ま
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
き
れ
ば
供
電
曾

祉
と
し
て
も
積
極
的
じ
農
村
に
ラ
ヂ
オ
普
及
在
計
る
に
は
、
先
づ
此
の
東
京
遁

信
局
が
行
っ
た
や
、
フ
な
十
分
の
調
査
資
料
。
ぽ
集
め
、
最
も
有
望
の
匡
域
よ
り
順

究
室
旦
夜
間
配
電
線
路
の
延
長
4

佐
賀
行
し
、

一
日
も
早
く
農
山
漁
村
全
部
を
霊
夜

間
配
電
化
じ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。

三
、
夜
間
及
び
書
一
夜
間
電
燈
需
要
家
に
於
け
る

ラ
ヂ
オ
普
及
率
に
就
て

昭
和
十
一
年
受
信
機
普
及
関
東
委
員
曾
仁
於
て
東
京
中
央
放
会
局
管
内
供
電

命
日
一
位
四

O
祉
に

つ
き
，
農
村
電
燈
需
要
家
の
童
夜
間
配
電
線
普
及
の
現
朕
調
査

在
行
ひ
た
る
に
第
二
表
の
如、き
結
果
在
得
た

の
で
あ
ふ
。

第

表

電
燈
需
要
家
数

戸

数

一
、
二
七
二

、
六
六

百
介
比
%'

一0
0

・0

夜
間
の
み
ラ
ヂ
オ

在
諒
取
し
得
る
需
要
家
数

九
二
九
、
九
八
四

寸ゴ. 
ζコ

童
夜
間
ラ
ヂ
オ
を
諒
取
し
得
る
需
要
家
敦

三
四
三
、
六
八
七

寸ご

-Cコ

現
在
霊
夜
間
ラ
ヂ
オ
聴
取
需
要
家
数

五
回
、
七
五
一

l2B . 

現
在
夜
間
-
フ
ヂ
オ
聴
取
需
要
家
数

、
ヨ玉

寸マ

一. 

郎
ち
第

二
表

に
よ
れ
ば
供
電
曾
枇
四

O
枇
の
農
村
に
於
け
る
線
電
燈
需
要
家

教

一
、
二
七

二
、
六
六

二
に
就
て
、
現
在
葦
夜
間
配
電
在
行
へ
る
電
燈
需
要
家

教
は
僅
か
に
三
四
三
、
六
八
七
、
印
ち
全
電
燈
需
要
家
数
の

二
七
%
仁
し
て
、

夜
間
配
電
を
行
へ
る
電
燈
需
要
家
は
貫
に
九

二
九
、
九
八
四
、
卸
ち
全
電
燈
需

要
家
教
の
七

三
%
じ
相
賞
し
て
ゐ
る
。

斯
く
の
如
く
農
村
地
方
に
あ
り
で
は
現
在
董
夜
間
配
電
の
普
及
し
て
ゐ
る
の

4 



は
僅
か
に
二
七
%
で
あ
っ
て
、
残
り
の
七
三
%
は
夜
間
配
電
で
あ
る
こ
と
を
知

ふ
こ
と
が
出
来
る
。
此

の
例
に
徴
す
る
の
み
な
ら
宇
、
他
の
調
査
資
料
じ
よ
ふ

も
、
現
在
我
園
農
山
漁
村
区
域
仁
あ
り
で
は
全
圏
在
遁
し
て
電
燈
需
要
家
の
約

七
O

%
は
夜
間
配
電
な
受
け
て
ゐ
て
、
残
り
の
約

三

O
%
か
重
夜
間
配
電
の
恩

恵
dm~
受
け
て
ゐ
-O
も
の
と
見
て
差
支
へ
な
い
と
思
は
れ
る
。

右
の
結
果
か
ら
農
村
に
於
け
ふ
現
荘
一
フ
ヂ
オ
普
及
率
ぞ
霊
夜
間
電
燈
需
要
家

と
夜
間
電
燈
需
要
家
と
に
区
分
し
て
比
較
し
て
見
る
と
突
の
如
く
に
な
る
。

百

分

率

一
六・
O

%

重
古
代
間
電
般
需
要
家
ラ
ヂ
オ
普
及
率

夜
間
需
燈
需
要
家
ラ
ヂ
オ
普
及
率

一
・
五
%

以
上
の
普
及
率
か

ら
見
て
も
同

一
農
村
に
あ
り
て
も
霊
夜
間
線
の
存
在
せ
る

匿
域
仁
於
け
る
ラ
ヂ
オ
普
及
率
と
.
夜
間
線
の
み
存
在
せ
る
匡
域
に
於
け
日
ハ
・
ラ

ヂ
オ
普
及
率
に

は
多
大
の
懸
隔
の
あ
る
こ
と
が
明
瞭
と
な
っ
た
わ
け
で
、
此
の

数
字
は
如
何
に
農
村
-フヂ

オ
普
及
に
封
じ
て
主
夜
間
配
電
の
必
要
で
あ
る
か
為
」

如
貫
に
物
語
ふ
も
の
で
あ
ふ
。
猶
室
且
夜
間
電
燈
需
要
家
に
封
し
て
も
将
来
-フヂ

ォ
勧
誘
の
有
望
な
る
を
認
む
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
ふ
が
、
更
仁
現
在
夜
間
電
燈

警察

需
要
家
仁
あ
り
て
ラ
ヂ
オ
勧
誘
仁
は
殆
ど
手
が
着

U
て
な
い
、
郎
も
慮
女
地
の

毅

億
残
念
」
れ
て
ゐ
る
と
云
っ
て
も
過
言
で
な
い
、
将
来
現
在
の
夜
間
配
電
線
路
去

霊
夜
間
配
電
に
改
善
整
備
す
る

こ
と
じ
よ

っ
て
、
飴
り
努
力
を
梯
は
宇
と
も
多

'立

大
の
開
愛
申
告
得
べ
き
最
も
有
望
な
も
の
と
言
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

軍フ

四
、
農
村
配
電
線
路
の
現
紋

議畿議議マ

我
園
に
於
け
る
電
気
供
給
事
業
護
蓬

の
歴
史
を
検
討
す
ふ
仁
、
家
庭
に
於
け

る
電
気
の
利
用
、
か
最
初
電
燈
か
ら
始
ま
っ
た

『
」
と
は
世
界
各
国
同
様
で
今
夏
説

明
す
ふ
迄
も
な
い
が
、
其
の
電
燈
供
給
規
程
と
し
て
我
園
に
は
世
界
中
他
に
其

の
例
在
見
な
い
定
額
料
金
制
な
ふ
も
の
が
都
市
、
農
村
を
通
じ
て
最
初
に
登
達

普
及
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

郎
ち
電
気
は
夜
間
定
額
電
燈
の
み
に
供
給
せ
ら
れ

て
，
供
電
命
日
一
吐
も
需
要
家
も
共
に
満
足
し
て
ゐ
た
時
代
が
可
な
り
永
く
績
い
た

の
で
あ
る
。
然
る
に
大
正
の
初
期
頃
か
ら
電
燈
以
外
に
電
熱
と
か
動
力
と
か
家

庭
電
気
器
具
一か
迫
々
市
場
に
現
は
れ
る
や
う
に
な
っ
た
が
た
め
に
、
先
づ
都
市

に
従
回
一
旦
制

に
よ
る
霊
夜
間
電
気
供
給
が
漸
突
撞
頭
し
て
来
て
、
今
日
で
は
都
市

に
よ
っ
て
多
少
異
な
る
も
、

三
燈
或
は
五
燈
以
上
の
電
燈
需
要
家
は
殆
全
部
従

日一旦
制
に
よ

っ
て
霊
夜
間
配
電
が
行
は
れ
、

ラ
ヂ
ォ
・
電
熱
・
小
型
動
力
等
の
あ

ら
ゆ
ふ
家
庭
電
気
器
具
が
盛
に
普
及
さ
れ
る
や
う
に
な
っ
た
次
第
で
あ
る
。

然
ゐ
仁
農
村
の
大
部
分
は
依
然
と
し
て
定
額
夜
間
電
燈
の
供
給
を
以
て
満
足

し
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
肢
で
あ
る
。
勿
論
農
村
に
も
大
正
の
末
期
頃
か

ら
農
事
電
化
の
撃
な
聞
く
や
う
に
な
っ
て
電
動
機
の
需
要
が
漸
突
起
っ
て
来
た

た
め
に
童
間
配
電
長
行
ふ
必
要
に
迫
ら
れ
た
次
第
で
あ
目
。
。
従
っ

て
農
村
に
於

て
工
場
其
他
動
力
負
荷
の
密
度
特
に
高
き
地
方
に
於
て
は
童
且
夜
間
動
力
線
を
新

た
に
施
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
然
し
な
が
ら
動
力
負
荷
の
密
度
の
稀
薄
な
る

農
村
の
大
部
分
に
於
て
最
初
に
採
用
せ
ら
れ
た
方
法
は
、
従
来
の
夜
間
の
み
電

流
を
会
っ
て
ゐ
た
電
燈
配
電
線
在
利
用
じ
て
、
童
聞
も
電
流
を
さ
っ
て
動
力
に

電
気
を
供
給
す
る
こ
と
に
し
た
、
郎
ち
従
来
夜
間
電
燈
配
電
線
を
三
相
式
仁
改

造
し
て
朝
夕
二
同
の
切
換
装
置
を
用
ひ
て
、
夜
間
、
重
問
、

重
夜
間
用
の
三
種

の
餐
墜
器
在
用
ゐ
、
夫
々
夜
間
負
荷
.
差
問
負
荷
，
聾
夜
間
負
荷
に
封
し
て
電

気
在
供
給
す
ゐ
所
謂
三
相
順
投
配
電
方
式
が
漸
次
全
園
の
農
村
仁
採
用
さ
れ
る

や
う
に
な

っ
て
来
た
。
元
来
此
の
配
電
方
式
な
る
も
の
は
根
本
的
に
不
経
済
な

る
も
の
で
あ
っ
て
、
電
気
需
要
密
度
の
密
な
ふ
区
域
に
は
割
合
に
有
利
で
あ
る

け
れ
ど
も
、
密
度
の
粗
な
る
匡
域
に
封
し
て
は
誠
に
不
経
済
な
も
の
で
あ
る
。

5 



其
後
之
れ
と
類
似
の
三
相
蛇
に
軍
相
配
電
方
式
も
突
か
ら
突
へ
と
考
案
さ
れ

て
、
今
日
で
は
需
要
密
度
の
粗
密
に
謄
じ
て
配
電
方
式
は
適
材
が
適
所
主
義
に

採
用
さ
れ
た
形
で
あ
っ
て
、
何
れ
も
根
本
原
理
に
は
大
差
が
無
い
け
れ
ど
も
、

警察

種
々
複
雑
し
た
配
電
方
式
が
採
用
貫
施
さ
れ
て
、
ま
る
で
配
電
方
式
混
飢
獄
態

議島

と
で
も
云
ふ
有
様
で
あ
る
。

'事

以
上
種
々
の
配
電
方
式
が
過
去
二
十
年
間
に
一旦
り
弐
か
ら
次
へ
と
考
案
賓
施

さ
れ
電
燈
や
動
力
に
配
電
す
る
こ
と
は
可
能
と
な
っ
た
け
れ
ど
も
、
現
在
及
勝

m1 

来
の
電
力
需
要
仁
封
し
て
現
在
の
方
式
が
果
し
て
遁
嘗
で
あ
る
や
叉
経
済
で
あ

る
や
今
後
大
に
研
究
を
要
す
る
も
の
と
見
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
特
仁
需
要
密
度

の
祖
な
る
農
村
の
一
フ
ヂ
才
の
如
、
き
も
の
仁
謝
し
て
経
済
的
に
霊
夜
間
配
電
な
す

ゐ
方
式
仁
到
つ
て
は
.
今
貝
迄
飴
り
に
も
研
究
が
足
り
な
か
っ
た
憾
み
が
あ
る

d

と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
し
そ
ん
な
こ
と
じ
は
無
頓
着
仁
近
年
一
フ
ヂ
オ
の
普
及

護
達
は
非
常
な
勢
で
都
市
か
ら
農
村
.
農
村
か
ら
漁
村
へ
と
活
々
と
し
て
流
れ

込
む
で
来
た
た
め
に
、
洪
電
曾
祉
と
し
て
は
弦
に
何
と
か
し
て
」
新
ら
し
い
出
来

る
だ
け
簡
軍
な
配
電
方
式
に
よ
っ
て
.
経
済
的
に
農
山
漁
村
の
ラ
ヂ
オ
に
封
し

童
夜
間
配
電
去
し
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
て
来
た
次
第
で
あ
る
。

玉
、
農
村
童
夜
間
配
電
の
経
済
的
施
設
に
就
て

以
上
我
園
農
村
に
於
け
る
配
電
線
の
現
肢
の
大
略
を
説
明
し
た
が
、
次
に
現

在
農
村
に
ラ
ヂ
オ
を
普
及
さ
せ
る
方
法
と
し
て
配
電
線
路
を
改
善
す
る
に
し
て

も
、
新
設
す
る
に
し
て
も
、
最
も
経
済
的
で
、
且
保
守
上
か
ら
も
良
好
な
る
方

法
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
研
究
し
て
み
た
い
と
思
ふ
。
勿
論
農
村
の
電

燈
に
し
ろ
、
小
型
電
動
機
に
じ
ろ
、
-
フ
ヂ
オ
に
し
ろ
其
の
需
要
密
度
は
一
一
般
じ

稀
薄
で
あ
る
も
の
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
リ
従
っ
て
ラ
ヂ
オ
普
及
の
た
め
に

現
在
の
夜
間
電
燈
線
以
外
仁
新
た
に
童
夜
間
専
用
線
を
施
設
す
る
こ
と
は
需
要

密
度
の
特
に
高
き
区
域
は
別
と
じ
て
.
普
遁
一
般
に
は
先
づ
経
済
上
許
さ
れ
な

い
も
の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

又
同
一
理
由
仁
よ
っ
て
前
章
に
て
説
明
し
た
種
々
の
配
電
方
法
の
内
夜
間
、

重
聞
及
び
董
夜
間
配
電
に
封
し
て
夫
々
別
々
の
愛
墜
器
を
採
用
す
る
方
法
も
経

済
的
仁
種
々
の
紋
陥
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
て
推
奨
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

き
れ
ば
高
墜
側
の
配
電
線
は
勿
論
の
こ
と
、
印
刷
瓦
墜
器
も
同
一
の
も
の
を
使
用
じ

て
.
夜
間
、
重
聞
及
び
重
夜
間
の
三
種
の
配
電
を
行
ひ
得
る
装
置
が
農
山
漁
村

の
ラ
ヂ
オ
普
及
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
貼
か
ら
見
て
望
ま
し
い
も
の
と
云
は
な
け
れ

ば
な
ら
お
。
叉
保
守
の
鮪
か
ら
見
て
も
自
動
切
換
開
閉
器
は
高
堅
側
よ
り
も
低

墜
側
仁
設
け
て
.
受
電
所
か
ら
朝
夕
二
同
の
停
電
を
奥
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
三

種
の
配
電
を
行
ひ
得
る
も
の
が
好
ま
し
い
『
)
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

そ
う
な
っ
て
来
る
と
今
日
市
場
に
あ
る
此
の
種
の
製
品
で
、
以
上
の
僚
件
に

あ
て
は
ま
る
も
の
は
先
づ

N
D
O
式
と
岩
松
式
と
二
種
類
の
自
動
切
換
開
閉
器

と
云
ふ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
其
の
根
本
原
理
は
第
一
国
仁
示
す
通
り
雨

~ 

α 

重品守一

董夜間

第一圃

b c 

者
共
に
同
一
で
あ
っ
て
.
由
同
A

墜
器
の
低
墜
側
よ
り

a

・b
・c
三
線
を
引
出
じ
.

其
雨
側
卸
ち

a

・
c
線
聞
は
切
換
開
閉
器
円、
い
の
位
置
如
何
に
拘
は
ら
宇
常
に
董

夜
間
配
電
と
な
り
.
切
換
開
附
器
S
を
右
側
に
閃
ぢ
た
揚
合
仁
は
b

・
c
線
聞

は
夜
間
配
電
と
な
り
.
之
れ
を
反
射
側
郎
ち
左
側
仁
閉
ぢ
た
揚
合
に
は

a

・b
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線
聞
は
童
間
配
電
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
ラ
ヂ
オ
の
如
、
き
章
一
夜
間
負
荷

は
a
-
c
線
開
か
ら
供
給
せ
ら
れ
.
電
燈
の
如
、
ぎ
夜
間
負
荷
は
b

・c
線
聞
か

ら
供
給
せ
ら
れ
、
動
力
の
如
き
重
間
負
荷
は

a

・b
線
聞
か
ら
供
給
さ
れ
る
こ

と
じ
な
る
。

此
の
切
換
開
閉
器
己
申
告
操
作
す
る
た
め
に
は
、
印
刷
説
墜
器
の
高
座
側

の
電
源
。
ゼ
受
電
所
に
て
停
電
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
.
毎
日
朝
夕
二
岡

の
停
電
が
必
要
と
な
っ
て
来
日
O

の
で
あ
る
。

N
D
O
式
に
あ
り
て
は
ダ
ッ
シ
ュ
ポ
ッ
ト
の
働
き
に
よ
っ
て
切
換
開
閉
器
の

操
作
を
制
御
し
て
ゐ
る
関
係
上
，
普
通
毎
朝
約
六
十
秒
間
の
停
電
が
必
要
で
、

此
の
六
十
秒
間
の
停
電
に
よ
っ
て
今
迄
夜
間
配
電
で
あ
っ
た
も
の
が
重
間
配
電

に
切
換
は
る
も
の
で
あ

-2
又
毎
夕
約
五
秒
間
の
停
電
が
必
要
で
，
此
の
五
秒

聞
の
停
電
で
今
迄
霊
間
配
電
が
夜
間
配
電
仁
切
換
は
ふ
も
の

で
あ
る
。

岩
松
式
に
あ
り
て
は
ダ
ッ
シ

ュ
ポ
ッ
ト
を
用
ゐ
な
い
で
停
電
の
度
毎
に
交
互

に
重
問
、
夜
間
と
切
換
え
る
や
う
に
な
っ
て
ゐ
ぶ
か
ら
朝
夕
二
岡
の
停
電
は
何

れ
も
数
秒
で
差
支
え
が
無
い
の
で
あ
る
。

此
の
切
換
開
閉
器
に
特
殊
構
遣
の
も
の
在
採
用
す
れ
ば
標
準
型
柱
上
用
受
匪

器申
告
用
ゐ
て
、

童且
夜
間
及
び
夜
間
は

一
O
Oヴ
オ
ル
ト
電
墜
を
供
給
し
.
特
に

意義

主
且
間
動
力
に
封
し
て
は
二

O
Oヴ
才
ル
卜
配
電
在
行
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
郎
ち

Fま

農
村
配
電
線
路
は
非
常
に
長
い
の
が
普
通
で
、
電
墜
降
下
も
相
官
に
あ
り
得
る

も
の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
動
力
に
封
し
て
二

O
Oグ
オ
ル
ト
配
電

'1 

を
行
ふ
こ
と
は
多
大
の
利
A

企
庁
あ
ふ
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
猶
此
の
切

換
開
閉
器
な
る
も
の
は
.
切
換
の
必
要
の
あ
る
揚
合
は
各
餐
墜
器
毎
に
一
筒
宛

之
れ
を
同

一
柱
上
じ
取
附
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
，
此
の
切
換
開
閉
器
の

教
は
多
数
使
用
す
る
こ
と
に
な
ふ
の
で
あ

-q
勿
論
此
の
自
動
切
換
開
閉
器
在

用
ゐ
て
童
問
配
電
の
必
要
な
き
匡
域
、
L

即
ち
童
旦
夜
間
と
夜
間
の
み
の
配
電
匡
域

盟事

に
も
配
電
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
-
Q
o

六
、
東
京
電
燈
千
葉
支
社
ラ
ヂ
オ
特
賓
の
成
功
に
就
て

東
京
電
燈
株
式
命
日
一
吐
千
葉
支
祉
に
於
て
は
昭
和
十
一
年
九
月
十
日
か
ら
十
月

末
日
迄
に
-
フ
ヂ
オ
特
高
貝
在
試
み
て
非
常
仁
優
秀
な
成
績
を
牧
め
た
『
)
と
は
全
園

供
電
命
日
一
位
聞
に
注
視
の
的
と
な
っ
て
ゐ
る
σ

最
初
同
支
枇
従
来
の
経
験
に
よ
っ

て
四
、

0
0
0憂
の
ラ
ヂ
オ
を
五

0
日
閉
じ
販
賛
す
る
計
書
一で
、
千
葉
鯨
下
一

膏
に
勧
誘
冶
開
始
し
た
と
こ
ろ
.
橡
定
の
四
、

0
0
0
蔓
は
費
出
開
始
後
十
日

聞
を
出
で
宇
し
て
賓
蓋
し
、
預
定
の
五

0
日
間
に
は
責
に

一一

、

O
三
八
蔓
の

現
金
販
責
に
成
功
し
て
し
ま
っ
た
。

此
の
意
外
の
優
秀
な
成
績
を
事
け
た
原
因
に
つ
い
て
考
慮
し
て
み
る
と
、
此

の
高貝
出
ず
計
重
の
骨
回
初
か
ら
最
後
迄
科
墜
的
に
統
制
在
と
っ
た
ニ
と
、
職
員
上

下

一
致
の
死
者
狂
ひ
の
努
力
在
し
た
こ
と
.
優
秀
な
る
ラ
ヂ
オ
を
廉
債
に
提
供

し
た
こ
と
、
此
の
費
出
在
特
仁
農
家
の
経
済
朕
態
の
良
い
時
期
、
郎
ち
購
買
力

の
旺
盛
な
る
際
に
現
金
取
引
を
行
っ
た
こ
と
等
，
種
々
の
原
因
が
あ
る
け
れ
ど

も
.
何
と
云
っ
て
も
看
過
す
ら
こ
と
の
出
来
な
い
最
大
の
理
由
は
約
二
年
前
よ

わ
ノ数
一
南
国
を
投
じ
て
、
前
述
せ
る

N
D
O
式
自
動
切
換
開
閉
器
に
よ
っ
て
千
葉

支
枇
全
管
内
に
亘
ふ
農
山
漁
村
に
封
じ
て
、
従
来
の
夜
間
配
電
を
全
部
童
旦
夜

間
.
夜
間
及
び
重
聞
の
配
電
宇
佐
得
し
得
る
や
う

に
改
善
整
備
を
完
成
し
て
か

ら
.
此
の
高
貝
出
申
告
行
っ
た
こ
と
が
此
の
成
功
在
も
た
ら
し
た
最
大
の
原
因
と
言

は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
円
千
葉
支
枇
が
採
用
し
た

N
D
O
式
自
動
切
換
開
閉
器

は
前
一
連
じ
た
通
り
毎
朝
六

O
秒
、
毎
夕
五
秒
の
停
電
長
必
要
と
す
ふ
か
ら
、
其

の
切
換
時
間
は
な
る
司
く
大
切
な
放
迭
の
無
い
時
聞
を
見
計
ら
っ
て
，
各
地
質
電

所
に
於
て
現
在
切
換
を
行
っ
て
ゐ
ふ
の
で
あ
ふ
。

(
未
完
〉

ア
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湖

南

地

方

観

光

騨

と

銀

燈

愛
光
救
率
が
優
秀
と
謂
ふ
貼
で
念
に
高
座
水
銀
燈

いか
普
及
さ
れ
て
来
た。

東
京
電
気
命
日
枇
か
ら
新
橋
電

力
事
務
所
に
供
試
品
と
し
て
高
座
水
銀
燈
の

一
燈
分

が
提
供
さ
れ
て
居
た
鹿
へ
、
恰
度
鈴
木
謙
倉
騨
長
か

ら
も
そ
の
話
が
出
た
の
で
、
本
年
四
月

二
十
六
日
の

夜
か
ら
鎌
倉
鐸
仁
試
賠
火

L
た
慮
、
案
外
に
成
績
良

く，

槙
い
て
数
燈
の
増
設
在
見
る
に
至
り
湘
南
人

士

の
好
評
研一博

ι十
一の

で、

そ
の
経
過
是
非
躍
な
が
ら

申
上
け
る
事
仁
し
た
。
但
し
貴
重
の

紙
面
故
に
念
行

で
飛
ば
し
概
略
に
止
め
る
。

貫
は
鎌
倉
由
比
ナ
演
に
は
昨
年
夏
よ
わ
高
歴
水
銀

燈
七
基
を
砂
演
に
配
列
し
て
、
夏
の
夜
仁
ふ
さ
は
じ

い
清
涼
味
在
帯
び
た
光
か
一輝
か
せ
て
.
鎌
倉
人
に
満

悦
在
輿
へ
て
ゐ
た
の
で
あ
っ

た
。
園
銭
と
し
て
は
銭

遁
博
物
館
に
只

一
つ
使
用
さ
れ
て
ゐ
た
が
、
現
業
方

一回同

慶

71< 

面
に
は
未
だ
使
用
さ
れ
て
ゐ
な
か
っ
た
。

関
西
の
奈
良
仁
針
比
す
べ
き
鎌
倉
仁
は
、
騨
前
庚

揚
に
三

O
O
W
の
白
熱
燈
四
基
を
ポ
1

ル
ラ
イ

ト
と

し
て
建
植
し

で
あ
っ
た
が
、
中
央
の
一
基
を
先
づ
高

座
水
銀
燈
仁
換
へ
て
見
た
υ

白
熱
燈
在
裂
光
管
仁
挿

し
換
へ
基
礎
の
穴
に
漏
洩
受
摩
器
か
一
枚
納
し
た
の
同

線
も
一

O
O
V
そ
の
佳
で
、
費
用
の
関
係
上
コ
ン
デ

ン
サ

ー
在
使
用
せ
?
に
、
設
光
管
と
漏
洩
受
毘
器
百

け
で
済
ま
せ
た
。
力
率
の
改
善
に
は
附
属
品
に
費
用

ψ

必
要
す
る
か
ら
、
他
日
研
究
の
上
改
善
す
る
と
し
て

今
同
は
見
合
せ
て
あ
る
。

そ
の
夜
は
マ
ツ
ダ
精
密

二
競
型
照
度
計
宇
一
持
参

し
、
取
換
前
後
の
昭
一
度
研
一
測
定
し

て
見
る
と
、
白
熱

電
球
で
一
・
五
ル
ク
ス

の
黙
は
四
ル
ク
ス
、

二
ル
ク

ス
の
黙
は
五
ル
ク
ス
と
謂
ふ
割
合
で
、
二
倍
宇
の
照

粂

東

尽

織田
道

J司

'電

呆保
部

電

課 IE

度
の
向
上
在
一不
し
念
に
気
持
良
い
程
明
る
く
な
っ

た
。
又
電
力
計
、
電
流
計
等
も
接
績
し
て
各
種
の
記

録
研
一採
っ
て
見
た
が
定
格
通
り
で
あ
っ
た
。

こ
の
試
験
に
は
鈴
木
鎌
倉
騨
長
、
奥
新
橋
運
輸
事

務
所
電
気
係
長
、

石
川
大
船
電
力
匝
長
等
が
立
曾
っ

た
外
，
図
府
津
電
力
直
技
手
、
附
近
騨
長
等
の
見
皐

も
あ
っ
た
。
町

の
子
供
達
も
集
っ
て
来
て

つ
ヤ
1

青

い
電
気
/
¥
し
と
駁
レ
で
ゐ
た
。
騨
前
の
遁
行
人
z
b

一
瞥
し
て
行
く
。
讃
責
新
聞
社
の
記
者
も
カ
メ
ラ
持

参
で
、
こ

の

「
青
い
電
気
し
を
撮
影
し
た
が
.
翌
日

の
神
奈
川
版
仁
は
京
鼻
さ
へ
添
へ
て

「
銭
遁
省
初
め

て

L

な
る
題
で
掲
載
さ
れ
て
ゐ
た
さ
う
だ
。

拡
て
町
の
側
か
ら
鐸
の
建
物
を
背
景
に
し
て
眺
め

る
と
建
物
、
か
浮
上
っ
て
見
え
、
(
貫
に
感
じ
が
良
い
の

で
も
う

一
基
隣
の
も
取
換
へ
度
く
な
り
、
工
事
を
念

8 



ぐ
篤
、
請
負
工
事
と
し
て
手
演
を
念
い
だ
け
ず
、
諌
算

の
都
合
な
ど
で
延
び
て
漸
く
七
月
十
九
日
夜
か
ら
鈷

燈
し
得
た
。
こ
れ
で
騨
前
ボ

l
ル
四
基
の
‘
フ
も
中
央

の
二
基
が
水
銀
燈
仁
取
換
は
旬
、
雨
端
の
白
熱
燈
と

混
光
し
却
て
良
い
光
色
と
な
っ
た
。
』
廃
が
鎌
倉
躍
に

事事輸制
h
'まEフ

は
裏
口
に
も
外
燈
一
箇
(
プ
ラ
ナ
ッ
ト
燈
〉
が
あ
る

が
、
裏
口
町
民
、
か
騨
長

仁

一i
裏
口
に
も
御
願
す
る
し

「
念
に
は
珠
算
が
な
い
し
一
l

そ
れ
な
ら
町
内
で
費
用

を
蒐
め
て
請
願
す
る

L

と
謂
ふ
挿
話
も
あ
っ
た

位
、
そ
れ
程
鎌
倉
人
の
好
評
を
博
し
た
の
で
あ
る
。 燈

町
役
場
観
光
課
員
も
感
謝
の
欝
荘
一
週
、
ベ
に
来
た
と
言

ふ
。っ
商
庖
街
の
繁
築
は
ナ
近
代
的
照
明

に
正
比
例
す

る
し
と
7

ツ
グ
新
報
に
見
へ
る
遁
り
、

一長
口
町
民
の

意
気
込
み
た
る
や
至
極
尤
も
の
誇
で
あ
る
。

こ
の
模
様
で
は
お
隣
り
の
観
光
隣
、
一
退
子
鰐
も
取

換
へ
た
ら
ば
と
田
町
ひ
.
七
月
下
旬
の
或
る
一
晩
こ
の

二
某
一
分
在
取
外
し
て
、

一
過
子
鐸
前
ボ

ー
ル
ラ
イ
ト
二

基
一
(
矢
張
り
三
O
O
W
白
熱
燈
)
に
試
貼
火
し
て
見

る
と
頗
る
感
じ
ず
よ
い
。
横
須
賀
騨
前
に
も
試
す
と

前
記
同
様
良
い
の
で
.
一
洋
十
躍
は
二
基
土
ハ
全
部
、
横

須
賀
騨
は
五
基
の
内
一
基
.
都
合
三
北
川
」
を
直
営
で
取

換
へ
八
月
十
九
日
夜
か
ら
貼
火
し
た
。

来
夏
迄
に
は
も
っ
と
増
加
出
来
る
筈
で
あ
る
。
熱

海
牒
，
藤
津
躍
な
ど
も
こ
の
夏
は
貫
現
出
来
な
か
っ

た
が
、
来
夏
に
は
清
涼
の
光
房
一放
つ
事
と
思
ふ
。「こ

の
光
は
敢
へ
て
夏
季
に
限
ら
宇
冬
で
も
結
構
と
思

ふ
、
換
へ
宇
に
置
い
て
貰
ひ
度
い
し
と
.
鈴
木
鎌
倉

騨
長
も
申
し
て
ゐ
ら
れ
た
。

先
日
、
大
船
電
力
医
業
務
研
究
曾
の
席
上
、
以
上

述
べ
た
話
の
外
仁
構
造
等
も
簡
軍
に
一
週
ベ
た
慮
、
石

明照の康場鎌倉牒前

川
電
力
区
長
も
っ
斯
う
謂
ふ
新
ら
し
い
電
燈
は
各
人

の
常
識
と
し
て
知
っ
て
置
か
ね
ば
成
ら
ぬ
。
先
日
或

人
に
銭
遁
で
も
鎌
倉
騨
に
高
匪
水
銀
燈
が
結
い
た
と

話
し
た
慮
が
、
そ
の
人
が
水
銀
パ
イ
タ
ラ
イ
ト
燈
と

間
違
へ
て
、
放
客
の
衛
生
上
宜
い
で
す
ナ
、

と
返
事

ゆ
宿
さ
れ
た
の
じ
は
こ
ち
ら
が
開
設
つ
い
た
。
同
織
の

照
明
は
関
西
の
私
織
な
ど
に
比
べ
る
と
柏
遅
れ
て
ゐ

る
や
う
に
思
は
れ
る
、
新
ら
し
い
研
究
の
絵
地
が
あ

る
し
と
講
評
さ
れ
た
。

『
)
の
高
座
水
銀
燈
の
工
事
で
湘
南
地
方
の
各
騨
長

連
も
照
明
仁
興
味
在
深
く
す
る
に
至
り
「
J

近
代
的
の

照
明
を
知
る
た
め
、
川
崎
の
照
明
皐
校
在
是
非
見
墜

し
た
い
し
と
申
さ
れ
た
が
、
折
悪
し
く
照
明
皐
校
は

憤
張
工
事
中
で
あ
っ
'
に
の
で
、
工
事
竣
成
の
秋
を
待

っ
て
，
騨
長
圏
酷
の
見
皐
を
開
校
長
に
御
願
ひ
し
て

あ
る
次
第
で
あ
る
。

鎌倉牒前の高肱水銀燈照明

9 
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新

日召
~，.、

マ

照
明
皐
校
も
湖
一
く
新
し
く
更
生
し
た
.
こ
の
前
の

照
明
皐
校
が
完
成
し
た
の
が
昭
和
二
年
七
月
で
、
も

う
十
四
年
の
歳
月
が
流
れ
て
居
る
の
で
.
大
分
古
く

な
っ
て
居
る
。
こ
れ
か
一
新

L
く
し
よ
う
と
い
ふ
計
聾

の
下
仁
、
私
、か
ア

ィ
リi
カ
か
ら
欧
洲
に
廻
っ
て
色
々

の
材
料
か
一
持
っ
て
来
た
の
で
あ
-Q
o

尤
も
m
早
に
新
し
い
材
料
在
探
し
て
、
そ
れ
を
此
慮

に
据
付
け
る
と
い
ふ
や
う
な
，
欧
米
そ
の
俸
の
異
似

在
す
る
と
い
ふ
や
う
な
意
味
で
は
な
い
の
で
、
唯
我

々
が
凋
断
的
に
色
々
の
こ
と
を
や
っ
て
居
る
こ
と

が
、
果
し
て
蛍
冶
得
て
居
る
か
ど
、
フ
か
と
い
ふ
こ
と

も
.
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
し
.
叉

欧
米
に
於
て
我
々
の
気
の
付
か
な
い
や
う
な
や
り
方

の
下
に
、
照
明
皐
校
が
運
用
さ
れ
て
居
る
の
で
は
な

明

皐

校

カ、

と
い
ふ
こ
と
も
調
査
し
、
叉
照
明
皐
校
以
外

に
色
々
の
照
明
の
貫
情
在
み
て
、
日
本
の
将
来
の
照

明
界
を
リ
ー
ド
す
る
仁
は
ど
う
い
ふ
や
う
な
設
備
を

す
る
こ
と
が
果
し
て
必
要
な
の
で
あ
ら
う
か
、
と
い

ふ
や
う
な
こ
と
も
研
究
す
る
常
に
、
出
張
を
命
ぜ
ら

れ
た
の
で
あ
る
。

蹄
っ
て
来
て
か
ら
相
嘗
の
歳
月
が
経
も
、
未
だ
照

明
皐
校
は
出
来
な
い
の
か
、
と
い
ふ
撃
が
方
々
か
ら

聞
か
さ
れ
て
居
た
の
で
あ
る
が
、
何
分
丁
度
合
自
社
全

館
の
建
物
の
計
叢
が
吹
か
ら
次
仁
と
増
え
て
行
く
時

で
あ
っ
た
の
で
，
従
来
の
照
明
皐
校
在
輩
に
改
良
す

る
よ
り
も
、
こ
の
増
築
計
重
の
一
部
に
加
へ
て
適
雷

な
所
に
多
少
の
擁
張
も
し
た
方
が
、
よ
り
上
々
の
策

で
は
な
い
か
、
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
か
ら
、
建
築
の

B同

重

虞

計
書
の
出
来
る
の
を
待
っ
て
居
た
の
で
あ
っ
た
o

こ

れ
が
漸
く
定
っ
て
従
来
の
建
物
の
隣
に
新
し
い
建
物

が
出
来
、
一
階
と
二
階
が
食
堂
に
な
り
，
そ
の
三
階

を
照
明
皐
校
に
貰
ふ
こ
と
が
出
来
、
更
に
従
来
の
建

物
の
一
部
も
取
入
れ
て
、
弦
仁
以
前
の
照
明
皐
校
の

約
二
倍
の
面
積
在
有
す
る
新
照
明
皐
校
が
出
来
上
っ

た
の
で
あ
る
。

『
)
の
照
明
皐
校
の
方
針
と
し
て
以
前
か
ら
私
、
か
抱

い
て
居
っ
た
主
義
は
、
一
-
照
明
皐
校
は
品
物
の
陳
利

所
で
は
な
い
」
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
照
明
皐
校
は

飽
く
迄
照
明
殻
果
と
い
ふ
も
の
在
一
不
す
所
で
あ
る
、

卸
も
我
々
が
研
究
し
以
て
最
新
式
の
照
明
と
考
へ
る

も
の
を
照
明
墜
校
に
設
備
し
て
.
其
放
果
+
伊
一
見
せ
よ

う
と
す
る
所
で
あ
る
。
例
へ
ば
弦
に
新
し
い
一
つ
の
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器
具
、
か
出
来
た
と
す
る
.
普
通
の
陳
列
所
で
あ
れ
ば

こ
れ
を
憂
の
上
仁
乗
せ
て
陳
剣
し
、
そ
の
傍
に
こ
の

器
具
は
か
う
/
¥
か
う
い
ふ
効
能
が
あ
っ
て
.
そ
の

費
用
は
一
時
間
幾
ら
、
定
債
は
ど
う
で
あ
る
と
い
ふ

や
う
な
札
を
立
て
〉
説
明
し
て
お
く
の
で
あ
る
。
併

し
照
明
皐
校
は
さ
、
フ
い
ふ
こ
と
は
一
切
じ
な
い
で
.

4

かい」
の
器
具
を
貫
際
使
っ
て
そ
の
放
果
だ
け
を
見
せ
る

の
で
あ
る
。
さ
う
す
る
と
一
般
の
人
は
そ
の
妓
果
在

味
つ
主
、
そ
の
器
具
の
債
値
か
一
認
識
す
る
、
そ
れ
で

其
印
象
在
い
つ
迄
も
頭
仁
残
し
て
お
い
て
貰
へ
ば
宜

い
の
で
あ
る
。

.夫
一
般
の
陳
列
所
で
も
蔓
の
上
に
陳
列
し
な
い

官、
ぃ
賓
際
仁
使
用
し
た
朕
態
を
示
し
て
居
る
や
う
な

所
も
あ
る
が
、
こ
の
や
う
な
所
で
も
そ
の
器
具
在
露

出
し
て
見
え
易
い
所
に
置
い
て
お
く
の
が
普
通
で
あ

る
。
し
か
し
照
明
皐
校
で
は
反
封
に
隠
し
た
い
も
の

は
隠
す
や
う
に
し
て
居
る
.
貫
際
使
用
の
揚
合
に
は

か
く
し
て
陰
に
お
い
た
方
が
よ
い
も
の
在
露
出
し
て

目
見
撃
者
止
見
せ
る
や
う
に
す
る
こ
と
は
.
こ
の
器
具

議露暴露て交、

は
こ
ん
な
風
に
不
健
裁
に
部
屋
の
中
に
む
き
出
し
に

ヌ

お
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
、
こ
れ
で
は
従
来
の

日
本
座
敷
じ
は
使
へ
な
い
な
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
を

? 

思
は
せ
る
、
そ
れ
よ
り
も
隠
れ
る
も
の
は
遠
慮
な
く

隠
し
て
了
っ
て
.
そ
の
殻
果
、
に
け
が
現
は
れ
て
来
る

と
、
こ
れ
は
非
常
に
気
持
が
良
い
さ
主
し
て
部
屋

の
中
に
出
て
来
な
い
か
ら
、
こ
れ
な
ら
自
分
の
家
仁

使
っ
て
も
宜
い
と
い
ふ
や
う
な
感
じ
が
人
に
起
る
で

あ
ら
う
。
高
事
ニ
の
調
子
で
新

L
い
照
明
皐
校
は
や

っ
て
行
っ
た
積
り
で
あ
る
。

叉
今
度
の
照
明
皐
校
で
新
し
い
試
み
だ
と
思
っ
た

こ
と
は
.
我
々
の
事
務
所
を
事
務
所
照
明
の
モ
デ
ル

ル
ー
ム
仁
じ
た
こ
と
で
あ
る
。
よ
く
紺
屋
の
白
袴
と

い
ふ
こ
と
が
あ
っ
て
、
人
に
は
色
々
理
想
的
な
こ
と

を
言
っ
て
居
な
が
ら
.
自
分
の
所
は
一
寸
も
そ
れ
が

貫
現
さ
れ
て
居
な
い
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
が
あ
る
、

事
務
所
照
明
で
も
さ
う
で
あ
る
、
照
明
皐
校
の
中
に

模
範
事
務
所
照
明
の
モ
デ
ル
を
遣
っ
て
お
い
て
.
別

じ
我
々
の
事
務
所
は
い
つ
も
一暗
い
所
で
仕
事
+
宿
し
て

居
っ
た
ん
で
は
本
嘗
で
な
い
、
宜
し
く
こ
れ
は
一
緒

に
し
て
我
々
の
事
務
所
郎
ち
事
務
所
照
明
の
模
範
室

と
い
ふ
や
う
な
風
仁
し
て
み
た
ら
，
一
番
蛍
か
一得
て

居
る
と
考
へ
て
.
一
般
見
皐
者
の
中
で
も
、
事
務
附

照
明
に
多
少
な
り
と
も
関
係
の
あ
る
方
は
我
々
の
事

務
所
に
案
内
し
て
ふ
其
慮
の
照
明
設
備
在
お
白
に
か

け
る
や
う
じ
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

か
っ
た
の
で

従
来
の
照
明
皐
校
は
面
積
が
狭
く
、
各
部
屋
も
狭

一
向
に
多
数
の
方
在
お
迎
へ
す
る
こ

と
が
出
来
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
甚
だ
遺
憾
で
あ
っ
た

の
で
、
新
照
明
関
学
校
仁
於
て
は
.
大
講
堂
者
遺
っ
て

『
」
の
大
講
堂
に
二
、

一百
人
在
一
時
に
お
入
れ
出
来

る
や
う
に
し
た
、
さ
う
じ
て
.
ニ
の
大
講
堂
は
映
葺

も
寝
せ
る
し
、
叉
舞
蓋
照
明
も
出
来
る
や
ぎ
仁
し

た
、
ニ
の
舞
憂
照
明
は
我
園
で
も
最
初
の
其
空
管
仁

よ
る
調
光
装
置
か
雇
用
し
た
も
の
で
あ
る
、
客
席
の

照
明
は
細
か
い
本
を
見
る
揚
合
を
も
俵
定
し
て
，
明

視
論
に
よ
っ
て
推
奨
さ
れ
る
二

O
O
ル
ク
ス
の
照
度

仁
設
計
さ
れ
て
あ
る
。

ゐ而
も
ニ
れ
は
間
接
照
明
宕
際

用
し
た
も
の
で
、
間
接
照
明
じ
よ
っ
て
二

O
O
ル
ク

ス
の
照
度
を
賓
現
し
た
講
堂
は
.
世
界
の
何
鹿
に
も

恐
ら
く
無
い
だ
ら
う
と
考
A

る
。
市
も
こ
れ
は
決
し

て
賛
津
な
装
置
で
は
な
い
、
明
視
論
が
は
っ
き
り
そ

の
必
要
在
教
へ
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
，
将
来
の
一
講

堂
は
、
こ
れ
在
標
準
に
し
て
裁
き
た
い
と
思
ふ
、
前

客
席
の
照
明
装
置
も
唯
ス
イ
ッ
チ
で
結
滅
す
る
と
い

ふ
こ
と
は
、
眼
の
震
に
非
常
じ
悪
い
の
で
、
巽
空
管

の
調
光
装
置
に
よ
っ
て
、
獅
削
次
仁
光
、
か
愛
化
す
る
と

い
ふ
ゃ
う
じ
出
来
て
居
る
。

事
務
所
照
明
荘
貫
際
に
作
っ
た
と
同
様
じ
商
庖
街

+
伊
一
也
追
っ
工
み
た
、

以
前
の
商
庖
照
明
室
は
そ
の
中
に

陳
付
さ
れ
て
居
る
も
の
が
電
球
で
あ
る
と
か
、
そ
の

他
色
々
の
電
気
器
具
ば
か
り
で
、
結
局
そ
の
電
気
器

具
の
陳
列
財
の
観
が
あ
っ
て
、
商
屈
の
照
明
妓
果
と

い
ふ
も
の
は
生
き
て
居
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
，

今
度
は
商
庖
街
左
遣
っ
て
.

そ
の
雨
側
に
色
々
の
新

し
い
飾
窓
在
装
置
し
た
。
飾
窓
の
照
明
方
法
と
し
て
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は
普
遁
の
照
明
以
外
に
側
面
に
光
研
一
採
っ
た
り
、
或

は
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
使
っ
た
り
、
叉
は
光
の
棚
宇
一

使
用
す
る
と
か
、
又
は
遮
光
板
そ
使
っ
て
横
の
方
か

事露

ら
見
ら
れ
て
も
、
電
球
が
見
え
な
い
や
う
に
し
た
り

義信

す
る
や
、
フ
に
色
々
の
考
案
が
あ
る
が
、

そ
れ
等
荘
一
貫

て京、

際
に
取
付
け
て
一
一
般
商
屈
の
人
の
参
考
に
し
た
。
こ

の
商
庖
街
は
今
度
の
照
明
皐
校
で
最
も
面
白
い
も
の

サ
d
F

ψ

で
あ
る
と
私
は
岡
山
っ
て
居
る
。

ま
た
色
々
の
照
明
殻
果
そ
一
不
す
設
備
も
従
来
は
極

く
小
さ
な
装
置
で
あ
っ
た
の
を
思
ひ
切
っ
て
大
、
ぎ
く

し
て
.
照
明
と
表
情
の
関
係
と
か
、
重
聞
と
夜
の
物

の
色
の
ち
が
い
な
ど
，
色
々
の
照
明
殻
呆
の
比
較
が

見
ら
れ
る
や
、
フ
に
し
た
。
詳
細
は
後
に
寝
具
と
共
に

説
明
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。

尚
一
つ
最
後
に
付
加
へ
た
い
こ
と
は
製
品
陳
何
所

在
設
け
た
こ
と
で
あ
る
.
照
明
皐
校
は
製
品
の
陳
列

と
い
ふ
主
義
在
飽
く
ま
で
排
す
る
の
で
あ
る
が
、
然

じ
東
京
電
気
曾
祉
の
製
品
全
部
研
一
見
た
い
と
い
ふ
方

が
よ
く
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
劃
し
て
照
明
事
校
に
は

ご
ぎ
い
ま
せ
ん
か
ら
.
銀
座
の
吉
良
屈
ま
で
行
っ
て
下

さ
い
と
い
ふ
『
)
と
も
少
し
不
親
切
の
ゃ
う
で
あ
る
と

い
ふ
理
由
で
、
照
明
皐
校
の
本
筋
と
は
少
し
離
れ
る

け
れ
ど
も
、
敢
て
照
明
皐
校
の
中
に
製
品
陳
列
所
在

リ
設
け
て
，
極
く
狭
い
所
で
は
あ
る
が
、
ケ
ー
ス
と
棚

ゆ
が
一
置
い
て
照
明
白
耕
一
校
の
中
に
賓
際
に
取
入
れ
る
こ
と

一
切
此
慮
に
網
羅
す
る

の
出
来
な
か
っ
た
製
品
在
、

こ
と
に
し
た
、
こ
れ
は
東
京
電
気
曾
枇
の
製
品
長
一
見

た
い
と
い
ふ
御
希
望
の
方
だ
け
が
、
自
由
仁
御
覧
に

な
れ
る
や
う
-
に
し
で
あ
る
。

現
布
出
来
上
っ
た
照
明
皐
校
は
大
鐙
『
)
の
や
う
な

も
の
で
あ
る
が
、
更
に
楼
積
計
書
と
し
て
無
線
賓
演

室
.
模
範
電
化
住
宅
研
一
議
定
さ
れ
て
居
る
、
こ
れ
は

設
計
は
既
に
出
来
上
っ
て
居
る
が
、
そ
の
一貫
現
は
来

年
に
な
る
設
定
で
あ
る
、
電
化
住
宅
は
丁
度
名
古
屋

の
三
菱
の
『
電
気
の
家
L

の
如
、
き
も
の
じ
し
て
、
徹

底
し
た
電
化
住
宅
を
遣
る
積
り
で
あ
る
、
そ
れ
も
唯

さ
う
い
ふ
モ
デ
ル
密
造
っ
て
唯
人
に
見
せ
る
の
で
は

な
く
し
て
、
賞
際
に
そ
の
電
化
住
宅
の
中
で
生
活
在

し
て
載
い
て
.
主
、
生
活
の
経
験
を
き
く
と
い
ふ
や
う

な
こ
と
も
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
居
る
。

無
線
の
賞
演
室
に
は
.
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
そ
の
他
新

し
い
無
線
科
皐
の
枠
在
来
め
た
製
口
聞
か
一
備
へ
貫
演
し

て
，
現
在
の
無
線
科
撃
が
ど
れ
位
ま
で
後
達
し
て
居

る
か
と
い
ふ
『
」
と
か
一
知
る
こ
と
が
出
来
る
や
う
に
し

た
い
と
思
っ
て
居
る
。

抹
て
こ
、
フ
し
て
我
が
新
照
明
皐
校
は
尚
来
上
り
つ

、
あ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
世
界
各
園
の
照
明
皐

校
C
照
明
設
備
に
比
べ
た
ら
ど
う
で
あ
ら
、
フ
か
。

現
本
最
も
新
ら
し
く
、
規
模
も
一
番
大
き
い
と
さ

れ
て
居
る
米
図
ク
リ

l
プ
ラ
ン
ド
の

G

・E
の
照
明

皐
校
は
さ
す
が
に
立
汲
で
あ
る
が
も
そ
の
内
容
は
種

類
に
於
て
は
我
が
照
明
皐
校
よ
り
惑
か
に
少
な
い
、

灘
憂
照
明
、
古
燈
器
、
無
線
関
係
な
ど
が
な
い
。
唯

す
べ
て
の
設
備
が
立
汲
で
、
電
化
墓
所
が
三
種
類
も

作
ら
れ
て
居
た
り
、
街
路
照
明
模
型
が
嘗
校
の
倍
も

大
き
い
の
が
出
来
て
ゐ
て
.
観
覧
席
ま
で
出
来
て
居

る
と
云
っ
た
調
子
で
あ
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
照
明
皐
校
は
も
と
ワ
エ
ス
チ

ン
グ
ハ
ク
ス
の
も
の
で
、
市
に
寄
附
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
が
、
立
一
恢
な
商
屈
街
が
出
来
て
居
る
だ
け
が
見

も
の
で
、
あ
と
は
大
じ
た
こ
と
は
な
い
。

フ
ヰ
ラ
デ
ル
フ
ヰ
ア
、
ワ
シ
ン
ト
ン
、
ロ
ン
ド
ン
、

パ
リ

l
、
い
づ
れ
も
問
題
に
な
ら
宇
、
唯
ベ
ル
リ
ン

の
オ
ス
ラ
ム
の
電
燈
博
物
館
と
A

・E
・G
の
舞
憂

照
明
の
賓
演
に
は
感
心
し
た
、
然
じ
い
づ
れ
も
円
高
校

に
同
様
な
も
の
が
出
来
上
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
か
い
て
来
る
と
我
が
照
明
墜
校
は
世
界
一
の

や
う
に
聞
え
る
が
、
現
在
は
と
に
か
く
来
年
電
化
住

宅
と
無
総
貫
演
室
グ
出
来
上
っ
た
暁
に
は
.
確
か
に

内
容
に
於
て
世
界
一
の
照
明
皐
校
と
な
る
こ
と
は
疑

ひ
な
い
。
唯
折
角
こ
う
し
た
も
の
居
作
っ
て
も
、
そ

れ
在
常
に
新
ら
し
く
保
ち
、
一
般
枇
舎
の
照
明
の
指

導
標
と
し
て
在
く
こ
と
は
中
々
容
易
で
は
な
い
。
こ

れ
か
ら
は
此
黙
に
注
意
し
て
、
奮
式
照
明
の
見
本
と

な
ら
ぬ
ゃ
う
心
掛
け
る
つ
も
り
で
あ
る
。
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新

明

島主
ー普ー

日百1..、

文
撃
に
於
け
る
政
文
と
か
作
後
賛
言
の
中
に
は
、

そ
れ
に
似
合
は
し
い
善
い
随
想
が
多
く
貼
桜
さ
れ
る

事
で
せ
う
が
、
建
築
に
於
け
る
が
如
く
、
其
使
用
償

値
批
判
の
貫
在
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
此
慮
に
後

序
の
設
計
左
も
の
す
る
な
ど
は
、
無
用
の
虚
飾
に
遁

ぎ
は
せ
ぬ
か
と
存
ぜ
ら
れ
ま
す
。
建
築
者
は
、
輿
へ

ら
れ
た
題
目
仁
、
得
心
し
て
作
後
の
儀
舌
在
一
連
ベ
，

其
職
責
の
一
端
研
一故
渡
す
る
よ
り
も
、
自
ら
手
を
下

し
て
液
庇
の
一
個
』
廃
止
繕
ふ
事
の
方
が
.
其
本
分
に

相
醸
し
い
行
篤
で
あ
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

倍
.
東
京
電
気
株
式
命
日
一
祉
が
、
今
日
の
如
く
.
其

事
業
の

一
大
進
展
在
見
ら
れ
る

に
仲
ひ
.
我
園
斯
界

の
登
達
仁
貢
献
す
る
其
内
容
の
庫
県
汎
な
現
代
性
.
特

に
其
日
本
的
使
命
の
重
大
な
る
事
績
を
想
へ
ば
、
こ

暴露議露て交、主フ時3

校

ル染

の

建

の
豊
富
な
マ
ツ
ダ
産
業
沿
優
れ
た
観
照
の
材
料
と
し

て
、
展
示
す
る
照
明
皐
校
の
増
・
改
設
せ
ら
れ
る
仁

嘗
つ
て
は
、
是
等
マ
ツ
ダ
製
品
の
巽
意
在
躍
し
、
心

の
需
め
と
し
て
、
能
く
其
計
撃
の
表
現
に
蓋
す
べ
き

は
自
明
の
理
で
あ
り
ま
す
。
絃
に
、
厚
顔
の
誹
に
慎

み
も
な
く
.
其
寓
意
在
一
週
、
べ
る
と
は
謂
へ
、
世
の
直

接
生
活
に
関
聯
す
る
各
種
器
具
類
の
生
産
に
係
は
れ

る
方
々
仁
.
他
目
、
そ
れ
等
の
製
品
形
態
に
、
何
等

か
の
示
唆
と
な
っ
て
、
科
盆
す
る
宕
得
れ
ば
幸
甚
と

存
じ
ま
す
。

最
近
、
マ
ツ
グ
は
有
ら
ゆ
る
科
皐
製
品
に
、
盆
々

深
く
、
愈
々
撞
く
，
飛
躍
的
関
登
房
長
れ
つ
〉
あ
る

機
，
其
魔
に
電
球
砕
一
象
る
室
密
造
る
事
な
ど
は
、
決

し
て
マ
ツ
ダ
の
現
代
性
在
表
徴
す
る
も
の
で
は
な
い

守

政

雄

屋

と
存
じ
ま
す
。
偲
令
、
命
日
一
祉
は
電
球
在
中
心
と
し

て
.
種
々
な
る
科
皐
商
品
在
製
作
研
究
す
る
か
ら
と

て
、
今
日
、
其
電
球
に
携
は
れ
る
人
々
の
‘
あ
の
同

じ
物
仁
長
い
月
目
、
相
慮
迄
も
、
深
く
専
心
さ
れ
る

地
味
な
仕
事
の
中
に
も
、
其
性
能
の
年
と
共
に
進
歩

改
良
さ
れ
る
弁
苦
の
結
品
.
各
々
特
性
に
謄
じ
た
驚

く
べ
き
ほ
ど
数
知
れ
ぬ
種
類
と
な
っ
て
、
次
冷
に
作

ら
れ
る
勘
み
の
心
を
汲
ま
れ
た
な
ら
ば
、
卑
俗
な
趣

味
、
感
情
に
堕
す
る
斯
様
な
試
案
は
、
恰
も
.
上
戸

が
我
家
研
一
潤
一
栂
型
仁
建
て
て
、
其
慮
に
人
生
身
愉
悦

す
る
と
謂
ふ
に
類
す
る
事
で
す
。
事
物
の
形
・
姿

、か
1

其
表
面
の
み
に
捉
は
れ
て
這
ら
れ
る
事
の
如
何

仁
賎
し
き
か
は
、
衣
裳
の
形
h
一
緒
ふ
た
め
に
、
無
理

L
す
る
鎮
の
雌
用
は
、
布
地
在
害
ひ
〆
着
崩
れ
易
い
理
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に
、
或
は
、
格
恰
伊
一
附
り
て
す
る
人
の

一
一
翠
一
一
動
の

不
自
然
さ
に
見
て
も
識
ら
れ
ま
す
。
格
恰
の
た
め
の

格
恰
に
非
ざ
る
形
態
と
は
、
唯
に
建
築
ば
か
り
で
な

く
、
職
揚
の
機
械
用
具
に
し
ろ
、
家
庭
の
生
活
什
器

に
し
ろ
，
各
L
N

良
く
其
目
的
内
容
に
調
和
し
て
、
其

機
能
が
充
分
に
具
現
さ
れ
る
昆
に
、
美

L
3
h
-
見
ら

れ
る
も
の
で
す
。
何
れ
の
物
の
設
計
で
も
，
何
が
其

物
の
表
現
の
封
象
で
あ
る
か
在
、
正
し
く
理
解
す
べ

き
は
熟
知
さ
.れ
て
も
.
空
し
い
自
負
白
梅
の
姿
相
在

示
す
に
過
ぎ
ぬ
も
の
の
多
い
の
は
、
物
の
形
態
音
山
匠

ま
で
も
商
品
化
さ
れ
る
時
代
と
は
謂
へ
、
自
他
共
に

誠
に
戒
心
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
現
象
で
あ
り
ま
す
。

今
や
、
園
か
一
翠
け
て
日
本
精
榊
の
強
調
さ
れ
る

期
.
我
が
文
化
工
作
の
顕
揚
に
有
要
な
地
位
か
一
占
め

る
各
種
産
業
の
製
品
形
態
に
も
.
其
思
潮
感
情
の
接

鰯
仁
影
響
あ
る
は
、
円
高
然
.
考
慮
せ
ら
れ
る
事
な
が

ら
、
其
日
本
的
な
る
表
現
は
、
徒
に
、
棲
花
や
勾
欄

な
ど
仁
因
む
照
明
器
具
と
か
、
古
へ
の
使
用
目
的
も

議議ヂ事"' ~'J 

異
な
る
事
物
を
摸
し
た
各
種
の
電
気
器
具
.
或
は
時

代
の
番
匠
達
の
給
様
拙
き
夫
等
の
容
器
の
製
作
で

は
、
決
し
て
な
い
と
謂
は
る
べ
き
で
す
。
懐
古
趣
味

の
奥
床
し
き
も
心
得
ら
れ
ぬ
、
叉
、
時
代
研
一解
す
る

襟
度
も
な
い
，
生
産
者
や
意
匠
者
が
其
名
に
借
り
て

作
得
す
る
も
の
な
ど
は
、
就
れ
仁
じ
て
も
、

マ

ツ

ダ

の
本
社
製
品
に
は
望
ま
し
い
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

夫
等
は
製
品
其
物
の
根
本
形
態
ザ
¥
完
壁
に
近
く
調

へ
ら
れ
徐
裕
あ
り
て
後
仁
試
み
ら
れ
る
べ
き
も
の
と

し
て
、
こ
こ
に
は
斯
か
る
抽
象
的
な
物
の
見
方
で
、

日
本
的
な
形
相
在
主
張
す
る
よ
り
は
、

?
ー
ー
多
く

て
見
苦
し
か
ら
ぬ
は
、
文
車
の
文
、
塵
づ
か
の
も

り
O
L

と
，
法
師
粂
好
の
訓
へ
に
心
惹
か
れ
て
、
其

揚
内
に
、
多
き
に
過
ぎ
な
い
、
叉
、
少
き
か
一
強
い
な

い
製
品
の
陳
列
方
法
で
も
考
へ
る
事
の
方
が
、
造
か

に
，
健
や
か
な
日
本
的
表
現
で
あ
る
と
想
は
れ
ま

す
。此

慮
に
、
我
閣
に
於
て
新
建
築
と
謂
は
れ
、
其
古

典
的
な
規
範
か
ら
の
解
放
と
図
際
性
在
多
分
に
持
つ

欧
羅
巴
の
建
築
に
就
い
て
考
へ
る
の
は
.
其
感
化
在

受
け
て
、
世
界
各
園
の
多
種
多
様
な
衣
・
食
・
住
の

調
度
其
他
|
|
照
明
器
具
や
家
庭
電
気
器
具
類
ー
ー

の
形
態
に
迄
も
、
其
傾
向
性
是
認
め
ら
れ
る
も
の
と

し
て
、
仲
ι
N
.

有
意
義
な
事
と
存
じ
ま
す
。

最
近
，
宇
世
紀
も
湖
ら
ぬ
聞
の
世
界
文
化
の
異
常

な
る
愛
展
は
、
過
去
数
世
紀
.
若
く
は
、
そ
れ
に
も

増
じ
た
時
代
の
慶
蓬
じ
枯
抗
さ
れ
る
と
謂
は
れ
ま

す
。
か
か
る
驚
異
的
な
文
化
諸
相
の
下
に
、
建
築
に

あ
っ
て
も
、
其
祉
命
日
経
済
の
推
移
、
技
能
・
機
械
の

進
歩
.
工
業
生
産
化
、
殊
に
其
代
表
的
構
造
材
料
で

あ
る
銭
.
混
凝
土
.
硝
子
な
ど
の
新
し
い
使
用
償
値

の
異
常
な
る
殻
達
仁
基
因
し
て
、
欧
羅
巴
の
新
建
築

様
式
の
目
標
は
，
十
九
世
紀
末
か
ら
今
世
紀
初
頭
に

か
け
て
、
彼
等
現
代
建
築
の
先
魔
者
達
が
抱
か
れ
て

居
た
建
築
精
神
荘
、
更
に
高
揚
さ
れ
た
の
で
あ
わ
ま

す
。
勿
論
、
夫
れ
仁
は
1

近
世
に
於
け
る
他
の
事
問

や
萎
術
.
各
方
面
に
見
ら
れ
る
文
事
思
想
上
の
近
代

精
神
が
、
少
か
ら
ぬ
役
割
を
努
め
て
居
大
事
は
見
逃

じ
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

『

併
し
な
が
ら
、
近
年
に
到
っ
て
)
欧
洲
の
建
築

は
，
明
か
に
其
教
示
在
日
本
の
住
宅
建
築
か
ら
皐
ぴ

得
た
と
確
言
さ
れ
る
の
は
，
弦
に
深
く
.
注
目
に
値

ひ
す
る
事
と
謂
は
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
彼
の
建
築
家

達
は
其
理
想
と
し
て
居
た
自
由
な
平
面
構
成
.
部

分
、
形
態
の
規
格
化
、
構
造
・
技
術
の
合
理
化
な
左

の
問
題
左
.
我
が
住
宅
建
築
が
既
に
五
・
六
世
紀
も

以
前
か
ら
貫
詮
し
て
居
る
事
を
看
取
し
た
の
で
あ
り

ま
す
。
又
、
彼
等
が
過
去
の
歴
史
的
様
式
の
拘
束
か

ら
欲
し
て
居
た
自
由
の
理
念
在
，
如
何
な
る
形
態
に

貫
現
さ
れ
る
か
の
穣
明
に
、
我
が
住
宅
建
築
の
昼
間

構
成
は
.
彼
等
一
か
求
め
る
機
能
的
な
簡
潔
明
朗
化

に
、
奇
じ
く
も
、
古
来
よ
り
我
が
民
族
の
特
異
な
形

象
上
の
趣
好
た
る
簡
素
明
徹
性
に
合
致
し
て
、
優
れ

た
一
暗
一
不
在
奥
へ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
且
叉
、
我
々
に

冒
涜
さ
れ
て
居
た
自
己
の
住
居
へ
の
解
樺
が
、
彼
等

に
と
っ
て
は
理
性
的
な
合
理
化
し
た
建
築
と
し
て
、

然
も
、
生
活
栓
決
し
て
物
質
主
義
的
に
導
か
ぬ
も
の
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と
迄
も
謂
は
じ
め
た
の
で
あ
り
ま
す
。

唯
.
夫
れ
が
我
々
の
外
来
文
化
移
値
の
轍
に
見
ら

れ
る
如
く
.
卒
ろ
寛
大
に
過
ぎ
る
謙
底
な
度目一
旦
か
ら

で
は
な
く
し
て
、
彼
等
の
風
俗
習
慣
よ
り
す
る
園
民

性
、
或
は
気
候
風
土
よ
り
す
る
地
方
性
在
充
分
自
畳

さ
れ
て
居
る
の
で
、
此
島
仁
，
其
形
象
か
一
以
て
す
る

一
般
へ
の
理
解
は
容
易
で
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん

ゆ
が
一
求
め
，
豊
麗
巧
徹
在
愛
す
る
彼
等
の
形
態
は
，
濃

厚
な
彫
塑
的
人
工
き
で
あ
る
に
封
し
、
其
上
に
推
致

を
重
ん
じ
物
の
未
完
と
不
均
に
美
治
索
め
.
優
趣
飴

韻
を
賞
し
た
我
等
の
形
態
は
，
淡
白
な
素
材
的
自
然

き
で
あ
り
ま
す
。
之
は
、
彼
の
建
築
の
壁
面
や
家
具

調
度
品
の
外
袋
、
或
は
庭
園
の
手
法
な
ど
に
観
て
.

我
が
夫
れ
と
を
比
べ
る
な
ら
ば
，
誰
し
も
，
直
ち
に

首
肯
せ
ら
れ
る
慮
と
存
じ
ま
す
。

叉
.
給
茎
に
於
て
も
、
我
図
の
版
重
水
墨
差
の、

一
見
末
白
な
る
如
き
構
想
ゃ
あ
の
墨
仁
五
彩
在
り
と

し
て
.
観
賞
者
の
想
ひ
の
佳
に
委
せ
る
枯
淡
深
味

一7.
彼
の
印
象
汲
の
給
量且
其
他
に
及
ぼ
せ
る
影
響
に

後
れ
て
，
日
本
住
宅
建
築
在
遁
し
て
、
潮
く
，
住
.

数
奇
を
街
ぶ
意
義
が
彼
等
仁
諒
解
せ
ら
れ
、
其
本
来

な
る
容
相
が
，
今
日
の
枇
命
日
機
構
に
順
臨
服
す
る
彼
等

の
形
態
的
指
向
性
と
，
能
く
融
和
す
る
仁
至
っ
た
も

の
と
看
ら
れ
ま
す
。
其
形
態
在
解
く
に
不
即
不
離
の

警察食;ヌ込さ来事号桔i管長三基:it:f田副主
tfff;Y?;~;;&/{@:&-g.川寸時 ザ
回以a議r~~訴~~完 全ず

関
係
舟
一
持
つ
色
彩
の
問
題
に
就
い
て
も
、
我
が
住
宅

建
築
の
素
材
の
自
然
色
長
一
基
調
と
し
て
の
色
彩
感

は、

長
(
に
，
驚
嘆
す
べ
き
現
代
性
の
具
は
る
も
の
と

し
て
、
彼
我
共
に
，
我
が
先
畳
の
見
識
に
、
今
夏
、

敬
服
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
我
々
は
現
代
の

色
彩
に
依
存
す
る
様
々
な
感
覚
.
感
情
の
等
閑
祝
す

る
、研
一得
な
い
事
象
在
認
識
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
如

上
の
我
住
宅
建
築
の
教
一
不
感
化
な
る
も
の
は
.
彼
の

住
宅
建
築
に
見
る
よ
り
、
却
っ
て
、
彼
の
商
庖
，
工

場
、
其
他
各
種
の
会
館
建
築
の
規
模
に
窺
は
れ
る
事

は
，
誠
に
其
意
義
深
く
我
等
の
心
目
に
銘
宇
る
事
と

想
は
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

然
し
な
が
ら
.
一
時
代
を
劃
し
て
、
そ
れ
を
表
徴

す
る
形
態
様
式
な
る
も
の
は
、
過
去
の
歴
史
に
於
て

は
，
数
世
紀
或
は
夫
れ
以
上
も
費
し
て
完
成
せ
ら

れ
、
叉
、
世
界
の
各
地
各
人
、
逐
一
仁
異
る
其
性
情

を
省
み
る
な
ら
ば
.
今
時
代
か
一表
現
支
持
す
る
形
態

様
式
な
る
も
の
の
明
示
仁
は
.
向
、
時
の
命
題
も
附

加
せ
ら
れ
る
と
は
謂
へ
、
一
般
に

つ
新
し
と
「
i

印刷弘し

と
を
混
同
誤
解
さ
れ
な
い
限
り
、
彼
等
新
建
築
の
指

導
精
神
は
概
念
的
に
普
遍
安
嘗
で
あ
る
と
考
へ
得
ら

れ
ま
す
。
早
晩
.
必
す
や
.
彼
等
の
目
標
の
鼻
音
山
と

す
る
慮
は
.
建
築
の
み
な
ら
宇
有
ら
ゆ
る
器
物
に
浸

潤
し
て
.
其
形
態
化
と
な
り
，
推
し
て
は
、
来
る
べ

き
時
代
の
様
式
完
成
に
封
向
し
っ
、
あ
る
事
は
疑
い

の
払
跡
地
が
な
い
と
存
ぜ
ら
れ
ま
す
。

振
返
っ
て
，
照
明
皐
校
に
就
い
て
は
、
其
任
務
の

重
大
な
る
に
態
度
が
安
易
に
過
ぎ
た
た
め
か
、
建
築

と
し
て
語
る
に
足
り
る
用
意
を
持
て
な
い
私
は
、
憶

面
も
な
き
競
明
を
述
、
べ
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ

り
ま
す
。
其
昆
に
は
施
工
者
の
工
事
牢
ば
に
し
て
念

施
の
社
命
を
快
諾
淫
守
さ
れ
た
好
意
に
は
感
謝
す
べ

き
で
あ
り
ま
す
が
、
私
の
精
進
の
足
ら
ざ
る
よ
毘
が
如

貫
に
表
は
れ
.
不
手
際
な
粗
雑
な
仕
事
の
残
さ
れ
た

る
在
顧
み
て
、
深
く
差
恥
の
感
を
抱
か
ざ
る
か
一
得
ま

せ
ん
。
叢
家
や
彫
刻
家
の
制
作
な
ら
ば
，
自
身
の
思

ひ
の
佳
仁
、
破
棄
し
て
再
び
創
り
換
へ
る
事
も
出
来

ま
せ
う
け
れ
ど
も
、
建
築
の
仕
事
は
、
飴
程
特
殊
な

事
情
の
も
の
で
な
い
限
り
容
易
に
そ
れ
が
許
さ
れ

宇
、
日
疋
等
各
部
遺
作
工
事
の
不
備
な
る
黙
は
、
何
時

迄
も
後
日
仁
残
さ
れ
て
、
衆
自
の
識
ら
る
る
慮
と
な

り
ま
す
。

そ
れ
が
設
計
監
督
者
自
身
の
恥
辱
在
曝
す
に
止
ま

る
な
ら
ば
、
或
は
亦
、
時
折
り
の
観
者
達
に
悪
口
を

受
け
る
だ
け
で
済
む
も
の
な
ら
ば
，
そ
れ
程
苦
に
も

な
ら
ぬ
で
せ
う
が
，
本
照
明
皐
校
の
性
質
上
、
導
者

は
、
多
く
の
大
切
な
見
皐
の
方
々
に
、
客
人
に
封
す

る
篤
き
心
構
へ
在
持
た
れ
て
.
照
明
は
素
よ
り
、
電

気
一
般
の
諸
相
ル
一
遁
じ
て
生
活
の
意
義
在
賓
際
に
啓

愛
せ
ら
れ
、
聴
者
も
、

‘其
説
明
に
快
く
納
得
せ
ら
れ

1 5 



豪語

心
気
の
赴
く
億
仁
紫
し
く
見
皐
せ
ら
る

べ
き
も
の
申
q
，
之
が
摘
し
て
多
か
れ
少
か
れ
.
寸
無

意
識
の
識
し
の
-禅
仁
、
想
は
ぬ
壁
や
天
井
聞
の
凹
凸

な
ど
の
疎
漏
さ
が
現
は
れ
，
義
一面
白
な
見
撃
者
の
心

理
に
不
快
感
を
起
さ
れ
る
様
な
揚
合
を
.
諌
め
懸
念

す
べ
き
は
肝
要
な
黙
で
あ
っ
た
筈
で
す
。
甚
、
に
不
面

目
の
極
み
で
あ
り
ま
す
が
、
私
の
設
計
監
督
上
の
不

覚
の
致
す
慮
と
し
て
.
弦
仁
改
め
て
、
心
あ
る
識
者

の
御
寛
容
を
希
ふ
次
第
で
あ
り
ま
す
。

本
誌
上
に
、
適
切
を
紋
く
厭
な
比
喉
で
は
あ
り
ま

す
け
れ
ど
も
，
名
人
延
蕎
の
至
事
と
聴
き
、
或
は
名

優
梅
幸
羽
左
の
紳
技
に
魅
ら
れ
て
，
彼
の

つ
累
・
輿

右
衛
門
L

の
演
技
の
素
晴
し
さ
に
、
忘
我
の
境
地
に

在
ら
れ
た
人
予
も
.
想
ひ
か
一
轄
じ
て
、
仮
に
も
此
物

語
に
於
け
る
や
う
な
.
醜
い
整
形
外
科
の
手
術
も
受

け
ら
れ
ぬ
容
姿
の
我
子
を
持
つ
親
の
身
の
感
情
仁
立

入
ら
れ
た
な
ら
ば
、
其
感
は
‘
如
何
ば
か
り
で
あ
り

ま
せ
う
。
建
築
者
に
と
っ
て
何
れ
の
種
類
の
建
物
を

て
，
折
角
、

P事車フ間ヨ

聞
は
宇
、
そ
れ
に
謄
じ
て
自
己
の
制
作
の
醜
さ
在
反

省
さ
せ
ら
れ
る
事
は
.
世
の
人
が
醜
い
我
子
み
一
持
た

れ
て
，
寂
し
く
抱
く
愛
情
の
切
な
さ
と
何
等
盛
る
虞

が
あ
り
ま
せ
ん
。

種
々
な
る
方
面
に
.

幸
ひ
に
し
て
、

祉
戸
一
一
般
の

懇
篤
な
る
御
配
慮
に
興
っ
て
、

照
明
皐
校
櫓
嘗
者
各

位
の
長
年
に
渉
る
御
経
験
は
、
参
観
せ
ら
れ
る
人
々

に
輿
へ
る
好
感
に
就
い
て
の
多
様
の
問
題
l
l
高
遠

な
る
電
気
理
論
も
卒
易
な
皐
的
根
擦
に
基
き
.
然

も
，
気
分
在
飽
か
す
事
な
き
説
明
の
妙
味
荘
地
所
へ
ら

れ
て
，
各
室
各
部
の
席
巻
得
た
製
品
資
料
の
配
置
設

備
と
か
.
常
仁
爽
や
か
な
心
地
在
保
つ
に
必
要
な
場

内
清
掃
な
ど
.
細
や
か
な
心
遣
ひ
に
至
る
迄
も
ー
ー

に
、
衷
心
，
講
究
努
力
さ
れ
て
居
ら
れ
ま
す
か
ら
、

一
般
参
観
の
諸
賢
に
於
か
れ
で
も
.
東
京
電
気
株
式

世
界
の
方
々
に
照
明
向
学
校
が
あ

る
。
私
は
一
番
最
初
に
ベ
ル
リ
ン
の

オ
ス
ラ
ム
照
明
皐
校
を
見
た
。
あ
と

で
見
た
米
閣
の
と
ち
が
っ
て
非
常
に

科
同
学
的
で
あ
る
。
宇
ば
照
明
研
究
室

と
云
っ
た
形
で
あ
る
。

こ
与
の
地
下
室
に
電
球
の
博
物
館

が
あ
る
。
こ

L

に
は
昔
か
ら
今
に
至

る
ま
で
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
電
球
が

集
め
ら
れ
て
、
そ
の
数
約
千
五
百
種

類
、
日
本
で
は
殆
ん
と
見
ら
れ
ぬ
ネ

ル
ン
ス

ト
ラ
ン
プ

が
十
種
類
も
陳
列

さ
れ
て
あ
っ
た
の
に
は
驚
ろ
い
た
。

恐
ら
く
と
れ
は
我
が
照
明
皐
校
の
古

燈
器
陳
列
室
と
共
に
、
世
界
に
類
の

な
い
も
の
で
あ
ら
う
。

ベ
ル
リ
ン
に
は

A

・E
・G
の
宣

停
陳
列
所
が
あ
る
。
こ

れ
は
照
明
院
予

校
で
は
な
い
が
、
こ
与
の
舞
蓋
照
明

命
日
祉
の
直
接
賓
枇
曾
に
卸
す
る
会
盆
機
関
と
し
て
.

素
よ
り
、
絢
側
美
h
去
一
日
っ
て
観
者
の
眼
中
伊
一
奪
ふ
施
設

と
は
，
自
ら
懸
隔
あ
る
照
明
皐
校
の
趣
旨
に
賛
じ

て
.
其
容
器
よ
り
も
内
容
に
，
量
よ
り
も
質
に
、
他

意
な
く
卒
直
に
、
命
自
得
さ
れ
る
其
賓
践
的
解
説
に
、

有
意
義
な
見
墜
冷
一
期
待
さ
れ
得
る
事
と
信
じ
ま
す
。

は
有
名
で
、
見
事
者
の
印
象
に
深
く

残
る
も
の
ら
し
い
。

ζ

れ
も
確
か
に

仙
に
例

の
な
い
も
の
で
、
我
が
照
明

皐
校
で
も
今
岡
い
よ
/
¥
同
様
な
も

の
を
講
堂
に
賞
施
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
使
用
す
る
サ
イ
ラ
ト
ロ
ン
剖

光
装
置
は
無
線
曾
祉
の
製
作
で
、
我

闘
最
初
の
試
み
で
あ
る
。

ベ
ル
リ
ン
に
も
ま
た
そ
の
後
み
た

米
闘
の
照
明
皐
校
に
も
あ
っ
て
見
向
学

者
を
驚
ろ
か
せ
る
の
は
、
街
路
照
明

の
模
型
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
近
く
我

が
照
明
事
校
に
出
来
上
る
か

b
見
て

い
た
だ
き
た
い
。

パ
リ
の
照
明
同
学
校
は
地
く
小
規
模

の
も
の
で
問
題
に
な
ら
な
い
。
然
し

そ
こ
を
案
内
し
て
く
れ
た
の
は
未
聞

か
ら
同
船
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
照
明
技

師
で
、
船
の
中
で
私
は
ジ
ョ
セ
フ
ヰ

(一
二
七・一

0
・
一
九
楕
)

ン
@
ベ

ー
カ
ー

の
こ

と
を
色
々
話
し

彼
女
が
日
本
で
も
有
名
で
、
私
も
映

萱
上
の
フ
ァ
ン
だ
な
ど
と
話
し
た
が

照
明
向
学
校
の
内
に
ベ
ー
カ
ー
の
像
が

あ
っ
て
、
そ
れ
が
動
い
て
光
線
が
色

々
費
る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
前
に
立

っ
た
時
、
案
内
の
技
師
が
「
こ

L

に

君
の
友
人
が
ダ
ン
ス
し
て
居
る
し
と

大
き
な
撃
で
云
っ
た
の
で
、
後
か
ら

そ
の
傍
に
見
皐
し
て
居
た
多
数
の
人

た
ち
が
不
思
議
な
顔
を
し
て
、
僕
を

じ
ろ

y
i、
眺
め
た
に
は
、
い
さ
さ
か

き
ま
り
が
皿
山
か
っ
た
。

ロ
ン
ド
ン
の
照
明
同
学
校
は
丁
度
火

災
の
跡
で
一
部
分
し
か
見
ら
れ
な
か

っ
た
が
、
ベ
ル
リ
ン
と
同
様
中
々
技

術
的
費
料
が
豊
富
に
あ
っ
た
。

マ
ツ
ダ
照
明
皐
校
長
開
重
康
氏

可
世
界
の
照
明
白
字
校
め
円
、
り
』
よ
り
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新

日召1..、

明

F三主
ーチ・

車歪

過

選選議長

新
照
明
皐
校
の
改
造
計
書
も
貫
現
在
見
る
ま
で
に

は
種
々
と
都
合
が
生
じ
.
延
期
宕
重
ね
て
居
り
ま
し

た
慮
、
全
園
高
等
女
皐
校
及
び
女
子
師
範
皐
校
の
先

生
方
の
照
明
講
習
曾
が
去
る
八
月
二
十
五
日
に
開
催

と
決
定
し
た
の
で
J

そ
の
日
在
期
し
て
大
健
在
完
了

そ
の
舎
場
じ
嘗
て
、
此
慮
に
待
望
久
し
い
新
装
の
照

明
皐
校
の
誕
生
を
迎
へ
る
に
至
り
ま
し
た
。

そ
の
内
容

の
大
躍
は
第

一
国
立
に
第
二
固
に
示
し

て
置
き
ま
し
た
の
で
‘
封
照
し
て
御
覧
下
さ
れ
ば
大

~- ~ -事ゾ.-，'….、，"'!~.::.-併世間切…

諸説明:~~1や主謀総一Æ

~~;誌露欝欝務室署 警F

校

電

気

備

=-n. 
言又

の
略
御
理
解
そ
頂
げ
る
こ
と
と
思
ひ
ま
す
σ

改
造
と
言

ふ
よ
り
は
増
改
築
で
、
第
二
国
の
太
線
内
に
大
改
増

築
在
行
ひ
ま
し
て
、
奮
照
明
事
校
の
街
路
照
明
室
、

費
蔓
照
明
室
等
は
面
影
も
な
く
、
文
字
通
り
近
代
化

し
て
新
照
明
皐
校
と
成
り
、
奮
照
明
皐
校
の
部
分
に

封
し
て
も
相
嘗
康
範
園
に
改
造
在
加
へ
ま
し
た
。
第

二
国
の
結
線
内
も
照
明
望
校
の
改
築
分
野
で
あ
り
ま

し
て
、
今
岡
の
工
事
と
共
仁
完
成
し
た
か
っ
た
の
で

あ
り
ま
す
が
、
色
々
の
都
合
で
残
念
な
が
ら
、
第
二

期
工
事
と
成
り
、
来
春
よ
り
工
事
に
着
手
し
、
我
等

の
大
照
明
皐
校
在
出
現
さ
せ
た
い
も
の
と
、
今
よ
り

角福岡

取島 VI奇

会

男
徳

男
猛

司

マ

ツ

ダ

照

明

皐

校

色
々
の
計
童
且
宕
立
て
て
を
り
ま
す
。

新
照
明
事
校
の
電
気
配
管
配
線
に
は
別
に
『
)
れ
と

言
っ
て
目
新
し
い
も
の
か
一
用
ひ
て
は
居
り
ま
せ
ん

が
、
初
期
の
計
茎
で
は
一
部
フ
ア
イ
パ

l
ダ
ク
ト
に

依
る
配
線
工
事
在
施
行
す
る
議
定
で
あ
り
ま
し
た

が
、
講
習
命
日
の
開
催
日
の
切
迫
や
ら
其
の
他
に
都
合

房
一
生
じ
、
完
成
期
日
+
伊
ニ
ナ
月
飴
も
早
め
ね
ば
な
ら

な
く
成
り
ま
し
た
の
で
、
フ
ァ
イ
バ
ー
ダ
ク
ト
配
線

に
封
し
て
は
入
念
な
モ
ル
タ
ル
仕
上
が
必
要
で
あ
り

ま
す
故
、
こ
の
工
事
は
遺
憾
な
が
ら
中
止
す
る
こ
と

仁
致
し
ま
し
た
。
然
し
明
春
着
手
の
増
築
部
分
に
は

17 
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図

是
非
施
行
し
た
い
と
思
っ
て
居
り
ま
す
。

全
般
か
)
通
じ
で
照
明
皐
校
の
様
な
特
殊
性
在
多
く

持
つ
場
所
は
将
来
に
於
て
数
次
、
設
備
印刷比
更
又
は
小

改
造
等
研
一
件
ふ
も
の
で
、
電
燈
同
路
の
如
き
は
現
時

使
用
の
二
乃
至
三
倍
の
負
荷
に
も
差
支
へ
な
い
様
に

配
線
し
て
置
き
ま
し
た
。
叉
電
気
時
計
及
び
冷
蔵

機
、
冷
水
機
等
の
同
路
は
専
用
の
霊
夜
間
線
か
ら
と

り
、
線
て
照
明
皐
校
の
機
能
研
一完
全
に
愛
揮
し
得
ら 蓄 照明皐校の配置園穿 ー闘

倉庫

(第二期工事 1!!;fftl!在験室.沼化住宅;tt:他〉

o 5 10 15 20尺
』三二二...... ニゴ

o !j 10 15 20尺
』当=ktニゴ

新照明 皐 校の配 置園

大講堂
(舞蓋 照明室)

/
什
い
¥

第 二園

れ
る
や
う
便
利
に
貫
施
し
た
積
り
で
あ
り
ま
す。

照
明
に
於
て
は
建
築
設
計
に
際
じ
極
く
近
年
ま
で

は
そ
れ
に
調
和
せ
し
め
る
様
な
照
明
方
法
在
以
て
良

と
す
る
傾
向
で
あ
り
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
照
明
の

最
大
妓
果
を
得
ん
と
す
る
に
は
如
何
に
建
築
を
な
す

べ
き
か
と
言
ふ
様
に
間変
更
し
て
来
ま
し
た
。

然
し
或
る
照
明
妓
果
在
求
め
よ
、
っ
と
す
る
時
、
部

屋
は
既
に
出
現
し
て
居
る
様
な
揚
合
、
結
果
に
於
て

美
的
情
操
在
損
失
し
な
い
で
照
明
妓
果
が
現
れ
る
如

く
、
部
屋
仁
封
じ
て
あ
ら
ゆ
る
可
能
な
建
築
方
法
在

講
じ
、
照
明
妓
果
在
日
夜
大
仁
愛
揮
出
来
る
様
考
究
し

た
照
明
方
法
も
充
分
に
表
現
出
来
、
多
数
の
共
感
在

得
ら
れ
る
様
考
案
し
て
あ
る
と
言

ふ
様
な
部
屋
の
建 マツダ講堂の配置闘

1'8 



築
に
比
較
し
た
ら
劣
っ
て
居
る
と
も
言
へ
ま
す
が
、

建
築
家
と
電
気
技
術
者
と
の
聞
に
融
合
調
和
の
必
要

は
勿
論
で
あ
っ
て
、
各
々
の
持
つ
仕
事
に
釘
し
て
理

解
を
輿
へ
る
や
う
な
知
識
の
準
備
打
合
せ
等
は
必
要

快
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
と
岡
山
ひ
ま
す
。

各
種
照
明
の
模
範
在
貫
施
し
、
そ
の
機
能
の
全
部

老
充
分
表
現
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
照
明
皐
校
の
特
殊
目
的

に
封
し
て
は
、
更
に
痛
感
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

講

よ，J.!，
占正面

今
問
落
成
の
講
堂
は
劇
場
用
連
結
椅
子
二
百
二
十

九
名
の
座
席
そ
有
し
て
、
此
頃
あ
ち
こ
ち
に
出
現
し

た
ニ
ュ
ー
ス
劇
場
並
み
の
庚
さ
在
有
し
て
ゐ
ま
す
。

主
分
電
擦
は
講
堂
入
口
前
庚
聞
に
設
け
、
外
に
舞
蓋

裏
に
二
館
、
映
宗
室
に
一
笛
分
電
盤
中
グ
品
民
国
首
一
し
ま
し

た
、
主
分
電
盤
に
は
調
光
機
用
主
幹
ス
イ
ッ
チ
及
び

聴
衆
席
用
分
電
盤
、
か
附
属
じ
で
居
り
、
こ
れ
に
は
講

演
の
際
仁
幻
燈
、
映
霊
等
の
映
寝
中
、
講
師
の
講
義

在
筆
記
し
よ
う
と
す
る
も
座
席
が
異
暗
で
は
頗
る
不

便
在
感
宇
る
の
で
、
か
か
る
こ
と
が
な
い
様
に
プ
ロ

グ
ラ
ム
ラ
イ
ト
宕
設
け
て
便
利
に
使
用
出
来
得
る
や

う
じ
計
聾
し
て
居
り
、
街
通
路
燈
用
に
フ
ロ
ア
ー
コ

ン
セ
ン
ト
同
路
右
設
け
、
映
{
烏
中
も
場
内
に
は
若
干

の
照
度
が
必
要
な
れ
ば

コ
l
プ
の
青
色
電
球
岡
路
な

設
げ
て
鈷
燈
し
て
置
く
様
設
備
じ
て
あ
り
ま
す
。
『
回

警護'まつ盟事

れ
に
は
お
1
4
の
一

O
ワ
ッ
ト
の
サ
イ
ン
電
球
を
五

O
箇
使
用
じ
卒
均

0
・
五
ル
ク
ス
の
昭
一
度
を
得
て
居

り
ま
す
が
、
映
震
が
開
始
さ
れ
ま
す
と
ス
ク
リ
ー
ン

の
反
射
に
よ
っ
て
、
こ
れ
よ
り
照
度
は
多
少
増
加
致

し
ま
す
。

調
光
機
用
幹
線
は
主
分
電
盤
よ
り
出
し
て
調
光
機

に
至
り
、
負
荷
側
へ
は
ォ

l
Jア
ィ
ト
リ
ク
ム
の
明
一
暗

密
行
ひ
，
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
、
.
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ト
‘
ホ

リ
プ
ン
ト
，
ク
ラ
ク
ド
マ

シ
ン
等
の
舞
蔓
照
明
器
具

の
制
御
は
、
針
蓋
右
側
に
あ
る
制
御
盤
に
よ
っ
て
遠

方
制
御
き
行
ふ
や
う
に
成
っ
て
居
り
ま
す
。
猫
舞
憂

照
明
の
詳
細
仁
就
て
は
専
門
家
荻
野
氏
の

『旬
マ
ツ

ダ

講
堂
の
控
蓋
照
明
仁
就
い
て
」
を
御
二
讃
願
ひ
た
い

と
存
じ
ま
す
。

場
内
全
般
照
明
と
し
て
上
部

コ
1
プ
に
は
一

0
0

ワ
ッ
ト
電
球
一
二

O
筒
房
一
飾
窓
用

K
型
反
射
笠
に
牧

め
て
天
井
を
照
射
し
，
側
壁
及
び
張
出
天
井
に
は
下

部
照
明
溝
に
四

O
ワ
ッ
ト
電
球

二
ハ
O
筒
在
入
れ
て

聴
衆
席
の
平
均
照
度
二

O
O
ル
ク
ス
を
得
て
居
り
ま

す
。
雨
側
の
垂
直
壁
が
内
部
に
多
少
の
傾
度
を
有
し

叉
水
平
天
井
、
か
照
明
上
有
放
な
替
曲
ル
一
有
し
て
居
り

ま
す
と
、
反
射
光
は
よ
り
有
款
に
座
席
左
照
射
し
て

利
用
率
在
増
し
.
叉
現
在
見
ら
れ
る
様
な
雨
側
壁
の

唱
さ
も
救
済
出
来
た
と
思
ひ
ま
す。

然
し
，
昭
一
度
と
し
て
は
二

O
O
ル
ク
ス
老
得
て
居

り
，
こ
れ
を
劇
場
の
推
奨
昭
一
度
一

O
O
ル
ク
ス
に
比

較
す
れ
ば
遥
か
に
越
え
て
居
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
劇

場
と
し
て
の
模
範
的
な
照
明
と
な
り
ま
す
以
外
に
、

講
堂
と
し
て
の
利
用
が
可
成
り
あ
り
ま
す
の
で
.
講

堂
と
し
て
の
照
度
在
と
っ
た
-諜
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ

に
は
均
費
度
の
よ
い
も
の
が
理
想
で
あ
り
、
陰
影
の

な
い
賠
等
も
申
分
は
な
い
と
思
は
れ
ま
す
。
普
遁
行

は
れ
て
居
る
最
高
照
度
ル
一
最
低
照
度
で
割
っ
た
均
膏

度
の
表
し
方
で
測
定
し
て
見
ま
す
と
大
略
一
。
八
と

言
ふ
数
字
を
得
た
謹
で
す
。

映
案
装
置
と
し
て
は
場
内
最
後
方
部
に
二
階
建
に

映
京
室
を
特
別
に
有
し
て
一
階
か
一
補
助
椅
子
、
そ
の

他
の
需
め
の
倉
庫
と
し
て
使
用
し
て
居
り
ま
す
。
映

{
易
機
は
目
下
撰
定
中
で
あ
り
ま
す
が
、
大
艦
二
ハ
、
E

リ
フ
ィ
ル
ム
使
用
の
ト
ー
キ
ー
設
備
在
行
ふ
設
定
で

居
り
ま
す
。
賄
来
三
五
、
E

リ
フ
ィ
ル
ム
の
場
合
を
考

慮
し
て
光
源
と
な
る
べ
き
カ
ー
ボ
ン
ア

l
ク
の
包
め

に
、
映
宗
室
内
の
分
電
盤
に
直
流
電
源
砕
一
配
線
し
て

置
き
ま
し
た
。

舞
蔓
裏
の
分
電
盤
は
左
右
に
一
筒
宛
設
へ
て
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
は
舞
蓋
裏
で
左
右
雨
側
の
連
絡
が
建

築
構
造
上
遮
断
さ
れ
て
出
来
な
い
の
で
、
そ
れ
に
封

摩
し
て
使
用
す
べ
き
と
思
ひ
、
便
利
じ
使
へ
る
様
仁

設
置
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

舞
蓋
袖
の
上
部
仁
聴
衆
席
か
ら
見
え
る
部
分
仁
は
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m
i--h
サ
イ
ン
電
球
、信
三
色
(
赤
、
黄
，
様
)
三

O

筒
必
用
ひ
、
小
型
自
動
調
光
装
置
に
よ
り
舞
蔓
上
前

面
に
負
荷
側
か
ら
出
た
コ
ン
セ
ン
ト
と
平
行
し
て
調

光
す
る
如
く
し
て
あ
り
ま
す
。
山
川
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

用
コ
ン
セ
ン
ト
、
映
{
烏
恭
.
椴
帳
等
の
開
閉
装
置
の

モ
ー
タ
ー
等
も
亦
制
御
盤
仁
よ
っ
て
動
作
出
来
、
叉

映
宗
室
に
於
て
も
制
御
盤
の
一
部
宇
一
作
動
す
る
こ
と

が
出
来
て
仲
々
便
利
有
放
に
使
用
出
来
ま
す
。

大
韓
照
明
皐
校
の
分
電
盤
は
.
新
照
明
皐
校
と
奮

照
明
撃
校
に
二
分
し
、
一
つ
を
蓄
照
明
皐
校
幹
線
よ

り
取
り
、
他
在
新
幹
線
よ
り
取
っ
て
，
帰
来
の
第
二

工
事
分
じ
も
行
け
る
様
仁
し
て
置
い
た
諜
で
す
。

議騒警察て安もフつ7

務

室

事
照
明
皐
校
係
員
は
新
照
刷
息
皐
校
の
完
成
と
同
時
に

校
内
の
一
部
に
照
明
皐
校
の
事
務
室
を
設
け
て
此
鹿

に
移
耐
押
し
ま
し
た
り
こ
れ
は
事
務
所
照
明
の
モ
デ
ル

ル
ー
ム
と
し
て
一
般
の
悲
観
者
の
方
々
に
お
見
せ
し

て
居
り
ま
す
。
此
鼠
仁
は
寝
具
で
見
ら
れ
る
如
く
、

直
接
式
照
明
の
シ

l
リ
ン
グ
ラ
イ
ト
で
.
大
韓
の
直

径
七
五
糎
と
言
ふ
可
成
り
大
き
い
も
の
在
二
箇
つ
け

て
居
り
ま
し
て
、
設
計
の
時
は
少
し
大
き
過
ぎ
は
し

な
い
か
と
懸
念
し
て
居
り
ま
し
に
が
、

い
、
ざ
製
作
後

取
付
け
て
見
る
と
左
程
で
2

も
な
く
、
む
し
ろ
輝
度
を

少
な
く
し
て
却
っ
て
良
い
結
果
在
得
ま
し
丈
。
こ
の

位
の
大
き
な
も
の
に
な
る
と
、
む
し
ろ
建
築
化
式
照

明
仁
近
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
に
は
固
形
の

中
央
部
に
反
射
笠
在
は
め
込
み
、
高
座
水
銀
健
康
ラ

ン
プ
を
使
用
し
て
居
り
ま
す
が
，
こ
れ
は
姉
度
が
非

常
仁
高
い
の
で
.
光
源
か
ら
の
直
射
光
線
研
一
除
く
得

め
い
い
間
接
式
と
し
て
.
反
射
面
に
は
董
外
線
在
有
数

日い
反
射
す
る
や
う
じ
ア
ル

E
の
吹
付
け
と
し
.
三

O

。
ワ
ッ
ト
一
箇
を
使
用
し
て
、
周
闇
申
告
白
熱
電
燈
一

O
O
ワ
ッ
ト
八
箇
ψ

倍
以
て
包
み
、
水
銀
燈
同
路
は
特

別
に
配
管
し
て
ト
ラ
ン
ス
研
一
事
務
所
西
側
入
口
側

の

戸
棚
の
中
じ
入
れ
て
、
補
修
や
別
種
健
康
照
明
用
光

源
の
盛
夏
じ
封
し
て
容
易
仁
部
変
更
出
来
得
る
様
に
行

ひ
、
叉
白
熱
電
燈
は
四
箇
づ
っ
鈷
滅
が
出
来
、
窓
よ

り
入
る
重
光
に
依
り
任
意
仁
机
上
面
の
昭
一
度
タ
調
節

さ
れ
、
健
康
照
明
在
行
つ
に
模
範
的
な
事
務
所
照
明

で
.
床
よ
り
七
五
粧
の
机
上
前
仁
平
均
二
八

O
ル
ク

ス
と
言
ふ
快
的
昭
一
度
、
か
輿
へ
ら
れ
、
日
光
浴
を
し
な

が
ら
事
務
の
執
れ
る
部
屋
で
あ
h

り
ま
す
。

又
水
銀
燈
濁
特
の
主
円
い
色
と
白
熱
電
燈
よ
わ
の
光

と
混
合
し
て
恰
z
b
白
重
の
自
然
光
線
下
の
感
を
呈
し

て
居
り
、
事
務
能
率
の
向
上
は
勿
論
.
保
健
衛
生
上

か
ら
も
好
適
と
思
ひ
ま
す
が
、
婦
人
方
に
封
し
て
海

水
浴
時
り
の
様
に
色
が
黒
く
な
る
と
云
ふ
心
配
も
亦

あ
り
ま
せ
ん
υ

地
下
四
階
建
の
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
ず
出

現
し
よ
う
と
言
ふ
秋
に
か
、
る
事
務
所
照
明
は
、
時
附

来
こ
の
方
面
仁
大
き
な
も
の
を
奥
へ
る
こ
と
冶
信
じ

て
居
り
ま
す
。

事
務
室
隣
り
に

カ
ー
テ
ン
を
以
て
仕
切
っ
た
小
さ

い
謄
接
室
在
設
け
ス
チ
ー
ル
パ
イ
プ
椅
千
四
脚
在
置

き
、
書
棚
を
設
け
て
壁
に
は
押
型
模
様
硝
子
在
埋
め

込
み
・
中
に

m
l
村
燈
色
一

O
ワ
ツ
ト
の
サ
イ
ン
電

球
栓
入
れ
て
装
飾
用
と
し
、
天
井
燈
じ
は
新
製
品
ト

ロ
ジ
ヤ
リ
ヤ

H
型
十
二
吋
在
直
付
用
の
金
具
じ
つ
け

て
、
光
源
は
最
新
の
超
高
座
水
銀
ラ
ン
プ
在
使
用
し

て
居
り
ま
す
が
、
こ
れ
の
み
で
は
皮
膚
の
色
、
か
非
常

に
不
愉
快
な
の
で
.
我
枇
照
明
課
三
浦
氏
の
考
案
仁

成
る
試
作
品
と
も
二
一
一
ロ
ふ
へ
き
、
一

O
O
ワ
ッ
ト
電
球

の
硝
千
球
の
中
に
超
高
歴
水
銀
燈
の
後
光
管
と
普
通

電
球
の
六

O
ワッ

卜
用

の
フ

ィ
ラ
メ
ン
ト
を
二
本
投

刈
仁
同
封
し
，
こ
れ
に
ス
リ
1

ラ
イ
ト
用
口
金
者
付

け
て
.
器
具
宇
佐
ス
リ
!
ラ
イ
ト
用
ソ
ナ

ッ
ト
仁
改
造

し
て
、
ト
ラ
ン
ス
を
天
井
裏
に
置
い
て
取
付
け
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。

最
初
ス
イ
ッ
チ
研
一
入
れ
る
と
普
通
電
球
の
フ
イ
ラ

メ
ン
ト
の
み
が
黙
火
す
る
-諜
で
.
時
間
の
経
つ
仁
つ

れ
て
起
高
座
水
銀
燈
の
光
束
ケ
増
し
.
普
通
超
高
座

の
み
で
は
五
分
間
在
要
す
る
慮
.
白
熱
電
球
用
の
フ

イ
ラ
メ
ン
ト
が
設
光
管
と
接
近
し
て
こ
れ
在
加
熱

し
、
超
高
墜
水
銀
燈
の
定
常
扶
態
に
達
す
る
時
間
僅

か
に
一
分
牢
に
早
め
て
安
定
さ
せ
.
そ
の
光
質
は
白
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主且の
如
く
な
り
グ
ロ

l
プ
は
莫
珠
の
如
く
見
え
て
、

非
常
じ
際
接
封
話
に
射
し
て
爽
快
さ
を
増
じ
て
居
ゎ
，

ま
す
。
全
容
量
は
超
高
座
水
銀
燈
八

O
ワ
ッ
ト
、
白

熱
電
球
用
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
六

O
ワ
ッ
ト
二
本
合
計

0
0
ワッ

ト
の
も
の
で

、
平
均
照
度
三
O
O
HF
ク
ス

と
言
ふ
明
る
さ
は
こ
う
し
た
電
球
に
の
み
許
さ
れ

る
も
の
で
あ
ら
う
と
確
信
し
て
居
り
ま
す
。

街
建
築
化
照
明
、
殊
じ
人
工
天
窓
照
明
虐
行
は
ん

と
す
る
場
合
は
、
必
宇
こ
う
し
た
電
球
に
依
ら
ね
ば

充
分
仁
満
足
出
来
る
結
果
は
得
ら
れ
ぬ
と
思
は
れ
ま

す。

こ
う
し
た
電
球
が
我
々
の
一
般
照
明
用
電
球
と

し
て
愛
用
さ
れ
、
照
明
費
の
低
廉
は
工
場
照
明
や
街

路
照
明
等
仁
大
革
命
宕
起
す
の
も
近
い
賄
来
で
は
な

い
で
せ
う
か。

叉
こ
れ
が
電
球
の
硝
子
に
草
外
線
透
過
硝
子
を
用

ふ
る
時
は
‘
大
田一旦の
董
外
線
が
求
め
ら
れ
、
僅
か
な

電
力
消
費
在
以
っ
て
.
豊
富
な
董
外
線
国一旦
も
亦
既
存

の
健
康
照
明
器
具
仁
進
出
し
.
や
が
て
他
在
座
倒
す

る
時
も
目
庇
仁
迫
っ
て
居
る
と
思
は
れ
ま
す
。

警暴? '7 

投
光
照
明
模
型
室

国寺

投
光
照
明
模
型
室
じ
は
現
在
模
型
と
し
て
は
野
球

場
照
明
模
型
及
び
庭
園
照
明
模
型
の
み
で
あ
れ
よま
す

が
、
近
く
プ

i
ル
の
照
明
模
型
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の

照
明
模
型
、
そ
の
他
ス
ポ
ー
ツ
照
明
模
型
を
主
と
し

て
陳
到
す
る
開
係
上
、

天
井
左
四
角
錐
と
し
て
そ
の

頂
貼
近
く
仁
青
色
一

O
O
ワ
ッ
ト
着
色
電
球
三
簡
を

埋
め
込
ん
だ
器
具
の
中
仁
入
れ
、
恰
も
夜
間

の
感
じ

沿
一
出
し
て
居
り
、
そ
の
前
仁
屋
外
用
照
明
器
具
の
陳

列
所
在
設
け
て
貫
際
仁
貼
火
し
て
居
り
ま
す
。

こ
の
隣
り
の
屋
外
照
明
模
型
室
に
は
あ
ら
ゆ
る
屋

Mm
の
照
明
か
一
模
型
仁
網
羅
し
て
、
街
路
照
明
器
具
は

各
種
善
悪
長
一
電
動
装
置

仁
よ
り
結
火
し
、
商
屈

の
庖

一朗
照
明

、
小
型
サ
イ
ン
、
各
種
大
サ
イ
ン
，

建
築
物

投
光
照
明
、
交
通
照
明
等
を

一
目
し
て
解
る
如
く
此

慮
仁
牧
め
る
議
定
で
白
下
製
作
中
で
あ
り
ま
す
が
、

『)
の
新
報
の
移
行
さ
れ
る
頃
じ
は
完
成
す
る
と
存
じ

ま
す
。
こ
の
前
の
通
路
は
天
井
老
三
角
仁
し
て
.
そ

の
頂
黙
の
部
分
に
は
建
築
化
式
照
明
と
し
、
こ
れ
は

光
管
電
球
六

O
ワ
ッ
ト
二
五
本
ゆ
が
一連
積
し
て
部
屋
全

部
の
長
さ
の
光
梁
を
作
り
ま
し
た
。

従
来
の
建
築
化
照
明
は
優
良
な
硝
子
の
出
現
仁
よ

っ
て
可
成
仁
救
済
さ
れ
て
居
り
ま
す
が
、
電
球
の
ス

ポ
ッ
ト
宇
嫌
ひ
柏
も
寸
る
と
大
き
く
成
り
勝
ち
で
、

建
築
物
と
の
調
和
が
失
は
れ
易
か
っ
た
の
で
す
が
、

光
管
電
球
の
出
現
じ
よ
っ
て
、
電
球
じ
よ
る
ス
ポ
ッ

ト
を
克
服
し
.
建
築
物
仁
調
和
し
た
結
果
ず
得
ら
れ

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

事
務
所
前
遁
路
は
{
烏
異
仁
見
ら
れ
る
如
く
地
下
商

庖
街
の
感
在
呈
し
、
こ
の
天
井
燈
は
こ
れ
も
光
管
電

球
二
五
ワ

ッ
ト
二
五
本
の
直
接
照
明
と
し
.
従
来
の

言
葉
で
云

へ
ば
裸
電
球
在
其

の
偉
使
っ

て
居
る

こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
内
部
研
一
塗
っ

て
金
光
と
し
て
あ
り

ま
す
か
ら
、
輝
度
は
非
常
仁
低
い
の
で
少
し
の
不
愉

快
も
感
じ
ま
せ
ん
。
唯
ホ
ワ
イ
ト
・
プ
ロ
ン
ズ
仕
上

の
異
鏡
板
に
ソ
ナ

ッ
ト
'研
一取
付
け
る
の
に
際
し
、
絶

縁
不
良
仁
異
常
の
苦
心
居
梯
ひ
ま
し
た
。
そ
れ
に
は

特
殊
止
締
き
使
用
し
フ

ァ
イ
パ

l
プ
レ
ー
ト
在
ソ
ク

叩
ト
の
下
に
敷
い
て
南
遺
漏
な
き
様
仁
し
ま
し
た
口

か
〉

る
電
球
は
ネ

オ
ン

サ
イ

ン
じ
飽
き
て
居
る
現
在

の
照
明
界
仁
進
出
し
、
地
下
遁
路
.
屋
外
イ
ル

t
ネ

!
シ
ヨ
ン
用
に
も
遁
し
、
そ

の
連
績
黙
火
は
他
に
見

る
こ
と
の
出
来
ぬ
美
事
さ
宕
輿
へ
て
居
り
ま
す
。
裸

電
球
か
一
そ

の
佳
じ
使
用
し
ま
し
て
も
、
何
等
美
的
放

果
在
失
は
な
い
こ
と
は
、
照
明
技
術
者
仁
封
し
て
大

き
な
喜
慌
を
輿

へ
て
居
り
ま
す
。

雨
側
の
各
種
飾
窓
じ
は
あ
ら
ゆ
る
方
法
を
用
ひ
て

商
庖
経
営
上
.
飾
窓
照
明
仁
謝
す
る
よ
き
資
料
老
奥

へ
て
居
り
ま
す
。
街
飾
窓
の
下
部
じ
は
最
近
製
作
ぎ

れ
た
硝
子
煉
瓦
か
一
使
用
し
、
従
来
嫌
は
れ
て
居
り
ま

し
た
下
部
の
一
階
さ
在
、
硝
子
煉
瓦
中
に
宮
球
老
装
置

す
る
こ
と
に
よ
り
完
全
じ
解
決
し
て
居
り
ま
す
。
倫

こ
の
中
仁
小
型
自
動
調
光
装
置
か
一
設
け
て
、
飾
窓
下

部
在
各
色
仁
滑
ら
か
に
受
化
さ
せ
る
こ
と
も
出
来
、

最
も
新
し
い
試
み
と
さ
れ
て
居
り
ま
す
。
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華R

庭

間

新
庚
問
に
は
全
部
間
接
式
照
明
を
な
し
、
上
部
在

光
管
竜
球
二
五
ワ

ッ
ト
二
三
本
身
使
用
し
ま
し
て
、

普
通
電
球
の
間
接
式
照
明
の
様
な
天
井
照
射
面
に
む

ら
を
生
十
る
こ
と
な
く
一
様
仁
行
は
れ
頗
る
美
し
い

も
の
で
、
器
具
を
非
常
に
小
さ
く
作
る
こ
と
が
出
来

て
、
所
謂
ス
マ

ー
ト
な
も
の
と
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
街
側
壁
の
照
明
溝
に
は

m
l
吋
一

O
ワ
ツ
ト

サ
イ
ン
電
球
八
四
筒
を
使
用
し
て
間
接
式
照
明
を
行

ひ
、
更
仁
こ
れ
仁
サ
イ
ラ
ト
ロ
ン
制
御
に
よ
る
コ
リ

ラ
マ
照
明
を
移
し
，
色
は
四
種
(
赤
、
澄
、
青
.
線
)

研
一
使
ひ

三
岡
踏
を
作
り
、
各
同
路
に
は
同
じ
く

ml

M
N

一
O
ワ
ッ
ト
サ
イ
ン
電
球
五
六
笛
を
用
ひ
て
、
美

じ
い
コ
ロ
ラ
マ
模
様
左
越
一
づ
曲
壁
仁
葺
い
て
居
り
ま

す
ο

街
此
慮
に
は
窓
に
硝
子
練
瓦
宕
用
ひ
、

太
陽
光

線
の
気
持
よ
い
蹴
散
光
在
部
屋
仁
採
る
こ
と
も
出
来

ま
す
。
硝
子
煉
瓦
は
建
築
材
料
に
重
光
照
明
材
料
に

伯
又
一
般
照
明
材
料
に
、
そ
の
利
用
の
牌
来
は
大
い

護憲豪語て友、%1 マ
に
期
待
出
来
る
と
思
ひ
ま
す
。

街
こ
の
新
庚
聞
の
慮
に
(
奮
の
舞
蔓
照
明
室
の
ス

-ア
ィ
ヂ
仁
嘗
る
部
分
)
渡
廊
下
研
一新
設
し
表
玄
関
一

階
入
口
よ
り
直
接
に
来
校
が
出
来
、
こ
の
渡
廊
下
の

入
口
に
は
小
型
調
光
機
密
つ
け
た
小
さ
な
コ
ロ
ラ
マ

照
明
在
行
っ
て
居
り
ま
す
。

新
虞
間
前
じ
も
飾
窓
を
設
け
て
、
こ
れ
に
は
鏡
面

反
射
笠
の
舷
輝
在
特
殊
な
方
法
を
以
て
除
い
て
居
り

ま
し
て
、
各
月
毎
に
内
部
在
受
へ
て
、
大
韓
電
気
庖

向
き
の
も
の
を
行
っ
て
居
り
ま
す
。

こ
の
隣
り
が
商
庖
照
明
室
に
な
り
.
小
さ
な
電
気

屈
を
模
し
て
天
井
じ
は
各
種
照
明
器
具
か
一
吊
り
、
陳

列
棚
に
は
小
さ
な
電
気
器
具
を
並
べ
て
居
り
ま
す
。

現
在
の
内
容
で
は
少
し
淋
し
い
の
で
、
勝
来
は
シ
ヨ

ワ
ナ

l
ス
も
置
き
、
陳
列
口
間
在
も
っ
と
豊
富
に
置
き

た
い
と
計
葺
し
て
居
り
ま
す
。

照
明
皐
校
で
は
時
々
講
習
命
日
を
催
す
時
、
従
来
は

外
套
室
の
な
い
得
、
折
々
不
便
を
感
じ
て
居
り
ま
し

た
が
、
今
岡
は
外
套
室
を
二
室
設
け
て
、
貴
重
品
の

携
帯
に
は
鍵
の
掛
か
る
特
別
外
套
室
を
使
ひ
、
そ
の

不
便
研
一
除
、
去
、
ま
し
た
。

『
)
の
外
に
新
照
明
望
校
と
奮
照
明
墜
校
の
境
界
の

ド
ア
ー
に
は
自
動
扉
閥
附
装
置
を
設
け
、
光
電
管
に

よ
り
操
作
さ
せ
て
居
り
ま
す
。
こ
れ
も
新
製
品
で
あ

り
ま
し
て
、
将
来
は
こ
れ
が
利
用
多
大
の
も
の
と
存

じ
て
、
新
装
に
ふ
さ
わ
し
く
設
備
し
ま
し
た
。

他
仁
新
照
明
皐
校
の

三
階
講
堂
の
遁
路
途
中
に
製

品
在
陳
列
し

マ
ツ
グ
ラ
ン
プ
の
全
電
球
約
四
百
種

の
陳
列
研
一
筆
頭
に
、
各
種
配
線
器
具
.
照
明
器
具
と

言
ふ
具
合
仁
東
京
電
気
命
日
祉
関
係
の
製
品
は
飴
り
大

き
く
無
い
も
の
は
全
部
在
陳
列
し
て
あ
り
ま
す
。

以
上
が
大
韓
増
改
築
部
分
の
照
明
皐
校
で
あ
り
ま

し
て
、
奮
照
明
皐
校
の
部
分
に
も
相
蛍
の
改
造
が
加

へ
ら
れ
ま
し
た
。

奮

日召

風
ー，ー

校

明

先
づ
自
動
開
閉
扉
長
一
遁
る
と
元
の
商
屈
照
明
室
に

な
り
ま
す
が
、
こ
の
部
屋
は
照
明
の
基
礎
的
な
プ

1

ス
を
置
き
、
各
種
飾
窓
照
明
の
プ

l
ス
に
よ
る
説
明

照
明
方
式
プ

l
ス
、
リ
レ

l
フ
の
照
明
方
法
及
び
光

の
入
射
方
向
に
よ
る
表
情
受
化
の
模
型
等
研
一
置
い

て
、
飾
窓
照
明
開
係
の
プ

l
ス
に
は
.
童
且
間
飾
窓
を

視
る
人
の
像
が
前
面
硝
子
に
震
る
の
を
解
決
す
る
方

法
、
又
は
飾
窓
照
明
の
各
種
仁
裸
電
球

.

p
l
一
笠

杭
形
笠
、
金
属
反
射
笠
及
び
鏡
面
反
射
笠
等
各
々
を

比
較
し
て
，
そ
の
妓
果
を
一
目
す
る
如
く
し
た
も
の

が
あ
り
、
北
日
遁
電
球
、
重
光
電
成
、
異
色
燈
に
よ
る

商
品
の
相
違
等
は
一
見
し
て
諒
解
が
出
来
、
最
近
全

圏
各
地
の
貫
業
皐
校
仁
設
置
さ
れ
ん
と
す
る
商
業
皐

校
の
照
明
研
究
室
仁
は
、
大
い
じ
範
と
な
る
べ
き
も

の
と
思
は
れ
ま
す
。

『
)
の
部
屋
か
ら
自
動
警
報
機
の
赤
外
線
宕
切
る
と

元
の
奮
庚
聞
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
部
屋
は
大
し
た

改
造
も
な
く
、
依
然
の
如
く
天
窓
照
明
暗
伊
二

O
O
ワ

ッ
ト
重
光
電
球
四
八
箇
在
使
っ
て
居
り
、
こ
の
部
屋

の
コ
ロ
ラ
マ
照
明
身
新
康
問
仁
移
し
て
し
ま
っ
た
の
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で
、
そ
の
後
に
は
三
段
に
切
か
へ
ら
れ
る
様
に
間
接

式
照
明
を
補
充
し
ま
し
た
が
、
こ
の
贋
間
の
天
井
燈

の
賄
来
は
、
前
記
謄
接
閉
じ
使
用
し
て
居
る
超
高
墜

水
銀
燈
在
使
用
す
る
計
撃
を
立
て
冶
居
り
ま
す
。

次
の
部
屋
の
住
宅
照
明
室
は
第
二
期
工
事
に
於
て

大
改
造
在
す
る
橡
定
で
あ
り
ま
す
の
で
，
今
岡
は
殆

ど
手
左
入
れ
十
、
洋
聞
は
そ
の
佳
と
し
、
日
本
間
も

障
子
越
の
照
明
等
は
そ
の
億
に
し
て
置
き
、
四
角
の

プ
ラ
ナ
ッ
ト
を
取
は
守
し
て
、
昨
年
照
明
皐
舎
じ
於

て
懸
賞
募
集
の
住
宅
照
明
設
計
仁
一
等
首
選
の
嘗
校

長
関
氏
の
設
計
に
な
る
和
室
客
間
用
の
紙
張
り
の
器

具
と
取
り
替
へ
ま
し
た
。

モ
の
前
の
既
存
の
各
種
の
プ
1

ス
は
『
」
れ
を
慶
し

て
、
古
燈
器
陳
川
刈
主
と
し
て
現
在
百
飴
貼
の

日
本
古

燈
器
を
陳
列
し
て
居
り
、
壁
仁
も
吊
り
下
け
用
の
も

の申ぜ
吊
る
し
、
備
海
外
の
も
の
を
集
牧
し
て
、
斯
界

の
人
々
の
篤
め
に
参
考
と
な
る
や
う
努
力
し
た
い
と

存
じ
て
居
・
り
ま
す
。

奪還震設て友、

街
一
部
に
は
電
化
憂
所
在
設
け
ま
し
た
が
、
小
規

模
な
も
の
で
第
二
期
工
事
の
電
化
住
宅
が
完
成
す
る

閉
ま
で
と
し
、
憂
所
用
電
気
器
具
を
若
干
取
揃
へ
て

賓
験
仁
供
し
、
御
婦
人
の
参
観
者
方
じ
は
大
部
興
味

を
以
っ
て
迎
へ
ら
れ
て
居
る
様
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
講
義
室
は
後
方
の
照
明
プ

l
ス
を
取
去
っ

て
、
し
ば
/
¥
こ
の
部
室
の
狭
さ
を
感
宇
る
箆
め
に

軍ア毅警護襲警マ

長
椅
子
を
作
り
ま
し
た
。
更
に
こ
の
部
屋
の
主
旨
在

現
今
悪
説
弱
視
が
年
次
仁
増
し
て
居
る
墜
徒
に
封
じ

て
、
そ
の
教
室
照
明
問
題
の
撞
頭
す
る
今
日
、
教
室

照
明
の
模
範
と
な
し、

従
来
の

天
井
燈
在
慶
し
、
飽

率
の
よ
い
新
製
品
た
る
ト
ロ
ヂ
ヤ
リ
ヤ
日
型
一
四
吋

ゆ
ぜ
窓
仁
平
行
に
各
何
四
筒
二
列
で
ム
ロ
計
八
簡
を
使
用

し
.
各
筒
に

三
O
O
ワ
ッ
ト
左
用
ふ
る
時
は
平
均
照

度
三

O
O
ル
ク
ス

在
得
て
、
長
時
間
の
諒
講
仁
何
等

の
疲
れ
在
感
す
る
こ
と
も
な
く
、
楽
し
く
勉
強
が
出

来
て
、
こ
の
大
き
な
教
室
照
明
問
題
を
克
服
し
て
居

り
、
ル
ー
ム

ク
ー
ラ
ー

二
基
房
一
用
ひ
て
エ

ァ
l
コ
ン

J

ア
ィ
シ

ヨ

ニ
ン
グ
を
行
ひ
、
冷
房
燦
房
を
な
し
て
居

り
ま
す
ο

こ
う
し
た
高
昭
一
度
に
封
し
て
は
黒
板
照
明

を
必
要
と
致
じ
ま
せ
ん
が
，
叉
こ
れ
が
無

い
方
を
理

想
と
致
し
ま
す
が
.
た
ま
/
¥
見
る
黒
板
照
明
の
不

良
は
却
っ
て
勉
強
し
難
い
も
の
で
、
そ
れ
が
取
付
け

の
模
範
を
一
示
す
た
め
本
来
は
不
必
要
な
の
で
あ
り
ま

す
が
、
管
型
電
球
六

O
ワ
ッ
ト
者
七
筒
使
用
し
た
理

想
的
な
も
の
宕
取
付
け
ま
し
た
ο

尚
教
室
照
明
に
は
是
非
と
も
自
動
黙
減
装
置
が
必

要
な
の
で
、
こ
れ
を
二
蔓
設
置
し
、
窓
側
の
四
燈
と

壁
側
の
四
燈
と
の
各
同
路
に
押
入
し
て
、
自
然
光
線

の
減
少
し
た
時
は
壁
側
の
四
燈
在
先
仁
黙
火
し
、
前

更
に
暗
く
な
っ
た
時
に
窓
側
の
四
燈
も
貼
火
を
な
す

様
仁
、
二
同
線
仁
分
け
て
設
置
じ
ま
し
た
。

元
古
燈
器
陳
列
室
は
健
康
照
明
室
と
改
め
て
、
無

影
燈
宇
一
始
め
と
し
て
、
各
種
室
外
線
光
源
に
よ
る
健

康
照
明
方
法
を
陳
列
し
て
置
き
ま
し
た
。

ラ
ヂ
オ
室
を
改
造
し
て
資
料
室
と
し
て
照
明
関
係

の
文
献
、
印
刷
物
、

各
電
燈
電
力
命
日
一
祉
の
照
明
運
動

資
料
、
又
は
電
球
の
製
作
工
程
等
宇
佐
陳
列
し
、
照
明

方
面
の
関
係
者
各
位
仁
微
力
な
が
ら
お
力
添
え
在
し

た
い
と
思
っ
て
居
り
ま
す
。
然
し
目
下
の
慮
は
第
二

期
工
事
の
都
合
で
、
乙
れ
を
倉
庫
仁
嘗
て
居
り
ま
す

が
、
年
内
に
は
使
用
出
来
得
る
橡
定
で
す
。

工
場
照
明
は
全
然

『)れ
を
改
造
す
る
こ
と
な
く、

講
義
室
の
椅
子
者
新
調
し
た
の
み
で
、
以
前
の
も
の

を
こ
の
部
屋
仁
移
し
て
前
の
物
は
慶
し
ま
し
た
の
で

聴
講
に
も
使
に
な
り
ま
し
て
、
電
球
の
上
下
、
扉
の

壁
の
自
動
開
閉
も
そ
の
佳
に
残
し
て
あ
り
ま
す
が
、

今
後
は
高
紋
率
光
線
の
放
電
燈
在
利
用
し
た
照
明
方

法
が
絶
封
に
必
要
と
考
へ
て
居
り
ま
す
。

-
)
の
外
に
電
話
設
備
と
し
て
は
外
よ
り
大
森
電

話
、
川
崎
電
話
の
各
一
本
を
事
務
所
に
入
れ
、
校
内

専
用
電
話
を
各
所
に
合
計
八
筒
冶
設
置
し
て
あ
り
、

こ
れ
ば
イ
ン
タ

ー
フ
ォ

ン
を
以
て
嘗
て
居
り
ま
す
。

電
気
配
線
方
式
と
し
て
は
三
和
四
線
式
を
採
用
し

て
‘
照
明
皐
校
下
一
階
の
受
電
室
仁
於
て
直
接
高
墜

を
以
て
受
け
、
二
0
0
キ
ロ
一
愛
歴
器
在
ス
タ
1

結
線

と
し
て
行
っ
て
居
り
ま
す
。

23 



新慶間

新設渡廊下から見たもので

中央天井燈は光管電球 25W

23燈による間接照明，雨側壁

上部の照明溝は10Wを84箇で

間接式照明を行ったもの.

光管電球用の器具はホワイ

トブロンズ仕上の樋型のもの

コロラマ照明用自動調光機

各回路は 5kWで全容量15

k¥Vと成って居!J，新康問の

横にこれのみに一室を設け，

前面をイ拍子張りとして，左の

スイッチのうち右端の一つを

入れてマグネットスイツナを

働かして作動する遠方制御式

光って見える電球はパイロ

ットランプで， その下の右端

のスイッチをー切ることにより

任意の模様の出た時，その位

置で止めることも出来る

新慶間

新設債聞のコロラマ照明で

色は赤，青，株，桂の 4種を

三階程に費化させ，ホワイト

プロンズ仕上の街立に30Wを

56箇の同路を 3組設け，色電

球を使用せず，カラーキャッ

プによるもの

フヲ擁護議

24 



マ ツ守護会 gg

25 

外 套室

新設の外套室で照明は特別

の ものでなく，新製品の トロ

ヂヤリ ヤH型 12吋で， 150W 

電球 2燈を貼けである コー

シ越は特別外套室で， この照

明も隣のと同じものである が

100W電球 1燈のみであ る

硝子!擦瓦

新庚聞の窓に使用 したも の

で，頗 る堅牢且つ自然光線の

蹟散透過光線は，見るからに

集持よいも のである

新慶間前の飾窓

これは電気庖向 きの装飾を

毎月行ひ，K型飾窓照明用の

鏡面反射笠 9箇を使用， 電球

は150¥Vが 9箇で，各々にカ

ラーキャップを用ひ濃叢，青

のニ色を交互に入れて，笠の

内面の|庄町を除くためル ーノず

ーを使用.



事務所前逼路東側

とれは地下商陪街に摸した

片側で，飾窓は服地盾等I'C用

ひられる特別な方法で照明し

天井に 25箇の白色桝を作り

この各桝lて 60vVを入れて，

前の品物の影も出来ず，一番

奥のものまでが明!慌に見られ

る.何上部電球の直接の肢障

はない

逼踏金景

手前の天井;陵は，光管電球

60Wx25箇の建築化照明で，

電球のやうなスポッ トを生じ

ないので美しく見える

左端は第二期工事 をされる

無線貫験室，電化住宅， その

仙へ行〈遁路，窮員の一番奥

の突首りにとド分見える扉に自

動扉開閉装置が設置しである

事務室前逼路西側

これは地下商席街の反封側

で，各種の飾窓照明が置かれ

てゐる.天井燈には光管電球

25"¥Vを25箇用ひ，誠に美事さ

を表してゐる.

マツヲ瀦警護
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新照明畢校事務室

照明から股線して窮民，右

より折登，松井， 山本，角取，

閥，岡崎，稿烏の各係員

天井燈の中央は高座水銀健

康ランプ，周園に 100、Nx8箇
」を二段鮎減で100Wx4箇宛

日光浴下の執務で各自益々

勇w!と言ふ君~.

事務室照明器具

直径 75cm中央の帽子は高

廊7.K銀健康 ランプの直接肱輝

を除いたもの，反射笠はアル

ミの吹付ーけ

全容量は白熱電球が 100，Y
x8=800W7.K銀燈300¥V合計

1l00vV. 

照明用は字L色スキガケ:{ii'j子

金具ホワイトブロ ンズ‘仕上

新照明皐技穣接室

控燈は押担模様11行子の峨め

Qらみで， PS-45 1登色10，Vサイ
ンラン プl箇，天井燈は新製

品卜 ロ ジヤリヤH型12吋を使

用， 電球は同一電球術~j子内に

超高座71，銀燈と白熱電球フ ィ

ラメン 卜の60，'-2本を入れた
もので， 白書の自然光線と大

差なく頗る明朗なものであ る



貴金属 庖の飾窓

貴金属屈の前i窓は，本来品

物 をキラキラ光らせ ること で

一方のみを強度の光りで照射

するとよろしい lOOvV用小

型スポット ラ イトを 1箇¥美

的数果を より強〈輿へる矯め

に，反封側より着色青電球の

lOOWl箇を使用

事務室前逼路西側の飾窓

飾窓照明用鏡面反射笠K:型

5箇，電球150Wx5筒.左側面

光管電球 60W x5筒を使用し

マネキン人形に封し， これを

鮎減して表情を，霊化させるこ

とも出来る

飾窓照明ブース

ζれは普通電球300W，霊光

電球300v¥T，異色燈300Wによ

る照明の比較であって，同一

物品の色が光によって非常に

相違して見えるのであるが，

寓員ではそれが併ら ないのは

残念でーある

マツヲ警義務
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各種ブース陳列室の一 部

元の商j古照明室で¥講荏室

の前!亡i5i-る部分であるが， そ

の面影は僅かに天井;般にある

だけで， これも最近はプー ス

の殻果を大にする矯めに間接

照明に費更したい

古燈器陳列室

住宅照明室前のプースを改

造したもので，雛段を二段作

り中に 150V..;r x 10箇を 入れ

て各段9箇所に紙張りとして

あるが，中はK型鏡面反射笠

16箇に150Wを入れて居る

左1H1Jは和室の電燈用の笠の

嬰選で・， その裏に海外の古燈

器を列べてある，中央は古燈

器の一つであるが， それに は

100VV 1笛を入れて、この部

屋の全般照明にしてゐる.

照明方式のブース

とれは もっと慶純園で作 り

たかったのてあ るが， 場所の

都合で少なくて遺憾て・ある，

e墜に照度rtlJ線を萱いて卒均照

度 と均膏度も 出 して置いた

電球は全部100羽T1箇づっ

員中で宇分に切れて居るのは

あの中に此部屋の メー ン@ス

イッチがある震で仕方がない



飾窓照明方法のブース

全部 150Wの艶消電球を用

ひて居り，照度は普及型照度

計で測定した結果である故に

大略のイ直で多少の増減はある

と思ふが，前からあったのと

比ぺれ，ば進かに充賞して居る

小電化蔓所

来春の第二期工事までの間

に合せで，蓑所用の電気器具

の致が少なくて淋しいが，常

分はこれでも簡単なものなら

相常津山に寅演が出来る

住宅照明(日本間)

今迄の紙張直f寸器具を!毒し

て四角のプラケットも取除い

て，中央にこの照明器具 1箇

とした， これは昨年照明皐曾

の住宅照明懸賞募集に開校長

が一等I'C常選した内の一部で

ある

紙張り líï~l~子j越の照明 2COW

霊光電球 7箇は， その品;で寝

具の様l亡黒占いて居る

マツダ暴露絡
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{婦問

マ
、~'}

ダ

講

堂

照
明
皐
校
の
改
築
に
嘗
っ
て
新
設
さ
れ
た
マ
ツ

ダ

講
堂
の
舞
憂
照
明
に
就
い
て
、
そ
の
慨
略
壮
一
一
辿
べ

該

講
堂
の
電
気
設
備
か
一
御
紹
介
し
よ
う
。

先
づ
控
蓋
の
大
き
き
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
間
口

一

一
米
、
奥
行
七
・
五
米
で
.
背
面
仁
は
永
久
的
構
造

の
ホ
リ
プ
ン

卜
が
取
付
け
て
あ
る
。
次
に
客
席
の
大

き
さ
は
間
口

一
一
米
.
奥
行

一
六
米
で
.
固
定
椅
子

が
二
二
九
個
取
付
け
ら
れ
、
客
席
後
方
の
中
二
階
じ

二
四
平
方
米
の
映
京
室
が
設
置
さ
れ
て
ゐ
る
。

舞
蔓
照
明
の
内
、
特
に
新
機
軌
と
し
て
設
置
さ
れ

た
も
の
は
、
調
光
装
置
仁
格
γ

十
制
御
整
流
管
式
調
光

装
置
(
サ
イ
ラ
ト
ロ
ン
調
光
装
置
)
と
，
董
外
線
の

み
の
照
射
に
依
る
鐙
光
照
明
と
で
あ
っ
て
.
他
は

一

般
の
舞
牽
と
同
様
.
訴
憂
照
明
に
必
要
な
各
種
照
明

器
具
、か
全
部
取
付
け
て
あ
る
。

悪露選立
~、、

〆事フマ

の

t 量F

'喜吉'

珂

ニ

t

E
S
4
5
 

て

日召，..、

し、

舞

き火

野

一

雄

東

京

電

集

。

照

明

課

ツダ講 堂の 内 部

夢"てr

-----

→ 、

見た l決 窮室
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舞
蔓
照
明
器
具
に
は
固
定
器
具
と
移
動
器
具
の
雨

者
か
ら
成
っ
て
ゐ
る
が
、
固
定
器
具
の
種
類
、
電
球

の
大
き
及
び
燈
数
.
色
別
.
容
H
E
等

を

表

示

す

れ

ば
.
第
一
表
の
如
く
で
あ
る
。

移
動
照
明
器
具
と
し
て
は

舞

憂

照

明

器

具

議露百フ

第

表

固

定

舞

蔓

照

明

器

具

ス
タ
ン
ド
ス
ポ
ッ
ト

稿写

iijljl;[:i:f ljlJl:(器

調

装

置

ラ
イ
ト

ブ
ラ
ッ
ド
ラ
イ
ト

エ
プ
ヱ
ク
ト
マ
シ
ン
等
在
各
数
個
宛
加
意
し
、
必
要

ス
ト
リ

ッ
プ
ラ
イ
ト

に
感
じ
て
随
時
随
所
に
使
用
出
来
る
や
う
に
、
舞
蔓

の
床
上
及
び
天
井
に
三
キ
ロ
ワ

ッ
ト
の
コ
ン
セ
ン
ト

在
六
個
、
遁
嘗
の
個
所
に
設
備
さ
れ
て
ゐ
る
。

董
外
線
の
み
の
照
射
に
依
ふ
笹
光
照
明
は
、
ア

リ
ン
染
料
乃
至
後
光
塗
料
の
色
彩
一汽

一暗
黒
の
舞
蓋

面
に
草
外
線
の
み
照
射
せ
ら
れ
た
時
の
、
濁
特
な
美

し
さ
を
表
担
じ
よ
う
と
し
た
も
の
で
、
光
源
に
は
特

殊
高
区
水
銀
燈
(
七

O
O
W
)
}ぜ
用
ひ
、
重
外
線
路
光

板
£
よ
っ
て
可
視
光
線
房
一
吸
集
せ
し
め
る
様
に
、
特

に
器
具
右
設
計
製
作
し
た
も
の
で
あ
る
。
草
外
線
の

、
ボ
ー
ダ
ー
と
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
常
置
さ
れ
て
居
る
舞

蔓
は
他
に
は
な
い
で
あ
ら
・
フ
。

光

格
子
制
御
整
流
管
式
調
光
装
置

を
舞
蔓
昭
一
制
の
調
光
用
と
し
て
使

用
す
る
こ
と
は
、
数
年
前
よ
わ
我

祉
に
於
て
研
究
し
て
ゐ
た
が
、
こ

の
式
の
調
光
袋
置
が
優
秀
な
こ
と

は
認
め
ら
れ
つ
、
も
、
種
々
の
事

情
に
依
っ
て
一
般
的
に
舞
憂
照
明

仁
膝
用
さ
れ
て
.
貫
現
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
っ
た
。
幸
ひ
照
明
皐

校
の
改
築
に
嘗
っ
て
講
堂
が
新
設
せ
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
、
此
慮
に
始
め
て
そ
の
貫
現
在
見
る
に

至
り
.
我
が
園
舞
憂
照
明
界
に
一
大
エ
ボ
ッ
ク
在
遺

る
こ
と
か
一
得
た
の
で
あ
る
。
こ
の
調
光
装
置
は
我
が

姉
妹
曾
一
位
、
東
京
高
気
無
線
株
式
命
日
祉
に
よ
っ
て
製

作
さ
れ
た
が
、
最
初
の
こ
と
で
あ
る
た
め
係
員
の
苦

心
と
努
力
は
想
像
に
徐
り
あ
る
も
の
で
、
そ
の
完
成

に
深
甚
の
敬
意

、ぜ
表
す
る
次
第
で
あ
る
口

抹
一
工
、
格
，十
制
御
整
侃
管
式
調
光
波
置
は
凡
て
遠

方
制
御
式
で
あ
っ
て
、
寝
具
の
通
り
調
光
操
作
盤
と

制
御
盤
と
の
こ
つ
の
部
分
仁
別
れ
て
ゐ
る
。
調
光
操

作
盤
は
従
来
の
調
光
配
電
盤
と
調
光
機
の
操
作
把
手

と
丘
一
つ
に
鐸
め
た
様
な
も
の
で
、
そ
の
形
肢
は
顔

る
小
型
で
鰻
裁
の
良
い
も
の
で
あ
る
。

従
っ
て
是
れ
は
舞
蓋
内
の
み
な
ら
宇
.
客
席
川
け
に

も
設
置
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
制
御
盤
は
リ
ア
ク
ト

ル
、
整
流
管
、
電
磁
開
閉
器
等
を
取
付
け
た
も
の
で
、 董外線照明用器具
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警察てまーァマ
本
講
堂
仁
於
て
は
其
の
構
造
在
観
覧
仁
供
す
る
第
、

入
ロ
ホ

l
ル
に
設
置
し
た
が
、
一
般
劇
場
に
あ
っ
て

4段
:JI"U. 

訊i光操作控

は
受
電
室
と
か
或
は
他
の
遁
嘗
な
揚
所
に
設

置
せ
ら
る
可
き
も
の
で
あ
る
。
調
光
装
置
の

同
線
教
は
二
九
同
線
で
、
そ

の
容
量
は
第
二

表
の
遁
り
で
あ
る
。

F‘・
~ 
cl  

席

日召..，. 

明

客
席
照
明
は
凡
て
間
接
照
明
に
依
っ
て
ゐ

る。

天
井
中
央
及
び
雨
側
壁
と
二
段
に
光
源

右
隠
し
、
前
記
の
調
光
装
置
に
依
っ
て
調
光

操
作
が
行
は
れ
る
。
調
光
操
作
は
調
光
操
作
盤
及
び

映
宗
室
の
二
個
所
よ
り
自
由
に
出
来
る
よ
う
に
な
っ

て
ゐ
る
。
客
席
内
の
平
均
照
度
は
約
二

O
O
ル
ク
ス

で
あ
る
が

、
こ
れ
は
一
般
劇
場
に
は
是
れ
程
明
る
い

第

ニ

表

調

光

装

置

の

容

量

御

客 I I コアサロアクサアボ 剖
| ロイウ ツ ス

1/ ドアパラペツ 1
| ンン 1 1 1 光

トスホホウント タ事

セスポリリ シ 器前rt"
ボ ツ ゾゾド ョラ 1

ツ トン ン ン

ントフートトマフー フ具

ラ ララ シ イイ
| ィイィィ イ

町; 十! |トトトトトントトト名容

五一一 0 一一一 三 二一 一 一 量
・・・・・・ 0 1 0 I c)・ :-I-:-Ik'
01010五 0101010101010五 W

一三二 - 11/ /J I /J 三 一 i1 1.~ I 1/ 三 個歎

止
巾光誹j

必
要
は
な
く
、

卒
ろ
過
度
の
照
度
と
云
ふ

、
べ
き
で
あ

る
が
，
本
講
堂
は
主
と
し
て
多
人
数
を
牧
容
す
る
講

習
曾

の命日
場
と
じ
て
使
用
す
る
揚
合
が
多
い
の
で
、

特
に
明
る
く
設
計
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

叉
プ
ロ
セ
ニ
ア
ム
の
周
園
に
は
、
格
子
制
御
整
流

管
在
使
用
じ
な
い
別
の
巽
空
管
式
の
小
型
自
動
調
光

装
置
仁
依
っ
て
、
美
麗
な
色
彩
照
明
を
行
ふ
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
ゐ
る
。

舞
憂
照
明
と
は
関
係
の
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
紋

帳
の
開
閉
と
映
{
烏
幕
の
昇
降
は
電
動
機
に
依
っ
て
行

ふ
も
の
で
、
こ
の
操
作
は
調
光
操
作
盤
と
映
宗
室
の

二
個
所
よ
り
行
ふ『

)と
が
出
来
る
。

街
室
内
仁
は
キ
ヤ
リ
ヤ

l
式
の
温
漁
度
調
整
装
置

講
演
用
の
燐
聾
装
置
及
び
ト
ー
キ
ー
映
察
機
等
が
設

備
さ
れ
て
ゐ
る
。

以
上
で
本
講
堂
仁
就
て
の
概
略
研
一申
し
遁
べ

た
つ

も
り
で
あ
る
。
本
講
堂
は
そ
の
形
態
は
小
さ
い
が
、

設
備
の
黙
仁
於
て
は
、
舞
蔓
照
明
と
し
て
の
凡
ゆ
る

器
具
を
網
羅
し
て
、
他
の
一
般
講
堂
乃
至
一
一
般
舞
蔓

に
比
し
て
何
等
遜
色
在
感
じ
な
い
、
車
T

ろ
新
機
軌
在

取
り
入
れ
た
鈷
か
ら
言

へ
ば
最
も
進
歩
し
た
講
堂
で

あ
ら
う
と
、
敢
て
自
負
す
る
次
第
で
あ
る
。

こ
の
新
し
い
試
み
に
依
っ
て
、
本
邦
舞
蓋
照
明
界

の
賄
来
に
、
何
等
か
の
一
示
唆
ル
一粛
す
こ
と
在
得
る
な

ら
ば
、
そ
れ
こ
そ
望
外
の
幸
ひ
で
あ
る
。

(

完
)
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豪庁

明

皐

日召

間苦

新
し
い
照
明
率
校
も
到
頭
出
来
上
っ
た
。
こ
の
前

の
照
明
墜
校
が
完
成
し
た
時
仁
、
マ
ツ
ダ
新
報
に
照

明
皐
校
枕
と
い
ふ
特
別
競
が
出
来
て
、
そ
の
一
番
柊

ひ
に
照
明
墜
枝
、
か
出
来
る
迄
と
い
ふ
一
文
ーか
}私
が
書

い
た
。
そ
の
時
の
気
持
と
今
の
気
持
と
は
全
く
達

ふ
、
前
の
時
に
は
何
か
ら
利
ま
で
自
分
一
人
で
や
っ

た
の
で
、
貫
に
苦
心

h
-
L
、
其
中
に
も
書
い
て
お
い

た
ゃ
う
仁
、
金
中
で
躍
を
害
し
て
、
登
熱
中
伊
一
お
か
し

て
務
め
て
居
た
時
期
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ

て

完

広

げ
た
時
の
気
持
に
較
べ

て
、
今
岡
は
全
く

奨
な
気
持
で
仕
事
在

し
.
品
目
田
然
出
来
る
も
の
が
嘗
然

出
来
上
っ
た
、
と
い
ふ
や
う
な
気
分
で
居
る
。

今
度
の
照
明
皐
校
の
設
計
は
此
前
と
同
じ
ゃ
う
に

守
屋
さ
ん
仁
お
願
ひ
し
た
、
こ
れ
は
此
前
の
照
明
皐

ネ交

が

る

ま

で

家

出

校
の
設
計
が
優
秀
で
あ
っ
た
と
い
ふ
こ
と
が
.
祉
内

の
誰
に
も
知
ら
れ
て
居
た
結
果
に
他
な
ら
な
い
、
唯

一
部
の
人
は
従
来
の
設
計
が
非
常
に
古
め
か
し
く

て

暗
い
重
い
調
子
な

の
で
.
今
度
の
照
明
皐
校
は
も
、
フ

少
し
明
る
く
出
来
な
い
で
あ
ら
う
か
、
守
屋
さ
ん
に

頼
ん
だ
ら
、
叉
あ
〉
い
ふ
古
い
設
計
に
な
る
の
で
は

な
か
ら
う
か
と
、
心
配
す
る
人
も
あ
っ
た
。

併
し
な
が
ら
、
今
岡
の
新
し
い
照
明
皐
校
、か
完
成

し
て
み
た
時
に
、
そ
れ
等
の

心
配
が
全
く
杷
愛
で
あ

っ
て
、
守
屋
き
ん
は
、
我
々
一
同
の
希
望
を
す
っ
か

り
満
足
さ
せ
て
呉
れ
た
と
い
ふ
『
」
と
宇
一
誰
も
認
め
る

で
あ
ら
、
っ
。
新
照
明
皐
校
が
出
来
上
っ
て
、
多
勢
の

曾
枇
の
人
々
が
入
口
に
入
っ
て
来
る
時
裂
す
る
言
葉

以
、
明
る
く
て
宜
い
で
す
ね
、
と
か
結
麗
で
気
持
、か

B月

重

V
百八
r
j
 

良
い
と
か
云
ふ
言
葉
で
あ
る
。
ど
の
や
う
な
様
式
の

も
の
で
も
、
そ
の
様
式
の
下
に
立
仮
に
設
計
を
果
さ

れ
た
守
屋
さ
ん
じ
厚
く
敬
音
T
伊一表
じ
て
お
き
た
い
。

『
」
の
前
の
照
明
皐
校
の
時
じ
は
家
具
の
選
持
だ
と

か
、
ス
イ
ッ
チ
の
高
き
だ
と
か
、
一
々
調
べ
た
り
な

ど
し
て
計
室
長
一
樹
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
り
た
が
、

今
同
は
照
明
皐
校
じ
そ
れ
ぞ
れ
専
門
家
、
か
揃
っ
て
居

た
の
で
非
常
仁
紫
で
あ
っ
た
。
私
は
大
健
一
の
計
昔
一
且
在

樹
て
、
他
と
の
交
渉
在
し
て
、
仕
事
が
国
滑
に
行
く

だ
け
の
心
配
を
し
て
居
れ
ば
宜
か
っ

た
の
で
、
配
線

は
一
切
岡
崎
君
が
引
受
け
て
呉
れ
る
し
、
照
明
皐
校

の
設
計
、
細
か
い
設
備
等
は
守
犀
さ
ん
と
福
島
君
と

が
協
力
し
て
、
ど
ん
/
¥
遂
行
し
て
呉
れ
る
し
、
さ

う
い
ふ
人
達
が
責
任
を
以
て
や
っ
て
呉
れ
る
の
で
、
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自
分
は
唯
そ
れ
が
旨
く
行
く
や
、
つ
に
心
掛
け
て
居
れ

ば
宜
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
前
の
時
に
比
べ

て
非
常
に
紫
で
あ
っ
た
。

照
明
皐
校
の
工
事
が
段
々
進
ん
で
来
て
忙
し
く
な

っ
て
来
た
の
は
七
月
の
終
り
頃
で
あ
っ
た
。
所
が
照

明
皐
舎
で
女
皐
校
の
先
生
の
照
明
講
習
命
自
身
ゃ
る
か

ら
.
そ
の
曾
揚
に
新
照
明
皐
校
在
使
ひ
た
い
、
と
い

ふ
や
う
な
註
文
が
出
て
来
た
の
で
、
そ
れ
身
引
受
け

ら
れ
る
か
ど
う
か
と
い
ふ
こ
と
が
一
つ
の
問
題
で
あ

っ
た
。
女
皐
校
の
先
生
寸
あ
る
か
ら
、
八
月
の
休
み

の
間
で
な
け
れ
ば
不
可
い
、

=建
築

の
守
屋
さ
ん
じ
訊

く
と
、
ど
う
し
て
も
九
月
で
な
け
れ
ば
完
成
し
な
い

と
い
ふ
話
、
施
行
在
し
た
清
水
組
の
人
も
.
八
月
じ

は
到
底
一
無
理
古
と
い
ふ
話
で
あ
っ
た
。

所
が
私
は
考
へ
た
、
か
う
い
ふ
も
の
は
、
唯
期
限

を
定
め
な
い
で
や
っ
て
居
っ
て
も
中
々
進
ま
な
い
も

の
で
、
ど
う
し
て
も
延
び
勝
ち
に
な
る
.
一
そ
背
水

の
陣
中
ぜ
ひ
い
て
、
何
で
も
そ
の
日
迄
に
や
ら
な
け
れ

警察議食3事

ば
な
ら
な
い
と
い
ふ
こ
と
に
す
れ
ば
、
叉
そ
の
気
持

で
早
く
出
来
る
こ
と
も
あ
ら
う
、
と
い
ふ
の
で
思
ひ

i1 

切
っ
て
宜
し
い
と
引
受
け
た
、
八
月
廿
四
日
迄
に
必

宇
完
成
さ
せ
て
み
せ
ま
す
と
い
ふ
返
事
在
し
た
、
守

屋
さ
ん
も
こ
れ
に
は
相
嘗
弱
ら
れ
た
ゃ
う
で
、
清
水

組
も
私
に
封
し
て
恨
め
し
く
思
っ
た
か
も
知
れ
な

い
、
併
し
兎
仁
角
や
れ
る
古
り
や
っ
て
呉
れ
、
担
額
合

に
よ
っ
て
は
床
な
ん
か
木
張
り
の
ま
〉
で
も
宜
い
、

壁
の
上
塗
な
ん
か
無
く
て
も
宜
し
い
。
兎
に
角
、
曾

揚
お
も
引
受
け
ら
れ
る
百
け
の
程
度
で
宜
い
ん
だ
と
い

ふ
や
う
な
こ
と
で
工
事
房
一
念
ぎ
出
じ
た
。

併
し
私
に
は
幾
ら
念
い
で
も
、
そ
れ
が
粗
雑
な
工

事
に
な
る
と
い
ふ
心
配
は
無
か
っ
た
り
何
と
な
れ
ば

清
水
組
は
日
本
で
も
有
名
な
信
用
の
あ
る
建
築
命
自

社
で
あ
る
し
、
そ
れ
長
一
監
督
し
て
居
る
守
屋
さ
ん
は

此
前
の
経
験
で
も
既
に
判
っ
て
居
る
や
う
に
大
事
に

大
事
を
と
る
人
で
、
所
謂
突
貫
工
事
等
は
到
底
出
来

な
い
人
で
あ
る
。
こ
ち
ら
が
念
が
せ
る
偉
に
幾
ら
蓮

く
で
も
や
れ
ま
す
と
安
交
合
す
る
人
は
心
配
で
あ
る

が
.
守
屋
さ
ん
と
清
水
組
で
引
受
け
て
居
る
の
で
あ

れ
ば
、
優
良
な
工
事
の
，
範
圏
内
に
於
て
早
く
や
る

の
で
あ
る
か
ら
、
少
し
も
心
配
は
要
ら
な
い
、
さ
う

じ
て
詰
め
ら
れ
る
だ
け
詰
め
て
八
月
廿
四
日
じ
出
来

上
り
、
講
習
命
日
ば
廿
五
日
か
ら
始
ま
る
と
い
ふ
こ
と

に
決
定
さ
れ
た
。

そ
の
日
か
ら
工
事
が
毎
日
夜
の
十
時
ま
で
夜
業
、か

始
ま
っ
た
。
電
気
の
工
事
は
日
本
電
気
工
事
株
式
曾

祉
に
依
頼
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
工
事
も
亦
非
常

に
忠
貫
に
監
督
者
か
ら
電
工
に
至
る
迄
、

一
心
一
際

に
な
っ
て
し
っ
か
り
じ
た
責
任
あ
る
工
事
在
し
て
呉

れ
た
こ
と
は
全
く
感
謝
に
堪
え
な
い
。
そ
の
建
築
と

電
気
、
そ
の
他
舞
蔓
設
備
、
そ
の
協
力
の
下
に
守
ん

/
¥
工
事
が
進
行
し
て
、
約
束
の
八
月
廿
四
日
の

夜
、
正
確
に
言
ふ
と
徹
夜
し
て
、
八
月
廿
五
日
の
午

前
八
時
に
は
す
っ
か
り
完
成
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し

て
そ
の
九
時
か
ら
は
講
習
曾
が
始
ま
る
と
い
ふ
極
ど

い
所
で
あ
っ
た
。

兎
仁
角
設
定
の
遁
り
仁
完
成
し
た
が
、
未
だ
/
¥

骨
組
が
出
来
上
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
後
一
ク
月

二
ク
月
の
聞
に
、
一
日
々
々
と
色
々
の
設
備
在
加
へ

て
行
き
、
叉
一
方
に
於
て
は
舞
蓋
照
明
の
設
備
も
其

時
に
出
来
な
か
っ
た
の
で
.
後
か
ら
少
し
づ
〉
工
事

に
か
〉
つ
交
が
、
何
分
日
本
で
最
初
の
調
光
装
置
で

あ
る
の
で
、
こ
れ
在
設
計
し
た
東
京
電
気
無
線
舎
枇

で
も
慎
重
な
態
度
で
居
ら
れ
る
の
で
中
々
渉
ど
ら
な

い
、
材
料
の
製
作
、
か
遅
れ
勝
ち
の
上
に
試
験
の
時
日

も
設
定
よ
り
延
び
、
段
々
と
遅
れ
て
ゐ
た
が
、
岡
崎

君
外
係
員
一
同
の
数
夜
の
徹
夜
作
業
の
結
果
、
到
頭

十
月
も
柊
り
の
頃
漸
く
完
成
し
た
。

こ
の
舞
蓋
照
明
百
け
は
、
他
に
類
の
無
い
も
の
で

あ
ら
う
と
、
ひ
そ
か
に
愉
快
の
念
在
禁
じ
ら
れ
な

い
、
前
に
も
書
い
た
や
う
に
照
明
皐
校
は
こ
れ
で
終

つ
た
の
で
は
な
い
、
来
年
は
未

r電
化
佐
宅
と
一
ラ
ラ7フ，ヂ

ト
J4
室
+h伊斗一

は
難
し
い
と
同
時
に
面
白
い
も
の
で
あ
つ
て
、
自
分

は
今
そ
の
設
計
宇
一
考
へ
な
が
ら
、
来
年
の
工
事
密
集

し
み
に
待
つ

τ居
る
の
で
あ
る
。
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て震百フ晴3

明
燈
明
視
と
明
一工
日
明
聴
の
二
大
運
動
に
協
賛
し
て

全
閣
の
少
年
少
女
諸
君
か
ら
書
方
と
園
重
の
懸
賞
募

集
を
行
っ
た
所
、
雨
者
合
せ
て
約
十
一両
の
臨
応
募
が
あ

り
も
そ
の
う
ち
か
ら
斯
遁
の
大
家
を
煩
し
て
選
を
行

ひ
.
次
表
の
如
、
き
結
果
と
な
っ
た
。

こ
む
う
ち
一
，
二
等
の
も
の
は
川
崎
高
等
女
皐
校

と
東
京
銀
座
松
坂
屋
六
階
に
於
て
展
覧
舎
を
開
催
し

た
が
.
書
方
の
如
き
は
大
人
も
及
ば
ぬ
達
筆
振
で
あ

り
，
国
重
は
、
王
仁
ラ
ヂ
オ

仁
閲
す
る
も
の
で
、
何
れ

も
童
心
が
紙
面
じ
あ
ふ
れ
で
か
一る
。

少
年
少
女
書
方
圏
書
一
の
賞
選
展
を
見
る

書
方
及
び
国
重
の
一
等
に
砕
自
選
し
た
方
々
の
芳
名

を
次
に
誌
し
て
敬
音
ケ
伊
一
表
す
る
。

書

方

(

一

等

)

三宮
-.-r 

グ
キ
ト
ウ
オ
サ
ム
(
愛
知
中
島
校
)

編

輯

一τ"tTf

ロー

尋

村
上

幸
男
(
鹿
島
一
隅
山
東
校
)

尋

安
Jf[ 

義
弘
(
大
阪
天
七
校
〉

尋
四

須
田

簡

(

敦

賀

南

尋

校
)

尋
五

植
竹

操
(
一
楠
井
賓
永
校
)

東京赤坂 山王ホテル虞聞に於ける審査

川崎高等女皐校に於ける展覧曾
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ヨ

リ

メ
ヲ
マ
モ
ル

暴露 暴露

v
国届

て京、軍ア
一

9
3

ず

れ

第一等(尋 常一年〉

第一等(尋常二年保知嘩三)

第一等(中 等 二年)

書

方

国

書

一

畢

年

及

男

女

別

各

等

嘗

選

者

一

覧

表

中中高高尋

後
藤
貴
美
子
(
紳
奈

川
東

蓋
校
)

遠
藤
定
晴
〈
静
岡
井
頭
分
校
)

望
月

弘

(

山

梨

楠

甫

校

)

森

部

久

男

(

踊

岡

工

業

校

)

山

野

静

枝

(

熊

本

技

女

校

)

書
一
(
一
等
)

宮
原
マ
サ
エ
(
鹿
児
島
垂
水
校
〉

保
知

時十三

(
滋
賀
安
土
尋
高
校
)

神
田
沙
緒
利
(
鹿
島
巳
斐
校
〉

金
周
坤
(
岡
山
玉
島
尋
高
校
)

小
泉
久
美
子
(
東
京
駒
本
校
〉

牧
田
千
枝
子
(
静
岡
安
東
尋
高
校
)

榊
本
敬
子
(
北
海
道
琴
平
校
)

山
崎

毅
(
兵
庫
大
津
尋
高
校
)

野

上

清

忠

(

富

山

工

業

校

〉

高
橋
千
鶴
子
(
臭
市
立
高
女
〉

中中高 高 尋尋尋尋尋尋 園
二 一二一 六五四 三二 一

(一一

・
ニニ
O
名
〉

合 等第中 等第中 等第高 高等第

算年等常摩六 写常第皐年五 第週年芝給四草匹 第年等税三畢

等第常 尋常第

計

年担畏 年喜喜 年製 年皐 年皐 年嬰

計|女|男|市|申1*ljJJl女|男女|男|女|男;女|男|女i男
一

等 書

等方

等 之

佳

部

作

一

等国

等笹

五 等之

"、， 
f圭

。
"'" 

第一等(高一榊本敬子)

37 



議露e翠E:ヌ

日召， ，‘、

明

マ

庭
園
の
高
屋
水
銀
燈
照
明

高
座
水
銀
燈
の
爽
快
清
涼
な
光
調
が
如
何
に
庭
園

照
明
仁
相
爆
し
い
も
の
で
あ
る
か
は
事
今
夏
賛
言
す

る
ま
で
も
あ
る
ま
い
。

今
岡
八
王
子
市
元
横
山
町
割
烹
庖
若
松
棲
庭
園
内

に
設
備
し
た
す
同
区
水
銀
燈
は
骨
岡
市
庭
園
照
明
の
魁
と

し
て
、
多
大
の
賞
設
と
注
目
と
を
集
め
て
居
る
。

典
雄
幽
遠
居
誇
り
其
の
精
微
微
妙
な
造
園
技
巧
仁

卓
越
し
た
地
位
を
占
め
る
日
本
の
庭
園
、
か
、
近
代
科

皐
の
最
も
新
ら
し
い
照
明
の
妓
呆
に
依
っ
て
、
一
段

と
其
の
美
麗
さ
在
地
同
す
事
は
蓋
し
嘗
然
と
言
ふ
‘
べ
き

で
あ
る
。
そ
う
じ
て
其
慮
に

こ
そ
、
陰
影
に
富
ん
だ

趣
の
あ
る
日
本
的
庭
閤
照
明
の
醍
醐
味
が
存
在
す
る

と
言
ふ
事
が
出
来
る
の
で
あ
ら
う
。

(東
京
「電
燈
・
八
王
子
一営
業
所
)

八王子市の剖烹居若松楼の庭園照明

製

Eヨ
ロロ

新
型
マ
ツ
ダ
電
気
時
計
の
設
賓

待
望
の
目
覚
置
時
計
の
設
賓
と
共
に
.
各
種
新
型

の
マ
ツ
ダ
電
気
時
計
が
新
獲
高
貝
に
な
っ
て
、
債
格
の

黙
に
於
て
も
、
亦
形
朕
の
黙
に
於
て
も
、
一
般
需
要

家
の
要
求
を
充
分
に
満
じ
、
正
確
な
一
不
時
に
奉
仕
す

る
マ
ツ
ダ
電
気
時
計
の
一
般
化
に
、
更
に
拍
車
在
か

け
る

こ
と
と
な

っ
た
。

モ
デ
ル

S
l
二
八
。

文
字
盤
径
一

O
吋

S-280型電気時計

38-



金
属
枠

切
立
型
掛
時
計
円

定

償

一

O
。九

O

モ
デ
ル

A
l
二
四
二
文
字
盤
径
一

二
吋

モ

ア

ノレ 金
S 麗

ム枠
ー補
七助
定ゼ
文イ買ン

字
，山二イ

~O 附
竺乙円掛
】時

二 O 弘
吋日l

護金て友、議機織務総潟 吋
総諸税按空機r:jti主主 V 

A -2 42型電気時計S -11 7型電気時計

半
球
型
掛
時
計

円

定
償
一
二
・
五

O

モ
デ
ル

A
l
一
一
六
文
字
盤
径
九
吋

木
枠
ク
ロ
ー
ム
飾
り
附
掛
時
計

円

定
債
二
五
・

0
0

モ
デ
ル

S
l
五

O
九

文

字

盤

径

六

吋

木
枠
7

4

4

ガ
ニ

1
塗
仕
上
掛
時
計

円

定
債
一
一
・
五

O

木
枠

モ
デ
ル

S
l

一O
O七

文
字
.盤
径
二
・
宜
吋

金
属
製
シ

ェ
ー
ド
附

ホ

ワ

イ

ト

フ
ロ

」二ニ ー〆

二ニヌi

スイ土
) 上。

定
債

A -116型電気時計

S-509弛電気時計
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S-1007型電気時計S -10Q8担電気時計



モ
デ
ル

刊行
l

一
O
O
八

文
字
盤
径
一
一
・
五
吋

絹
シ
ェ
ー
ド
明
視
ス
タ
ン
ド
附

円

三

0
・0
0

定
債

童話

定
方
向
型
測
光
標
準
電
球

て京

定
方
向
型
測
光
標
準
電
球
の
構
造
に
就
て
は
、
既

に
{
烏
鼻
、
の
様
に
フ

ィ
ラ
メ
ン
ト
在
一
午
面
に
架
け
た
も

Eフマ

そ
の
性
能
上
有
妓
で
あ
る
事
宕
涯
信
省
電
気

試
験
肋
で
も
詮
明
せ
ら
れ
、
従
来
共
こ
の
型
に
て
護

士賀
せ
ら
れ
て
ゐ
た
が
、
枠
が
硝
子
製
で
あ
っ
た
大
め

測
定
じ
嘗
っ
て
そ
の
反
射
か
防
け
る
場
合
も
あ
り
、

更
に
運
搬
.
取
扱
中
仁
破
損
の
危
険
も
多
い
快
黙
が

あ
っ
た
。
今
岡
こ
の
枠
を
光
津
の
無
い
特
殊
の
金
属

で
構
成
す
る
こ
と
に
し
た
篤
，
前
記
の
反
射
が
無
く

な
り
、
更
に
破
損
の
憂
は
皆
無
と
な
っ
た
。
既
に
遁

信
省
電
気
試
験
所
で
も
御
指
定
と
な
り
、
一

般
に
こ

の
型
式
研
一
標
準
と
し

て
護
費
し
て
ゐ
る
。
(
湯
川
)

の
が
.

日召
110、

明

号さ

校

九

月

中

の

参

観

者

長
期
間
に
亘
り
新
築
工
事
中
で
あ
っ
た
照
明
皐
校

も
.
こ

の
程
第

一
期
工
事
が
九
分
遁
り
の
竣
工
を
見

る
に
至
っ
た
の
で
、
九
月
よ
り
一
般
参
観
者
の
見
墜

を
受
付
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

工
事
の
遅
れ
た
舞
蓋
照
明
、
街
路
照
明
も
着
々
進

行
さ
せ
、
そ
の
完
成
研
一
念
い
で
ゐ
る
。

一
般
参
観
者
の
統
計
を
見
る

と
、
新
改

増
築
落
成
が
未
だ
一
般
同
知
ら
れ
て
居
ら

訊IJ光 標準電球

ぬ
た
め
に
、
左
記
の
圏
鐙
参
観
者
宕
併
せ

て
五
一
二
名
と
云
ふ
僅
少
き
で
あ
っ
た
。

陸
軍
飛
行
堅
校

二

O
名

東
京
電
燈

曾

社

管

内

工

場

主

四

O
名

京
成
電
気

軌

道

株

式

曾

社

四

五

名

早
稲
田
大
塵
法
皐
部
曾
委
員

二

O
名

山
形
豚
立
鶴
岡
工

業
墜

校

五

三
名

神
奈
川
鯨
立
商
工
賞
習
堅
校
工
皐
部
二

O
名

神

田

商

業

墜

校

六

O
名

松
本
高
等
女
墜
校

三

O
名

田

進

商

庖

贋

告

研

究

曾

員

二

O
名

小

計

三

O
八
名

そ
の
他
一
般
参
観
者

二

O
四
名

合

計

五

一

二

名

雑

報

阪
神
電
車
の
工
場
照
明
碗
党
曾

工
場
照
明
の
改
善
に
よ
る
増
産
を
企
園
し
て
、
阪

神
電
気
餓
遁
命
自
社
で
は
嘗
祉
と
共
同
主
催
の

下
に
、

大
阪
仁
於
け
る
工
場
経
営
主
に
呼
び
か
け
，
そ
の
改

善
促
進
の
篤
め
に
工
場
照
明
研
究
舎
を
去
る
十
月
十

四
日
仁
開
催
し
た
。

来
命
日
者
七
十
飴
名
で
嘗
枇
よ
り
は
照
明
課
土
居
技

師
、か
出
席
し
て

つ
照
明
の
改
善
と
能
率
増
進
し
の
演

題
の

下
に
講
演
沿
な
し
多
大
の
示
唆
を
輿

へ
た
。

猶
命
日
場
に
は
嘗
枇
製
フ
ァ
ク
ト
リ
ヤ
、
時
間
計
、

時
間

ス
イ
ッ
チ
、
照
度
計
、
明
視
計
.
其
他
工
場
照

明
に
必
要
な
る
製
品
位
に
文
献
等
を
陳
列
し
て
来
曾

者
の
参
考
に
供
し
た
。

佑
講
演
後
明
燈
明
親
密
主
題
と
し
て
嘗
枇
が
作
成

し
た
ト
ー
キ
ー
・
フ
ィ
ル
ム

「
光
を
輿
へ

よ
'」

研
一
封

切
し
て
多
大
の
好
評
か
一博
じ
た
。

陰
極
線
オ
シ
ロ
タ
ラ
フ
座
談
合
目

陰
極
線
オ
シ
ロ
グ
ラ
フ
の
利
用
が
漸
く
盛
な
ら
ん

と
す
る
今
日
、
我
祉
で
は
東
京
電
気
無
線
曾
祉
と
共

同
主
催
の

下
に
、
九
月
二
十
日
午
後
四
時
よ
り
共
同

建
物
ピ
ル
に
於
て
陰
極
線
オ
シ
ロ
グ
ラ
フ
装
置
じ
閥

す
る
座
談
舎
を
催
し
た
。

嘗
日
は
白
血
合
正
治
氏
(
東
京
帝
大
)
.
丸
毛
登
氏
(
放
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送
協
曾
)
、
黒
川
乗
三
郎
氏
(
早
大
汽
藤
三
郎
氏

(
東
京
朝
日
¥
鈴
木
松
雄
氏
(
工
大
〉
、
根

岸

博

氏

(電
気
試
験
所
汚

中
西
.不
二
夫
氏
(
航
宰
研
)
比一
寸
の
諸

権
威
一
か
一
堂
に
曾
し
、
陰
極
線
オ
シ

ロ
グ
ラ
フ
む
過

去
.
現
在
、
勝
来
に
闘
す
る
御
高
説
在
奔
諒
出
来
た

こ
と
は
、
我
枇
製
品
の
改
良
護
達
の
上
仁
多
大
の
示

唆
が
輿
へ
ら
れ
、
有
意
義
な
曾
合
で
あ
っ
た
。

議露
まま語長
隷nて夏、立

自
動
車
工
業
振
興
展
へ
の
出
品

本
邦
自
動
車
工
業
の
改
善
設
達
在
国
る
震
，
商
工 陰極線オシログ ラ フ座談曾

③ 

省
主
催
の
下
仁
，
去
る
十
月
十
四
日
か
ら
二
十
七
日

ま
で
の
二
週
間
.
東
京
上
野
公
園
不
忍
池
畔
の
日
本

産
業
館
内
に
於
て
.
自
動
車
工
業
振
興
展
覧
曾
ザ
開

催
さ
れ
た
。

図
際
情
勢
の
逼
迫
し
た
折
と
て
，
闘
産
自
動
車
研
一

始
め
.
園
産
に
係
る
自
動
車
部
分
品
，
附
属
品
，
材

料
及
び
関
係
口
問
，
世
に
参
考
品
位一
一1

場
内
に
は
我
園

自
動
車
工
業
の
梓
密
集
め
て
在
っ
た
。

我
祉
で
は
マ
ツ
ダ
自
動
車
電
球
各
種
.
叫
山
一
仁
各
種

自
動
車
用
照
明
器
具
を
出
品
し
た
。
橋
東
京
の
展
覧

自動 車 援興展 l'こ我利:の出品

合
格
了
の
後
は
、
名
古
屋
及
び
大
阪
仁
於
て
同
一

趣

意
の
下
に
展
覧
曾
が
開
催
さ
れ
る
由
で
あ
る
コ

高
層
建
築
と
マ
ツ
ダ
コ
シ
ヂ
ッ
ト

電
気
利
用
の
高
度
化
と
共
仁
、
建
築
物
内
仁
利
用

さ
れ
る
電
気
は
各
方
面
に
及
び
，
矯
め
仁
そ
の
安
全

と
利
便
と
に
奉
仕
す
る
コ
ン
ヂ

ッ
ト
チ

ュ

h
労
の
利

用
は
盆
々
多
舎
を
加
へ
て
来
た
。

最
近
大
阪
.
京
都
で
駿
工
し
た
高
居
建
築
物
の
う

ち
で
、
マ
ツ
ダ
コ
ン
ヂ

ッ
ト
チ
ュ

1
プ
使
用
の
も
の

を
左
仁
御
紹
介
申
上
る
。

京
都
祇
園
歌
舞
練
場

ハ
O
、0
0
0尺 京都祇闘 軟禁F練 場
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審議て2'7 醐3

京
都
丸
紅
商
底

大
阪
商
船
ピ
ル
デ
イ
ン
ク

一O
O
、0
0
0尺

六

O
、0
0
0
尺

一
二

O
、0
0
0
尺

大
阪
百
貨
庖

共
同
建
物
ビ
ル
の
稽
呼
愛
更

我
枇
銀
座
高
貝
庖
及
び
東
京
出
張
所
の
存
在
す
る
東

京
市
京
橋
区
数
寄
屋
橋
々
畔
の
共
同
建
物
株
式
曾
祉

の
建
築
は
、
従
来
共
同
建
物
ピ
ル
或
は
マ
ツ
ダ
ピ
ル

と
呼
構
さ
れ
て
を
っ
た
が
、
十
月
一
日
よ
り

吋
マ
ツ

ダ
・
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ
』
と
遁
栴
さ
れ
る

こ

と
に
な 庖商紅丸都尽

り
、
し
か
し
て
枇
名
は
従
前
通
り
共
同
建
物

株
式
命
日
祉
と
栴
せ
ら
れ
る
由
。

嘗

社

心

驚

橋

責

庖

の

一節

窓

商
都
大
阪
の
繁
華
街
の
中
心
で
あ
る
心
新

橋
遁
り
の
中
央
に
位
し
て
、
嘗
社
製
品
の
官
一

惇
仁
地
の
利
か
一
占
め
て
ゐ
る
我
祉
の
心
一
驚
橋

高貝
庄
で
は
，
そ
の
ウ
イ
ン
ド
ク
に
マ
ツ
ダ
電

気
時
計
の
各
種
研
一時
計
型
に
模
し
て
陳
列

し
、
行
人
の
自
在
引
き
つ
け
、
販
責

へ
の
強
力
な
妓 ンゲ大阪 商船ビ ルデ イ

果
E ・

主 iえ1，
1貝

{直

こ

を
護
揮

て
ゐ
る

大鎖の大阪百貨庖
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フ
ァ
イ
バ
ー
ダ
ク
ト
及
び

コ
シ
チ
ッ
ト
披
露
命
日

諌
て
か
ら
計
重
さ
れ
て
ゐ
大
我
枇
一
子
販
責
品
フ

ァ
イ
バ
ー
製
品
及
び
其
工
場
披
露
招
待
舎
は
九
月
二

十
五
日
在
期
し
て
華

々
し
く
暴
行
さ
れ
た
。
招
待
者

は
関
東
方
面
研
一主
と
す
る
官
鹿
関
係
々
員
、
電
気
事

業
者
、
建
築
設
計
事
務
所
、
電
気
設
計
事
務
所
、
電

気
工
事
請
負
者
、
電
気
材
料
商
、
自
家
用
電
気
事
業

者
、

業
界
新
聞
雑
誌
社
等
の
有
力
者
約
三
百
五
十
名

暴露 ヨ意義て芝、ヌ

帝閤堅紙工場の見皐

で
、
出
席
者
三
百
名
以
上
と
云
ふ
盛
況
で
あ
っ
た
。

嘗
日
は
一
黙
の
雲
も
な
い
快
晴
に
葱
ま
れ
、
そ
の

う
へ
土
曜
日
の
午
後
で
あ
っ
た
の
で
，
招
待
者
は
定

刻
一
時
に
は
既
に
第
一
命
日
揚
た
る
共
同
ピ
ル
の
我
枇

東
京
出
張
所
に
績
々
と
参
集
さ
れ
た
。

第
一
命
日
揚
仁
は
フ
ァ
イ
バ
ー
ダ
ク
ト
及
び
コ
ン
ヂ

ツ
ト
を
始
め
将
来
の
大
愛
展
在
約
束
さ
れ
る
我
社
製

品
、
新
型
照
明
器
具
、
オ
ー
ト
レ

l
装
置
、
自
動
扉

開
閉
装
置
、
ホ
ト
リ
レ
!
装
置
、
電
隊
計
数
器
、
硝

子
プ
ロ

ッ
ク
各
種
、
一
ア
コ
ラ
イ
ト
ベ
ニ
ヤ
板
及
び
一
プ

コ
ラ
イ
ト
製
ド
ア

l
・
ハ
ン
ド
ル
各
種
、
メ
ー
ト
ル

類
、
時
間
ス
イ
ッ
チ
等
で
あ
っ
た
。

殊
に
本
日
の
主
題
た
る
フ
ァ
イ
バ
ー
ダ
ク
ト
及
び

コ
ン
ヂ

ッ
ト
其
他
こ
れ
か
附
属
品
は
ま
だ
未
知
の
方

が
多
数
で
、
何
れ
も
興
味
が
湧
き
盛
ん
に
質
問
が
あ

わ
、
叉
銀
座
高
貝
庖
の
好
意
で
庖
内
に
設
け
ら
れ
た
フ

ア
イ
パ
!
ダ
ク
ト
使
用
航
況
の
貫
際
的
模
型
は
、
参

舎
者
に
フ

ァ
イ
バ
ー
ダ
ク
ト
が
如
何
に
便
利
で
合
理

的
な
も
の
で
あ
る
か
を
深
く
印
象
に
残
じ
た
。

第
一
命
日
揚
に
参
集
さ
れ
た
招
待
者
は
小
憩
の
後
、

自
動
車
を
連
ね
て
第
二
曾
場
た
る
板
橋
恒
志
村
の
帝

園
竪
紙
工
場
へ
と
向
っ
た
。

折
柄
雨
上
り
の
秋
晴
れ
の
武
蔵
野
在
、
心
地
よ
い

微
風
に
頬
左
打
た
せ
つ
¥
や
が
て
第
二
曾
揚
に
到

着
す
れ
ば
、
歓
迎
の
大
文
字
も
鮮
や
か
に
、
製
造
機

械
が
フ
ル
ス
ピ
ー
ド
で
運
轄
す
る
中
を
.
順
次
見
事

し
て
青
天
井
下
の
休
憩
所
に
落
着
い
た
。
こ
C
休
憩

所
の
横
に
は
フ

ァ
イ
パ

l
ダ
ク
ト
の
施
行
責
演
及
び

大
型
模
型
が
設
け
ら
れ
、
ム
捗
舎
者
の
印
象
と
理
解
と

を
一
段
と
深
く
し
，
，
次
い
で
休
憩
所
で
は
高
歳
な
ど

の
絵
興
も
あ
っ
て
、
マ
ネ
キ
ン
嬢
の
歓
待
と
共
に
参

命
日
者
の
気
分
在
更
に
和
や
か
な
も
の
と
し
た
。

本
招
待
舎
に
嘗
つ
て
は
帝
園
竪
紙
株
式
曾
祉
の
各

位
及
び
共
同
建
物
曾
枇
員
の
一
方
な
ら
ぬ
御
霊
力
巻

深
く
感
謝
致
す
，
次
第
で
あ
る
。

(
漬
野
)

休憩所に於ける儀興

43 



議露

秘
情

4
7
J

~み
;e， Eフ

[毛

体

6グ

ρ、
イも

同3

一i
ど
う
い
ふ
風
に
し
ょ
、
フ
か
し
ら
。
バ
ン
ガ
ロ

ー
風
に
じ
よ
う
か
。
そ
れ
と

も
、
気
の
利
い
た
日
本
風
に
し
よ
う
か

1
i
L

翠
女
史
は
机
の
上
に
ケ
ノ
ン
ト
紙
在
地
明
け
て
、
し
き
り
じ
首
か
一
捻
っ
て
ゐ
る
。

一i
間
艇
は
幾
つ
あ
っ
千
h
J

い
、
か
し
ら
。
居
間
三
牒
接
閉
じ
、
御
主
人
の
部
屋

に
奥
さ
ん
の
部
屋
仁
||
。
そ
れ
と
も
、
御
夫
婦
の
部
屋
は
、
共
同
で
い
い
か

じ
ら
。し

弦
ま
で
考
へ
て
来
る
と
、
女
史
は
何
時
も
憂
欝
仁
な
る
の
花
。

と

い

ふ

の

は
、
彼
女
は
自
分
の
佐
む
家
在
設
計
し
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

彼
女
は
締
麗
で
聴
明
だ
か
ら
年
よ
り
は
若
く
見
え
る
け
ど
、
今
年
品
川
二
で
，

女
皐
校
の
数
皐
の
先
生
で
、
そ
じ
て
濁
身
で
あ
る
。
勤
穫
十
年
、
も
う
奏
任
待

ゑb
Lム.:.t用、

白

土
ι
t) 

7 

移↑

過
で
年
功
加
俸
z
b
附
い
て
ゐ
る
。
母
親
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
は
一
人
で
小
さ
な

家
ゆ
が
一
借
り
て
，
婆
ゃ
を
置
い
て
ゐ
る
の

rか
、
男
と
遣
っ
て
別
仁
遁
端
末
も
な
い

の
で
、
金
は
沼
る
ば
か
わ
で
あ
る
の
惚
れ
ば
殖
し
た
い
の
が
黄
金
の
病
で
、
そ

れ
仁
歎
皐
の
教
師
だ
け
仁
、
直
、
ぐ
利
殖
の
方
法
が
頭
巳
浮
か
ぶ
の
だ
ο

退
、
か
に

相
場
K
L
け
は
や
る
勇
気
か
出
な
カ
っ
た
が
、
ふ
と
思
ひ
つ
い
た
の
は
家
作
を
建

て
る
こ
と
だ
っ
た
。
教
員
を
相
手
に
家
宕
貸
せ
ば
、
こ
れ
は
絶
封
に
安
心
だ
と

思
っ
た
の
で
あ
る
。

一l
貧
乏
暮
し
は
、
お
母
様
の
見
本
在
見
て
、
も
う
懲
灼
/
¥
。
お
金
さ
へ
あ
れ

ば
、
お
金
さ
へ
あ
れ
ば
|
|
し

翠
女
史
じ
と
っ
て
は
、
金
は
恰
で
態
人
で
あ
る
。
女
、
か
奏
任
待
遇
に
な
ど
な
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す
く
な

る
と
、
ま
す
/
¥
遁
蛍
な
結
婚
の
相
手
が
砂
く
な
る
し
、
お
年
は
お
年
百
し
、

考
へ
て
見
る
と
、
彼
女
が
男
よ
り
も
金
巻
愛
す
る
様
じ
な
つ
十
一
の
も
、
ま
た
領

け
な
い
こ
と
も
な
い
。
と
い
ふ
語
で
、
女
史
は
皐
校
か
ら
賜
っ
て
来
る
と
、
毎

目
、
か
う
じ
て
貸
住
宅
の
設
計
在
し
て
ゐ
る
の
花
。

寸
あ
た
し
、
貴
女
仁
冷
や
か
さ
れ
る
覚
悟
で
来
た
の
よ
。L

其
鹿
へ
、
や
は
り
皐
校
の
同
僚
で
.

ま
だ
若
い
福
田
嬢
が
訪
ね
て
来
た
。

薮
か
ら
棒
じ
|

|
l一

し
ま

翠
女
史
は
ク
ン
ト
紙
を
牧
ひ
な
が
ら
、
姉
さ
ん
ら
し
く
微
笑
ん
だ
。

「
い
と
う
-し
た
の
?

「
あ
の
ね
、
あ
た
し
結
婚
す
る
か
も
知
れ
な
い
の
よ
。し

一
億
ど
ん
な
方
、
脊
の
君
は
?
L

「
牛
小
ア

ヮ

「
ど
ん
な
っ
て

l
l
¥

い
づ
れ
御
紹
介
す
る
わ
。
病
院
に
勤
め
て
ゐ
る
ま
百

若
い
書
記
ナ
士
よ
コし

寸
そ
れ
は
お
目
出
た
う
。
そ
れ
で
貴
女
、
近
頃
ソ
ワ
/
¥
し
て
た
の
ね
。
と
て

も
嬉
し
さ
、
フ
だ
っ
た
わ
。L

悪露

翠
女
史
は
、
一
陥
田
嬢
の
希
望
遁
り
冷
や
か
し
て
や
っ
た
が
、
今
設
計
し
て
ゐ

る
住
宅
居
こ
の
人
達
の
新
婚
の
家
に
貸
し
て
や
ら
う
か
と
、
胸
算
用
を
し
た
。

て友、

J
の
ら
D

あ
ん
な
こ
と
宕
|
|
。

貴
女
だ
っ
て
咋
目
、
青
年
と
歩
い
て
た
ぢ
や

な
い
の
。
随
分
ソ
ワ
ノ
¥
し
て
た
わ
よ
己

軍ア

つ
あ
ら
コ
貴
女
、
見
て
た
の
?
L

務感廷~~憲議怒一宮
建設総選建~長弘警議 ぜ

こ
れ
仁
は
翠
女
史
も
赤
く
な
っ
た
。
事
賞
、
咋
日
の
夕
方
彼
女
は
或
る
青
年

と
歩
い
て
ゐ
た
。
し
か
し
そ
の
青
年
と
は
、
別
じ
何
も
な
い
の
で
あ
る
。
彼
は

若
い
作
曲
家
で
、
園
が
同
じ
東
北
な
の
で
、
偶
然
の
機
命
日
仁
識
り
合
ひ
に
な
っ

た
の
、に
が
、

頭
の
毛
を
モ
シ
ヤ

/
¥
に
し
て
深
刻
な
顔
研
一
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ

は
.
恰
る
で
東
北
産
の
小
熊
で
あ
る
。
そ
れ
仁
年
一
か
自
分
よ
り
下
だ
し
.
無
名

の
作
曲
家
に
か
ら
経
済
的
能
力
が
な
い
リ

「
一
誰
が
あ
ん
な
熊
み
た
い
な
男
仁
ソ
ワ
ノ
¥
す
る
も
ん
で
す
か
.
あ
れ
は
貴

女、
一音
業
の
こ
と
で
話
が
合
ふ
か
ら
附
き
合
っ
て
ゐ
る
だ
け
よ
。
あ
た
し
一
音
奨
は

ま
っ
ぴ
ら

好
き
だ
け
ど
.
濁
立
の
生
活
能
力
の
な
い
男
と
結
婚
す
る
な
ん
て
異
卒
だ
わ
。し

翠
女
史
は
奏
任
待
遇
の
プ
ラ
イ
ド
を
示
し
た
。

コ
セ
れ
は
さ
、
つ
ね
。
そ
こ
へ
行
く
と
、

殴
酉
者
は
い
》
わ
よ
。

審
者
。
て
貴
女

着
物
身
着
て
ゐ
る
時
で
も
薬
の
勾
ひ
、
か
す
る
の
ね
り
あ
た
し
、
初
め
は
厭
だ
っ

た
け
ど
.
も
う
慣
れ
た
わ
、
却
っ
て
薬
の
勾
ひ
が
し
な
い
と
物
足
り
な
い
位

レ
ふ
り

一
種
の
鐙
臭
ね
。1
一

急
C
M
M

一
陥
旧
嬢
は
そ
ろ
/
¥
、
際
ど
い
と
こ
ろ
み
一
愛
表
し
出
し
た
。

× 

コ
繭
旧
さ
ん
、
蹄
っ
て
る
か
じ
ら
ョ
寄
っ
て
見
ょ
う
か
な
。1
一

翠
女
史
は
坂
の
上
で
立
ち
停
っ
た
。
皐
校
の
競
り
で
あ
る
。
坂
を
右

仁
降
り

れ
ば
女
史
の
自
宅
、
左
へ
降
り
れ
ば
一陥
田
嬢
の
下
宿
で
あ
る
。
女
史
は
左
へ
降

り
た
。
稿
用
嬢
の
下
宿
の
玄
関
に
立
っ
た
時
、
女
史
は
「
こ
れ
は
不
可
い
わ
。L

苦
ん

エ
ナ
メ
ル
老
塗
っ
た
キ
ッ
ド
の
靴
と
、
金
の
飾
り
の
附
い
た
細
身

と
思
っ
た
。

の
ス
テ
ッ
キ
を
其
慮
に
登
見
じ
た
の
だ
。

っ
御
免
な
さ
い
ね
。
あ
た
し
今
日
差
支
へ
が
あ
る
の
よ
。
し

福
田
嬢
は
二
階
か
ら
降
り
て
来
て
、
畳
一
赤
な
顔
を
し
て
玄
闘
梯
ひ
の
滞
解
宕

し
た
。
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「
彼
正
人
が
来
て
る
ん
で
せ
う
?
し

つ
あ
ら
、
分
っ
た
の
?
L

ク
レ
ゾ
ー
ル

「
分
る
わ
よ
。
消
毒
薬
臭
い
健
臭
が
プ
ン
ノ
¥
す
る
わ
。L

女
史
は
態
と
、
靴
や
ス
テ
ッ
キ
在
見
な
い
で
言
っ
た
。
柳
か
溜
飲
の
下
が
る

襲撃

田
山
ひ
が
じ
た
。

F立

あ
と

「
折
角
来
て
下
す
っ
た
の
じ
済
ま
な
い
わ
ね
。
後
で
こ
ち
ら
か
ら
お
伺
ひ
す

U7 

る
わ
。L

つ7

つ
い
〉
わ
よ
。し

云
ひ
捨
て
〉
女
史
は
出
た
。
出
て
斬
自
ら
く
歩
く
と
.
例
の
東
北
産
の
小
熊
じ

逢
っ
た
。

一J
僕
、
今
夜
放
途
仁
出
ま
す
。し

飴
程
嬉
じ
い
と
見
え
て
、
そ
の
青
年
は
命
日
ふ
と
直
ぐ
一
て
ひ
出
し
た
。

己
ま
ア
、
放
会
じ
ーー
ー
?
L

女
史
は
.
こ
の
青
年
じ
そ
ん
な
才
能
が
あ
っ
た
の
か
と
‘
驚
い
た
。

寸
え
y
o

や
っ
と
認
め
ら
れ
ま
し
て
ね
、
今
晩
、
僕
の
作
曲
を
僕
が
解
説
す
る

ん
で
す
。
八
時
半
か
ら
で
す
か
ら
聴
い
て
下
さ
い
。
僕
.
貴
女
一
人
ル
一
目
嘗
て

に
し
て
や
り
ま
す
。
L

青
年
は
情
熱
的
な
眼
で
女
史
ル
一
見
た
D

女
史
は
、
こ
ん
な
美
し
い
眼
宇
一見
た

こ
と
が
な
い
と
思
っ
た
。

「
是
非
聴
か
し
て
頂
く
わ
。
放
迭
が
済
ん
だ
ら
あ
た
し
の
家
じ
お
寄
り
に
な

ら
な
い
?
お
待
ち
し
て
居
て
よ
。
L

む

ね

い

ま

女
史
は
少
女
の
様
じ
胸
中
伊
一躍
ら
し
て
青
年
と
別
れ
穴
。
今
玄
関
梯
ひ
か
一食
つ

た
所
得
か
，
あ
ん
な
気
障
な
警
者
よ
り
は
、
あ
の
小
熊
の
様
な
青
年
の
方
が
、

よ
っ
ぽ
ど
い
〉
と
思
っ
た
。

× 

慨
U
H

な
ら
.
皐
校
か
ら
賜
る
と
直
ぐ
取
り
か
〉
る
宿
題
も
忘
れ
て
'・
翠
女
史

ひ
た
す
ら

は
八
時
半
の
ラ
ヂ
オ
宕
只
管
待
っ
て
ゐ
た
の
宿
題
と
い
ふ
の
は
、
例
の
貸
住
宅

の
設
計
で
あ
る
。
女
史
に
と
っ
て
、
ニ
れ
ほ
ど
厄
介
な
宿
題
は
な
い
。
夫
婦
の

居
間
の
と
こ
ろ
へ
来
る
と
、
何
時
も
頓
坐
し
て
し
ま
う
の

ro

八
時
半
は
来
穴
。
女
史
は
待
も
乗
ね
て
，

ラ
ヂ
オ
仁
ス
イ
ッ
チ
在
入
れ
た
。

|
|
こ
の

つ
野
火
し
は
、
ピ
ア
ノ
と
フ
ル
ー
ト
か
ら
出
来
て
ゐ
る
小
品
で
.

私
が
少
年
時
代
在
会
っ
た
東
北
地
方
の
叙
情
曲
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
は
.
こ

れ
か
ら
|
|

簡
軍
な
作
曲
家
の
解
説
が
あ
っ
て
、
「
野
火
し

の
演
奏
が
始
ま
ワ
た
。

説
の
あ
る
、
沈
み
勝
ち
な
あ
の
青
年
の
解
説
の
撃
が
、
相
と
な
く
女
史
の
心
身

撃
っ
た
。
あ
の
言
葉
は
、
あ
た
し
一
人
を
目
嘗
て
じ
云
っ
て
ゐ
る
の
だ
l
i
ー
さ

う
回
り
ふ
と
‘
モ
シ
ヤ
/
¥
頭
や
ズ
ン
グ
リ
姿
が
見
え
な
い
一
に
け
に
、
飴
計
言
葉

仁
親
み
が
感
じ
ら
れ
た
。
そ
れ
に
、
曾
っ
て
話
在
し
て
ゐ
る
と
気
が
付
か
な
い

が
.
か
う
じ
て
麓
花
け
掠
い
て
ゐ
る
と
，
そ
の
東
北
説
が
、
妙
仁
、
亡
き
母
親

の
ア
ク
セ
ン
ト
じ
似
て
ゐ
る
こ
と
を
護
見
じ
た
。

「
野
火
し
の
メ
ロ
デ
ィ
そ
の
も
の
も
、
よ
か
っ
た
。
女
史
は
我
在
忘
れ
て
、
ワ

ツ
ト
リ
と
掠
台
惚
れ
て
ゐ
た
。

つ
あ
の
、
福
田
先
生
、
か
ー
ー
ー
し

婆
や
が
報
告
じ
た
。
甘
い
夢
中
佐
破
ら
れ
て
.
女
史
は
玄
関
へ
飛
び
出
し
た
。 東

北
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「
形
制
仰
は
御
免
な
さ
い
。
お
詑
び
に
来
た
の
よ
O
L

福
岡
嬢
は
聞
が
悪
る
け
じ
云
っ
た
。

「
い
〉
え
、
お
互
ひ
で
す
も
の
。
生
憎
今
度
は
あ
た
し
差
支
へ
い
か
あ
る
の
よ
O
L

女
史
は
曾
心
の
一
矢
h
一
酬
ひ
た
。

一l

え
?
L

一lA
1

ね
、
ラ
ヂ
オ
の
一音
奨
学
一聴
い
て
る
の
。

ホ
ラ
、
貴
女
が
冷
や
か
し
た
例

の
青
年
ね
、
自
分
の
作
曲
を
解
説
じ
た
の
よ
口
あ
た
じ
、
濁
り
で
静
か
に
聴
き

た
い
か
ら
、
今
夜
は
失
躍
す
る
わ
。L

「b
ま
ア
、
そ
れ
ぢ
や
矢
つ
張
り
、
あ
れ
貴
女
，の
彼
氏
だ
っ
た
ぢ
ゃ
な
い
の
?

あ
ん
な
者
、
何
で
も
な
い
な
ん
て
自
在
切
っ
て
、
酷
い
わ
じ

福
田
嬢
は
見
事
じ
庫
左
衛
か
れ
て
、
総
出
聞
い
た
o

つ
だ
っ
て
ホ
、
、
。
ほ
ら
、
ラ
ヂ
オ
が
聴
え
る
で
せ
う
。

〉
で
せ
う
。
そ
れ
仁
、
ラ
ヂ
ォ
は
消
毒
薬
臭
く
は
な
い
こ
と
よ
O
L

あ
れ
よ
。

仲
々
い

女
史
は
完
全
に
勝
ち
誇
っ
た
。

議露

つ
み
の
た
し
蹄
る
わ
。
お
娯
み
の
お
邪
魔
そ
し
て
済
み
ま
せ
ん
で
し
た
ね
コL

稲
田
嬢
は
プ
ン
ノ
¥
し
て
蹄
っ
て
行
っ
た
。

会、

翠
女
史
は
ニ
ヤ
/
¥
し
な
が
ら
ラ
ヂ
オ
の
前
へ
戻
っ
た
。

一音
繁
の

つ
野
火
L

は
、
も
う
終
っ
て
ゐ
た
o

百
が
女
史
の
胸
に
は
、
都
め
か
し
い
「
野
火
し
が
燃

事フ

え
憤
っ
た
。
早
く
あ
の
青
年
の
顔
、か
見
た
く
な
っ
た
。

てF

「
さ
う
だ
わ
。

か
う
い
ふ
時
に
宿
題
を
や
っ
た
ら
、

う
ま
く
行
く
か
も
分
ら

な
い
わ
D
L

ふ
と
思
ひ
付
い
て
、
女
史
は
念
い
で
例
の
設
計
圏
在
旗
け
た
。
女
史
は
夢
中

か
ら
す
ヤ

ち

で
定
規
と
烏
口
身
動
か
し
て
ゐ
た
。
時
間
の
経
つ
の
も
忘
れ
て
ゐ
た
。

っ
如
何
で
し
た
?
し

気
が
附
い
て
見
る
と
、
其
鹿
仁
青
年
一
か
立
っ
て
ゐ
た
。
も
う
放
途
局
か
ら
賜

っ
て
来
た
と
見
え
る
。

つ
あ
ら
。
あ
た
し
、
宿
題
ず
ス
ラ
/
¥
解
り
さ
う
な
の
で
、
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
の
知
ら
な
か
っ
た
わ
。

『u
野
火
』
と
て
も
素
敵
で
し
た
わ
。
L

女
史
は
赤
く
な
っ
た
。

一ー宿
題
っ
て
仰
有
い
ま
し
た
ね
J

先
生
で
も
宿
題
を
や
る
ん
で
す
か
。
し

「自一
は
〉
〉
。
皐
校
の
宿
題
ぢ
ゃ
な
い
こ
と
よ
。
生
活
の
宿
題
よ
。
L

プ生
活
の
宿
題
と
い
ふ
と
、
つ
ま
り
結
婚
で
す
か
。
L

そ
ん
な

己
去
の
然
感
も
の
ね
。
御
覧
な
さ
い
。
し

女
史
は
殆
ど
出
来
上
っ
た
設
計
圏
在
指
し
た
。
見
る
と
，
主
人
の
部
屋
と
細

ひ
と

君
の
部
屋
が
一
つ
に
な
っ
て
ゐ
る
リ

一l
貴
方
が
作
曲
を
お
や
り
に
な
る
し
、

あ
た
し
も
音
繋
が
好
き
だ
か
ら
、

人
の
部
屋
を
一
緒
に
し
ま
し
た
の
。し

女
史
は
青
年
在
見
て
妨
然
と
笑
っ
た
。

「え
ツ
、
ぢ
や
、
あ
の
僕
と
結
婚
を
l

i
?
f一

青
年
の
撃
は
喜
び
じ
弾
ん
だ
。
女
史
は
黙
っ
て
症
も
上
っ
て
青
年
の
肩
身
抱

、

}

」

o

'hu--サ，，机
の
上
の
設
計
園
は
、
何
時
の
間
じ
か
ス
ワ
ヰ
卜
、
ホ

ー
ム
の
設
計
固
に
な

百
っ
き

っ
て
ゐ
た
の
だ
。
貸
住
宅
の
設
計
は
、
先
刻
の
「
野
火
し
に
焼
か
れ
て
し
ま
っ

た
と
見
え
る
。

(

了

)
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五
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国
三
五
六

O

電
話
よ
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夫
蒋
抗
七
五

O
一
戸
間
)

(

振

替

口

座

東

京

三

八

九

内

四

。

夏
に
雨
が
少
な
か
っ
た
せ
い
か
、
今

年
は
秋
に
入
っ
て
か
ら
雨
が
多
か
っ
た

や
う
に
思
は
れ
た
。
秋
雨
も
た
ま
に
は

懐
し
い
も
の
で
あ
る
が
、
長
績
き
さ
れ

て
は
迷
惑
千
高
で
あ
る
。

あ
の
す
が
す
が
し
い
小
春
日
和
の
紺

拍
石
の
空
が
し
た
は
し
い
。

。

北
支
に
上
海
に
皇
軍
の
向
ふ
と
こ
ろ

敵
な
し
と
云
ふ
有
様
で
あ
る
。

先
般
来
行
は
れ
た
間
民
精
神
総
動
員

の
主
旨
を
睡
し
、
銃
後
の
守
り
を
堅
く

す
る
こ
と
が
、
戦
線
に
あ
る
我
が
同
胞

に
封
す
る
唯
一
の
任
務
と
信
ず
る
。

。

巻
頭
の
伊
藤
工
皐
博
士
の

可
ラ
ヂ
オ

普
及
上
よ
り
見
た
る
農
村
配
電
線
路
改

善
の
念
坊
に
就
て

ι
は
、
支
那
事
援
に

よ
っ
て
一
層
そ
の
重
要
性
が
痛
感
さ

れ
、
毎
日
の
戦
況
ニ
ュ
ー
ス
の
如
き
は

図
民
と
し
て
多
大
の
関
心
が
も
た
れ
る

析
柄
、
業
界
各
位
が
こ
の
方
面
に
一
層

の
御
諜
力
を
備
に
御
願
す
る
。

〈

V

新
照
明
事
校
も
第

一
期
工
事
が
愈
々

出
来
上
っ
た
。
本
誌
前
競
で
も

一
部
は

御
紹
介
し
た
が
、
本
競
は
新
照
明
亭
校

競
と
し
て
ー
そ
の
全
貌
を
特
梓
記
事
に

よ
り
お
知
せ
す
る
こ
と
と
し
た
。

ー一一一一ー担辛ヨ.KH~<ー一一一一一ー
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イ山

蓋

キL面忌4、華京大来新恰
偏
賓

上

。

新
照
明
事
校
の
設
備
の
う
ち
で
飾
窓

は
殆
ど
買
物
大
に
作
ら
れ
J

そ
の
う
ち

に
陳
列
さ
れ
た
各
程
商
品
に
は
、
尤
も

適
切
な
照
明
が
施
さ
れ
て
ゐ
る
。

そ
れ
と
新
に
マ
ツ
ダ
講
堂
が
出
来
て

そ
こ
に
は
日
本
で
初
め
て
の
格
子
制
御

整
流
管
式
調
光
装
置
が
採
用
さ
れ
た
。

そ
の
他
建
築
娃
に
電
気
設
備
等
に
就

て
は
本
文
の
御
精
讃
を
北
川
了
勺

。

本
誌
の
記
事
、
篤
員
等
を
御
韓
載
の

場
合
に
は
、
一
鷹
首
方
に
御
断
り
下
さ

る
か
、
或
は

『マ

ツ
ダ
新
報
よ
り
』

と

御
明
記
の
程

を
お
願
い
た
し
ま
す
。
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航空機用;無線機

船舶用無線機

車輸用無線機

移動用各種無線機

固定用、放迭用大型無線機

各用途に謄じた型録を用意し

でありますから御申越下さい

川崎市煎烹電気架線械5¥雷日
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海
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将
士
の

御
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闘
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す
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